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「セラフィーナ・アランデル、貴女あなた何をしているのですか！」

　咎とがめる声は、ほとんど悲鳴のようだった。

　大声に小さく肩かたを震ふるわせたものの、少女の表情は動くことなく、声の主を振り返る。

「『富ふ貴き花か』を咲かせるつもりでいたのですが。……これ、どうしてしまったんでしょう、ファーガソン先生」

　小首を傾かしげるさまは、まるで名画から抜け出た女神のごとき美少女ぶりだ。

　生まれたての旭きよつ光こうを紡つむいだような、淡あわい金色の長い髪。

　アイスブルーの大きな瞳ひとみは、陽光を弾はじいてキラキラと輝かがやいている。

　顔の中央に位置する鼻はすっきりと整っており、唇くちびるといえば可か憐れんな花を写うつし取ったかのような、優しい薄うす紅べに色いろだ。触ふれればとろけそうなほど、ふっくらとやわらかい。

　小さな面おもてに配置されたそれぞれのパーツは完かん璧ぺきで、少女──セラフィーナ・アランデルはつまり、完璧な美少女だった。

　女教師ベリンダ・ファーガソンも、その造ぞう作さくの麗うるわしさにうっかり見み惚とれることしばし。けれどすぐさま我に返ると、わなわなと唇を震わせた。

「ど、どうしてしまった……、──そんなのわたくしが知るわけないでしょうが……ッ！　貴女が何をしたのかと訊きいているのです！」

「何をしたのかと訊かれましても、教科書のとおりに『花』を咲かせようとしていたのですが」

「教科書のとおりにしたならば、そんな『モノ』ができるわけないでしょうっ」

　教師ファーガソンの声は、もはや悲鳴そのものだ。そばで聞いていたセラフィーナはその大声に、ちょっと首を引っこめた。

「そうですね。花から土への変化は、これまで見たことがありません」

「しかも、うう……っ、なんですこの臭においは……、く、くさい──ッ!!」

　セラフィーナのほっそりとした指の先にあるのは『花』ではありえず、まるで汚お泥でいだった。土色のドロドロとしたそれは、観賞にたえうるものでは決してなく、しかも鼻がひん曲まがるのではないかと思うほどの悪臭を放っている。

　教師ファーガソンはたまらず、つんと尖とがった自みずからの鼻をつまみ、一歩、二歩と後ずさった。

「先生、お待ちください。ご意見をうかがいたいのです。これ、どんどん湧わき上がってきているようなんですが、このままだと隣の花庭にまで広がってしまうかも……、あ、先生──」

　もうダメ、耐えられない！　そう叫んだ教師ファーガソンは、その場から逃げ出した。

「ファーガソン先生、なんて素す晴ばらしい俊しゆん足そく」

　あっという間に小さくなってゆく背中を見送りながら、セラフィーナは吞のん気きに呟つぶやいた。

「さて、どうしましょう、これ」

　すぐそこにまで、悪臭を放つ汚泥は近づいてきている。

　見れば見るほど、不気味な物体だ。だがセラフィーナは、臭いや形状などまったく気にせず、それどころか、ぐぐぐ、と顔を近づけていった。

「何か容いれ物はないかしら」

　セラフィーナは、これがなんなのか調べてみたくなった。

　だが辺あたりには何もない。

　あるのは、とセラフィーナは、己おのれの両の手を、じっと見つめた。

　よし、とひとつうなずいて、汚泥の中へ掌てのひらを突っこもうとしたその時、

　──ボコッ。

　何かが噴ふん出しゆつする直前のような、不ふ吉きつな音を耳が捉とらえた。

「……？」

　首を傾げ、音の出所を探さぐろうとした刹せつ那な。

　悪臭を放つ汚泥の中から、ゴゴゴゴ、と不気味な唸うなりをあげつつ、得体の知れないものが立ちのぼった。

「まあ」

　それはあっという間に少女の背せ丈たけを追い越し、見上げるほど高く高く成長してゆく。

　形状だけ見れば、枝葉を広げた木のようだ。けれどその汚泥色が、それが木ではないことを物語っている。

「すごいわ。いったいなんなのかしら……！」

　ワクワクしている余裕は、実のところ少しもない。けれどセラフィーナの目は、間かん欠けつ泉せんのように噴ふき上がったそれにくぎづけだ。

「セラフィーナ嬢じよう様さま、何なさってるんですか……ッ！」

　遠くから絶叫が聞こえる。

　セラフィーナは泥の噴ふん水すいから目を離し、声の方を振り返った。

「パメラ。ねえ、これなんだと思う？」

　吞気に問うが、侍じ女じよは主あるじの背後を見るなり、悲鳴をあげた。

「嬢様、お逃げくださいまし～～～ッッ！」

　だが侍女の声は遅かった。

　汚泥色のそれが、ぴたりと成長を止める。

　次の瞬間、まるで植物の種が弾けるように、パァンッと爆発し……セラフィーナの頭に、どす黒い汚泥がザブンと降ふり注そそいだ──。





[image: ]






「アランデル領アランデル男だん爵しやくが長子、セラフィーナ・アランデル。昨日きのうの被害について、当事者である貴女には事情を聞きまた伝えることがあるゆえ、ここに来てもらいました」

　セラフィーナが教師長の部屋に呼ばれたのは、汚泥騒さわぎのあった翌日の昼のことだった。

　教師長グリファスの隣には、教師ファーガソンもいる。

　椅い子すに座る老齢の女教師長は、ちらりとセラフィーナの小さな顔を見上げると、おもむろに唇を開く。

「代々アランデル男爵家に利用が許されています『アランデル花はな庭にわ』は、原因不明の汚泥に覆おおわれ、今季の『富貴花』の収しゆう穫かくは絶望的となりました」

「はい」

「さらに『アランデル花庭』の右隣にあります『ミドルトン花庭』、右前方の『マーレイ花庭』、その他花庭の約半分が汚泥の侵しん入にゆうを受けました。ですが幸いにも、いずれの花庭も今年の花の収穫は終わっていますので、『富貴花』の被害は免まぬがれました」

　ほかの花庭の損害は免れたという言葉に、セラフィーナはホッと安あん堵どした。

　汚泥が降り注いだ直後のことは、あまり覚えていない。

　あまりの悪臭を全身に浴あびたためか、半なかば気を失ったセラフィーナを救ってくれたのは、恐おそらく広大な王庭を守る衛えい兵へいたちだったのだと思う。

　彼らの慌あわてふためく怒声が、遠くなってゆく意識の隅すみっこに微かすかに響いていた。

　セラフィーナがはっきりと覚かく醒せいしたのは、消毒用薬草がたっぷり浮かんだ湯船の中だった。

　目と鼻をツンと刺激するその薬草は、セラフィーナの身体からだにしみついた悪臭をしっかりと取り去ってくれたのだ。

「汚泥の処理は、万事任まかせてもらいます。貴女は一切の手出しは無用です」

「それではご迷めい惑わくをおかけした方々に申し訳が立ちません。手伝わせていただくことは叶かないませんか？」

「一切の手出しは無用と今言ったはずです」

「そんなことをしたら、またどんな騒ぎになるか分かったものではありません」

　教師長の隣に立つ教師ファーガソンが、すかさず口を挟はさんだ。教師長はそれを視線だけでたしなめると、　あらためてセラフィーナへと薄い灰色の瞳を向けてきた。

「セラフィーナ。大変残念なことですが、貴女にはこの学校を去ってもらわなければなりません。理由は分かっていますね」

　セラフィーナはきゅっと唇を嚙かむ。

「騒ぎを起こしたのが初めてというのであれば、わたくしも許しましょう。けれどそうではないことは、貴女が一番よく分かっているはずです」

「まったく去年は、首都全体を巻きこむ、ひどい騒ぎでしたからね」

　教師ファーガソンが再び口を挟むが、教師長はそれを無視した。

「他家の花庭ばかりでなく、王庭もこの敷しき地ち内ないにあるのです。王庭にもし被害が出てしまえば、アランデル家は即刻取り潰つぶしとなりましょう」

　そうなる前に、貴女はアランデル領にお戻りなさい。

　教師長は、宣せん誓せいするかのごとく厳おごそかな声で、きっぱりと告げた。

　本来ならば前年の騒動の時に放校処分となるはずだったのだから、この処分は仕方がないと、セラフィーナ自身も納なつ得とくする。

　だが退学になるのならば。

「グリファス教師長。あの土もどきをいただけないでしょうか？」

「は？」

「どんな構造をしているのか調べてみたいのです。あの時わたしが『富貴花』の蕾つぼみに触れるまでは、確かに植物でした。ですのにあんな変化を起こすなんて、とっても不思議に思うのです。どうして花から土もどきに変わったのか、その理由を突き止めたいのです。ですから」

　大きな目をキラキラさせながら、セラフィーナは教師長に「お願いします」と頭を下げる。

　だが、

「あの汚泥の調査は前年同様、第一王子管理下にある科学省がおこなう予定で、すべて回収していきました。ですから素しろ人うとの貴女が調べなくても結構」

　教師長グリファスはぴしゃりと告げた。

「科学省が。では科学省に問い合わせれば、あの土もどきがなんなのか分かるのですね」

「セラフィーナ」

　退学処分になることより汚泥の方に興味を抱いだくとは何事かと、グリファスもファーガソンも呆あきれ顔だ。

「まったく貴女ときたら……」

　教師長は結ゆい上げた灰色の髪に手をやりながら、長いため息をついた。

「我が国の至し宝ほうたる『富貴花』からあんなものを作り出すなんて、やはり貴女が貴女ゆえ、ということかしらね。『壊こわしのセラフィーナ』」
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　物を壊してしまったのなら、まずは直す努力をしなさい。

　そしてもし直せなかったのならば、何か別の用途に利用できないか考えてみなさい。

　他人の物を壊したら、心からの謝罪とできうる限りの弁べん済さいを試こころみなさい。

　──セラフィーナ。たとえ壊してしまっても、泣いているだけではなんにもならない。

　なぜ壊れたのか、その理由が知りたいのなら、調べてみるのもいい。

　父も、母も、祖父母も、家族全員が、セラフィーナが高価なものに限って壊すことに対して、決して怒らなかった。

　美しいものが壊れるのを見るのは辛つらい。時間をかけて作られた物やそれを作ったひとに申し訳ない。何より、自分が触るとなぜ高こう頻ひん度どで物が壊れるのか、その理由が分からない。

　不ふ思し議ぎで、そして他者から見れば、ひどく不可解かつ気味が悪いと感じるだろう。

　けれど家族がそう言ってくれたから、セラフィーナは自分を責せめるばかりではなく、自らの手で壊してしまった物を、どうにかして生かせないだろうかと思えるようになった。

　だからあの土もどきの調査も他人任せにせず、自分で調べてみたかったのだが……。




「ああ、やっぱりダメだったようですねえ」

　寄宿舎の自室に入ると、待ちかねていたように侍女のパメラが駆かけ寄ってきた。

「ええ、ダメだったわ」

「とうとう退学処分ですか」

「あの土もどきをいただけなかったわ」

　ふたりの声は同時で、侍女は主の言葉に、は？　と首を傾げた。

「なんですか、珍めずらしくしょんぼりしているかと思ったら、退学のことじゃなくて、あの土もどきがもらえなかったことがショックだったんですか？」

　呆れた、とパメラが肩を竦すくめると、セラフィーナは綺き麗れいに整った眉まゆの間に、小さくしわを寄せた。

「パメラ、あれがなんなのか興味はない？　わたしはとっても気になるわ。……科学省がすべて引き取っていかれたそうなの。科学省に連絡したら、見学させてくださるかしら」

「……嬢様ぁ。あんな土もどきのことよりも、退学はどうなったんですか。免れたんですか？」

　いいえと首を振ると、パメラはやれやれとため息をついた。

　セラフィーナより四歳年上のパメラは、顔も目も丸いから、実際の年齢より若く見られる。以前はそれが不服だったようだが、二十歳を境さかいに、幼おさない顔立ちであることを喜ぶようになった。

　曰いわく、

『年より若く見られるってことは、より多くの殿方の目に留とまりやすいってことですよ』

　なのだそう。

　恋愛ごとに興味が薄いセラフィーナからすれば、そういうものかと思うくらいだ。

「あの薄気味悪い土もどき、なんだったんでしょうね。堆たい肥ひどころじゃない臭いでしたよ」

「『富貴花』、のつもりだったのだけど」

「……嬢様。『富貴花』はこの国の至宝であり、ハミルトン王家及およびその血に繫つながる貴族の方々だけが咲かせることのできる、世にも美しい『お花』のことですよ。間違ってもあんな、ドロッドロの土のなれの果はてなんかじゃありませんって」

「そうよね」

　だがセラフィーナとしては、真剣に『富貴花』を咲かせるつもりでいたのだ。

「去年に引き続き、奇妙なものを作っちゃいましたねえ」

　そういえば去年は大変でしたと、パメラは思い出すように目を細めた。

「去年は土もどきじゃなくて飛びましたからね！　あれ、なんて命名されたんでしたっけ？」

「『富ふ貴き華か虫ちゆう』よ」

「そうでした」

「あの時にも科学省が『富貴華虫』の研究をすると仰おつしやって採集したのだったわ」

「まあ、研究なんて難しいことは、頭のよろしい方々に任せておけばよろしいでしょう」

　パメラは喋しやべりながらセラフィーナを椅子へと導みちびいた。

　背せ凭もたれに身を預けると、パメラは緩ゆるいウェーブを持つセラフィーナの長い髪を掬すくい、丁てい寧ねいに梳くしけずりはじめた。

「ハックの薬草はあの悪臭を完璧に消し去ってくれましたが、刺激が強いんで嬢様の肌はだや髪に悪いかもって心配していました。でも大丈夫そうですね」

「肌や髪など気にしている場合じゃないんだけど」

「いやですよ、嬢様。肌はガッサガサ、髪もボッサボサでは、嬢様の取とり柄えがなくなっちゃうじゃありませんか」

　それはどういうことかと訊たずねたいが、あまり楽しくない言葉を返されそうだからやめておく。

「ねえカシュカシュ。おまえも嬢様の手がガサガサよりツヤツヤの方がいいわよね？」

　パメラの声が耳に届いたと同時に、セラフィーナの膝ひざに、ぴょんと赤い塊かたまりが落ちてきた。

「カシュカシュ」

　赤茶色の体毛を持つこの小動物は、セラフィーナのペットだ。

　愛あい嬌きようのある顔と、知能が高くひとによく懐なつくことから、愛あい玩がん用ようとして人気がある。

　カシュカシュは膝の上から円つぶらな瞳でセラフィーナを見上げてくると、

［カーシュ］

　ゴロゴロと喉のどを鳴らしながら、優しい声で鳴いた。膝に置いたセラフィーナの手の甲に、まるでパメラの言葉を肯こう定ていするように、小さな小さな己おのれの手を載のせすりすりと撫なでる。

　カシュカシュのふかふかの毛に触れながら、セラフィーナは窓の外に目をやった。

「さあ、帰郷の準備に取りかかりましょうか。今日のうちにお隣の花庭や衛兵の方々にお詫わびにうかがわなくては」

「そうでした。そういえば、嬢様を助けてくださったお方、カッコよかったんですよ。ものすごい筋肉のついた腕で、軽々と嬢様を抱き上げられたんです～」

　逞たくましい男性に目がない侍女のたわごとは聞き流して、セラフィーナは椅子から立ち上がった。

　明日には寄宿舎を出るようにと言われている。のんびりしている時間はなかった。
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　すべての準備を整えたところで、半日でよく準備ができたものだと、セラフィーナはほっと安堵の息をついた。

　迷惑をかけた守しゆ衛えいたちへ詫びて回り、学友や世話になった教師たちに別れを告げ、学友らから少々の嘲ちよう笑しようを受けつつそれをあっさり流し、帰郷のための荷物をまとめ、その荷物を運んでくれる馬車を貸し出してもらうために王宮の厩きゆう舎しやに出向いた。

　明日にはここを去るのだという感傷に浸ひたる暇ひまもなく走り回った。

　時刻はすでに日付をまたごうとしている。出発は朝早いからそろそろ休もうとしたところで、ふと首を傾げた。

「カシュカシュ？」

　室内にいれば目につかないはずのない赤い毛のペットの姿がなかった。

「……そういえばしばらく姿を見ていないわ」

　あまりにもあわただしかったから、カシュカシュを構っている暇がなかったのだ。

　では。

　セラフィーナは部屋にあるたったひとつの窓に向かった。

　案の定、カシュカシュが外に出られるほど開いている。

「またひとりで散歩に行ってしまったのね」

　カシュカシュの脱走は、今回が初めてではない。外にはよく連つれてゆくが、頭のいいあの小動物は、己の気分でひとり散歩をすることが多々あったのだ。

　いつもならばすぐに帰ってくるから探すことはないのだが、今夜のセラフィーナは少し違っていた。

　明みよう朝ちようにはここを出なければならず、そしてもう一生戻ってくることはない。

　不出来な生徒で失敗ばかりだったが、セラフィーナはここが嫌きらいではなかった。

「夜の散歩はしたことがなかったわ」

　夜は眠るための時間でしかなかったセラフィーナには、漆しつ黒こくの空の下を歩いた経験が一度もない。

　今夜が最後だし、カシュカシュを探しがてら外に出てみようかしらと思いついた。

　外がい衣いを纏まとって角灯ランプを持つと、隣室で休むパメラに声をかけずに、部屋から足を踏み出した。

　外は、シンとした静けさに包まれていた。

　花庭へと続く回かい廊ろうには等とう間かん隔かくに設置された外灯があるから、さほど暗いとは感じられない。だが空に視線を転じれば、湿しつ気けをはらんだような、うすぼんやりとした闇やみがあった。

　星はなく、中ちゆう途と半はん端ぱに膨ふくらんだおぼろな輪りん郭かくの月だけが空に浮いている。

　冷たい風が頰ほおに当たり、セラフィーナは小さく肩をすぼめた。

　灯あかりに導かれながら、真まっ直すぐに伸びる通路を歩く。

　しばらくすると、広大な花庭が広がっている。

　花庭の広さは、即すなわちそれを所有する貴族の格を表している。アランデル家の花庭は周囲を歩いてたったの百歩程度しかない。二十ある花庭の中でも一番狭せまかった。

　広い花庭はその十倍もあるのだから、アランデル家の格といったら、推おして知るべし、というところだろう。

　今は土がきちんと均ならされていて、昨日の惨さん状じようを窺うかがい知ることはできない。

「とうとう一度も『富貴花』を咲かせることができなかったのね、わたし」

『富貴花』はこの国にとって、貴き重ちようかつ特別な花だ。

　決められた日に種を蒔まき、決められた時間に決められた量の水をやり、雑草は漏もれなく抜いて特別な肥ひ料りようを与える。

　もっとも大事なこと、それは少しずつ育ってゆく『富貴花』には、花が咲くまで一度たりとも触れてはいけない、ということだった。

　そうやって細心の注意を払い、丹たん精せい込めて育てた『富貴花』は、どの国にもない、ハミルトン王国の王都、ハミルティアのこの花庭にだけ、特別に咲くのだ。

「今年こそちゃんと咲かせられると思ったのだけれど」

　学友たちが失敗することなく次々と花を咲かせるさまを見てきたセラフィーナは、あの美しい奇き跡せきの一瞬を迎むかえることができなかった己に、今ばかりはため息をついた。

『富貴花』を咲かせることに未み練れんがないといったら噓うそになる。けれど仕方がない。

　ひとには向き不向きがあるのだから。

　普段は守衛が花庭を守っているのだが、花期を過ぎた広大な庭には誰もいなかった。

　誰かいればカシュカシュを見なかったか訊けるのだけれどと、セラフィーナはあちこちを見回した。

　動くものは何もない。

「カシュカシュ」

　ピンと尖った大きな耳を持つカシュカシュは、聴力が発達している。さほど大声で呼ばなくても、花庭にいれば聞こえるはずだ。

　小さく呼んだあとで気配を探った。

　すると、カーシュ、という微かな鳴き声が、辛かろうじて聞こえた。

　声のした方へと足を進める。

「カシュカシュ？」

　呼ぶたびに、カシュカシュもまた鳴く。だが姿は見えない。

　足を進めるうちに、とうとう花庭の終わりまで来てしまう。

　花庭は背の高い木でぐるりと囲まれており、右手東側にある歩ほ廊ろうを進めば、宮殿や王庭へと繫つながっている。

「まさか王庭に入ってしまったのかしら」

　無断で入っては叱しつ責せきを受けると思いながら、セラフィーナは足を速めた。

［カーシュ！］

　まるで呼んでいるかのような声に導かれながら、路みちを進む。

　このまま行ってしまったら、やはり王庭に出てしまいそうだと思ったセラフィーナだったが、その想像は裏切られた。

　長く続く歩廊の左右は木々が生おい茂しげり、張りだした枝葉がセラフィーナの視界を遮さえぎっていた。手にしたランプだけでは駆く逐ちくできないほどの濃こい闇が、ぽっかりと途切れる。

「……あ」

　思わず小さな声をあげ、セラフィーナは目を瞠みはった。

　月つき暈がさの下。外灯の淡い灯り。そのふたつを合わせても、光源は少ない。けれどセラフィーナの双そう眸ぼうにくっきりと映った。

　今まさに咲かんとする『富貴花』。そしてその前に佇たたずむひとの姿が。

　緩やかな曲線を描えがく優美な葉と、腰の辺りまでの高さに伸びた、しなやかな茎くき。その先端にはひとつだけ蕾がついている。

「……」

　蕾が、ほぅ、と吐と息いきを零こぼすかのように震える。少しずつ、少しずつ花びらが開きはじめる。

　そうしてセラフィーナが見守る中、七枚の花びらは美しい姿を誕たん生じようさせた。

　刹那、咲ききった花に、それまで黙だまって立っていた人物が、そっと指を触れた。

　すると。

　月の光を浴びて、まるで羽う化かしたての蝶ちようの羽は根ねのように頼りない風ふ情ぜいを見せる花びらが、キラキラと淡い光を撒まき散らしながら、みるみるうちに透すきとおってゆく。

　セラフィーナが一度も咲かせることができなかった『富貴花』。

　花が咲ききった瞬間に過あやまたず触れると、花びらは結けつ晶しよう化かし、時を止める。

　植物から鉱こう物ぶつへと変化する、奇跡の瞬間。

『富貴花』は植物として生まれながら、その花は玉ぎよくのように硬かたくそして美しい『富ふ貴き華か石せき』へと変化するのだ。

　月光の下、『富貴花』は次々と蕾を綻ほころばせる。咲かせ主は手て際ぎわよく花に触れ、いくつもの『富貴華石』を誕生させた。

　自分にはできなかった、この変化をまじまじと見つめるセラフィーナの唇から、感かん嘆たんのため息が零れ落ちた。

　なんて神秘的で美しい瞬間なのだろう。

　明るい場所でないことが悔くやまれる。陽光の下ならば、『富貴華石』がどんな色をしているのか、大きさや、結晶化し鉱物へと変わってゆくさまがつぶさに見られるのに。

　うっとりと咲かせ主の手元に見入っていたセラフィーナは、だが次の瞬間、小さく声をあげた。

［カーシュ！］

　荘そう厳ごんな空気をばっさり切り裂さいた、甲かん高だかい声がその場に響き渡る。

「……っ、カシュカシュ」

　なんとセラフィーナのペットは、今まさに生まれたばかりの『富貴華石』の隙すき間まを縫ぬって、セラフィーナのもとへ駆け寄ってきたのだ。

「あ」

　普段滅めつ多たに慌てないセラフィーナだが、この瞬間は盛せい大だいに焦あせった。

　咲きたての『富貴華石』は茎から取れやすいのだ。乱暴に揺ゆすっては地面に落ちてしまう。

「カシュカシュ、止まって！」

　脇わき目めも振らず主に向けて走ってくるカシュカシュを止めた。

　だがこれがいけなかった。

　カシュカシュはセラフィーナに向けて高くジャンプをしており、突然止められたことで、不自然に身を捩よじり──結果、『富貴華石』の上に墜つい落らくしてしまったのだ。

「カシュカシュ！」

　硬い石と変わらない『富貴華石』は、先端が尖っている。そこに落ちたら、と思う間もなく、セラフィーナは手にした灯りを放り投げ、カシュカシュに掌を差し出した。

　その行動が、避さけたかった最悪の事態を招まねいた。

　手の甲を『富貴華石』にぶつけてしまったのだ。

「あ」

　痛いと感じたのと、『富貴華石』が無残にもサラサラと砂状となって形を失ったのは、ほぼ同時のことだった。

「──」

　やって、しまった。

『富貴華石』を壊してしまった。

　よりにもよって、ほかのひとが咲かせた『富貴華石』を壊すなんて、なんてことをしたのかと、セラフィーナの頭の中は真っ白になった。

　ごく普通の『富貴華石』でも、花一輪分で家族五人が三年は暮くらしていける。

　出来がいいとされる、透明度があって硬く、そして大きな『富貴華石』だったなら、花びら一枚分のみで、一生働かずに暮らしていけるほどの価値があるのだ。

　透明度があって硬く、大きい。

　──壊した『富貴華石』はまさしく『出来のいい富貴華石』そのものだった。

　カシュカシュを腕に抱きながら、セラフィーナはこの不始末にどうけりをつけようか懸けん命めいに頭を働かせた。

　まずは詫びを、と顔を上げた時、セラフィーナは目を瞠みはった。

　男。

　驚いた。

　というのも、『富貴華石』を咲かせるのは貴族の娘のみと教師に教えられてきたからだ。まさか男性が『富貴華石』を咲かせることができるとは。

「うるわしの花庭へようこそ」

　赤せき褐かつ色しよくの髪。低く、それでいて心になめらかに届く声。

　風に吹かれなびく彼の髪は、今まさに業ごう火かとなって燃えはじめる直前のような色だと、セラフィーナは思った。

　髪の次に目を奪われたのは、黒い双眸だ。

　物理的な力で押されているかのような、強い眼まな差ざしだった。だが同時に悪いた戯ずらっぽい光をも湛たたえている。

　精せい悍かんな男だった。

　帯たい刀とうしていることから武人とうかがえる。だが粗そ野やには感じられない。立ち姿が、どこか洗せん練れんされていた。

　堂々とした佇まいと顔立ちだけ見れば、セラフィーナよりずいぶん年上に思え、だが真っ直ぐに向かってくる眼差しの率直さが、それほど年齢差はないようにも感じさせる。

『富貴華石』の咲かせ主は、漆黒の長衣の裾すそを翻ひるがえしながら大きな歩幅で足を進めてきた。

　歩みも迷いのない、真っ直ぐな足運びだ。

　目の前に立った男は、セラフィーナより頭ひとつ分は背が高かった。

　男は地面に転がった角灯ランプを拾うと、砕くだけ散った『富貴華石』の残ざん骸がいを見み下おろした。

「『富貴華石』、見事に壊したものだな」

　セラフィーナはハッと我に返ると、深々と頭を下げた。

「大変申し訳ないことをいたしました。伏してお詫び申し上げます」

「口先だけの謝罪ならいらない」

「言葉だけにするつもりはありません。わたしにできることがあればなんでも仰ってください」

　頭を下げたまま、セラフィーナは言いきった。

「なんでも？」

「あ、なんでもしたい気持ちはもちろん噓ではないんですが、それに弁べん償しようをしたいのもやまやまなんですが、できたら月げつ賦ぷでお願いできますか？」

　と、そう言った途と端たん、男は一瞬黙りこんで、……月賦、と呟いた。

「一いつ括かつ払ばらいでないといけませんか？」

　それは厳きびしい。アランデル家は、貴族とは名ばかりで領民たちとさほど変わらない、大変に慎つつましい日々を過ごしている。セラフィーナ自身、自由になるお金などほんの少ししかない。

　頭を下げながらも、弁済方法を考えていると、男は低く笑った。

「弁償は不要だ。それより話しづらいから頭を上げろ」

　なんて太っ腹なひとなんだろうと、セラフィーナは驚いた。

　もしかして、花一輪分壊れた程度では大したことがないほどの大金持ちなのだろうか？

　だが貴族の花庭からこんなに外れた、鬱うつ蒼そうとした森の中に作られた庭だ。しかも、アランデル家の花庭よりも小さい。花庭の大きさは即ち家格を表すものだから、お金持ちとはとても思えなかった。

「なんでもする、と言ったな？」

「はい。あ、支払いは月賦で、ぜひお願いします」

「だから弁済はいいと言った。おまえ、セラフィーナ・アランデル、か？」

「はい」

　よくご存じで、とうなずくセラフィーナを見下ろす男の瞳が、嬉うれしそうに細められた。

「なるほど、あれは単なる偶ぐう然ぜんではなかったということか」

『あれ』が何を指しているのか、セラフィーナにはさっぱりだ。首を傾げて意味を問うと、男は素そっ気けなく、去年のことだと告げた。

「昨年、『富貴花』の種を受け取った途端、どういうことか一いつ斉せいに弾け粉こな々ごなに砕けたと俺は聞いたが？」

「そのとおりです」

　ああ、偶然ではなかったというのは、過去にも『富貴花』の種を砕いたことを言っているのかと、セラフィーナは納得する。

　ほんのわずか残った『富貴花』の種を、セラフィーナは殊ことの外ほか大切にし、育てた。ところがあともう少しで花を咲かせるという段になった時、花に触れるタイミングを間違えたのか、結晶化半ばで花びらは崩くずれ落ち、かと思ったら突然変異して、まるで虫のように羽ばたきはじめたのだ。

　虫化した『富貴花』……『富貴華虫』は、数えきれないほどだった。

『富貴華虫』は、花庭はおろか、王庭、宮殿内、果ては王都ハミルティア全ぜん域いきへと飛び去ってしまったのだ。

『富貴花』の虫化はもちろん、建国以来、かつてない珍ちん事じであった。

　刺したり攻撃したりはしなかったが、凄すさまじい勢いで飛ぶため、ぶつかって怪け我がをする者が続出、建物もまた少なからず損害を受け、さらには昼夜を問わずブンブン羽音をさせながら飛び回るので、大変な安眠妨ぼう害がいとなった。

『富貴華虫』は、十日後一斉にパタリと地に落ち、それ以降は何をしても羽ばたくことはなかったが、その間ハミルティア都民は多大な迷惑を被こうむった。

　責任を取ろうという気持ちと、いったいどんな構造をしているのか興味を持ったセラフィーナは、『富貴華虫』を捕とらえようとした。だが虫むし籠かごと虫取り網あみを持って王都中を走り回っても、まったくの無む駄だ足あし、一匹すらも捕らえることができなかった、という苦い苦い過去だ。

　昨年のことを思い出して、しょんぼり肩を落としたセラフィーナに、男はあっさりと、だがとんでもないことを口にする。

「おまえ、俺の妾しようになれ」

「はい？　あの、ショウ……、武将のことですか？　あいにくわたしは、剣術を習ったことすらありません」

「おまえが剣の達人だったら、そっちの方が驚く」

「ではなんのショウですか。あっ、匠しよう。……タクミですか。ですがわたし、あまり手先が器用ではないんです。どちらかというと、物作りより壊す方が得意といった感じで」

「武将でも匠でもない。愛あい妾しようになれと言ったんだ」

　呆れたようにそう言われ、セラフィーナは目を丸くした。

　愛妾。……妾とは、つまり。

「ん？　どうした？　なんでもすると言っただろう？」

　男は意地悪げな、あるいはからかうような笑みを浮かべている。

　その男の顔に視線を据すえながら、セラフィーナはおもむろに唇を開いた。

「大変申し訳ないことに、わたしは愛妾となるための勉強をしたことがありません。妾とは確か……、『閨ねやノ中デ、メクルメク官かん能のう的てきナフルマイ』をするのですよね？　侍女が、恋愛小説を読んで聞かせてくれたことがありますが、実はわたし、さっぱり意味が分からなくて」

「……」

「つまり分からないことをしろと命じられてもできませんし、わたし自身に『富貴華石』以上の価値があるとは、とても思えないのですが」

「──」

　淀よどみなく告げるセラフィーナを、男は呆あつ気けに取られたように見下ろしてきた。だが次の瞬間、男は大笑いをする。

「めくるめく官能的なふるまい……！」

「あの」

「それは、妾になりたくないから、苦し紛まぎれの言い訳か？」

　声を震わせて笑う男に、セラフィーナは、いいえと首を振った。

「できましたら愛妾はなしということで、それ以外でしたら」

「そうだな。では俺の妻になるというのはどうだ？」

「は？」

「嫁よめなら別に『閨の中で官能的なふるまい』などしなくていい」

「え、そうなのですか？」

　嫁とつぐのならば、それこそいろいろと勉強しなければならないのではないかとセラフィーナは思ったのだが、男は自信たっぷりにうなずいてみせた。

「花嫁は無む垢くでやってきて、夫の望む色に染そまる方が悦よろこばれる。一般的にはな」

「そういうものですか」

「まあ俺はどちらでも構わないが」

　え、結局どちらがいいのとセラフィーナが首を捻ひねっていると、男はどうだ、と問うてきた。

「貴方あなたの妻、ですか」

「そう。言っておくが、花嫁修業がまだだから断る、はなしだ」

「わたしに『富貴華石』一輪分の価値があると仰るのですか」

「あるよ。俺にはな」

　出会ったばかりだというのに、この断定口調はなんなのだろう。

「異論はないな。というか、逃がすつもりはないからおまえはうなずくしかない」

「もし。異論がありますと申した場合はどうなるのでしょう」

「ん？　今すぐこの場からおまえを攫さらって、俺の館やかたに監かん禁きんかな？」

　ぐ、と腕を握にぎられる。痛くはないが、振り解ほどけない。

　どうする、と寄せられる顔は、少々凶きよう悪あくだ。パメラが愛読書にしている恋愛小説の中では、間違いなく悪あつ漢かんの役を振り当てられそうだと、内心思う。

　だがセラフィーナはほんのりと色づいた小さな唇を、躊躇ためらうことなく開いた。

「もちろんわたしに異論はございません。もとより貴方の『富貴華石』を壊したわたしに拒否権はないものと心得ておりますし、逃げようなどとは少しも思いません。ですが結婚となれば、やはり両親にひと言告げるべきかと思いますし、貴方のご家族も困こん惑わくなさいませんか？」

「……おまえは動じないな。普通ならば、もっと嫌がるだろうに、つくづく変わっている」

　言われたことに従おうとしているのに、なぜか男の眉み間けんには小さな苛いら立だちが見えた。

「ならばアランデル領にゆこう」

「アランデルに、ですか？」

　男はああ、とうなずいた。

「では、わたしも貴方のご両親に……」

「俺のやることに対して誰にも文句は言わせないから構うな」

　男は不ふ遜そんにそう言い放った。

「セラフィーナ・アランデル、約束だ。俺の妻になれ」

　男はセラフィーナの右手を取った。されるがままだったセラフィーナは、けれど己の手の甲に男の唇が触れた瞬間、ぴくりと肩を震わせた。

　精悍な容よう貌ぼうだが、唇の感触はびっくりするくらい優しかった。
















　男は唇を浮かせると、指と指を絡からめて少しだけ力を込める。

「傷がついてしまったな。痛いか？」

　カシュカシュを助ける際に、『富貴華石』にぶつけて作った傷はもう塞ふさがり、血も止まっている。

　セラフィーナは、意外にも優しい気き遣づかいを見せる男に驚きながらも、いいえ、と首を振った。そして今度はセラフィーナの方から男の手を取る。

　なんだ？　と首を傾げる男に構わず、彼の手の甲に、そっと唇を落とした。

「──」

　結婚の約束だと男が手の甲に唇を押し当ててきたから、てっきり同じようにすべきなのだと思ったのだが、彼の反応を見るに、どうやら違ったようだ。

　男は目を丸くし、次いでまたしてもぶるぶると肩を震わせて笑いだした。

「男の手の甲にキスをするとは、セラフィーナ嬢はずいぶんと積極的なことだ」

「間違えてしまったでしょうか。すみません、結婚の約束は初めてするので、どう返したらいいのか存じませんでした」

　男は苦笑し、そろそろ寄宿舎に戻れとセラフィーナの肩を押した。

　送ろうかと問われ、首を振ると、男はあっさりとうなずいた。角灯ランプを渡される。

　セラフィーナは踵きびすを返したが、大事なことを訊き忘れていたと、男を振り返った。

「あの、お名前をうかがいたいのですが」

　男は言葉を失ったように、一瞬一切の表情を消した。

「おまえ、俺が誰かも分からないのに、結婚の約束をしたのか」

　呆れた、と男は首を振った。

　もしや顔を合わせたことがあるひとだっただろうかと、セラフィーナはあらためて男をまじまじと見つめた。

　男らしく整った、印象に残る顔立ちだ。この顔を忘れるとは思えない……と首を傾げたところで、セラフィーナは、そうとも言えないと冷静に自己分ぶん析せきする。

　興味のないことに対する脳内スルーは、幼い頃からの癖くせだったからだ。

　男の双眸は険けわしい。だがすぐに険けんは取れ、次いでやれやれと肩を竦めた。

「イヴァンだ。ちゃんと覚えておけ」

「イヴァン、様。わたしは明朝帰郷するのです」

「帰郷？　なぜ」

「昨日『富貴花』を咲かせることに失敗しました」

　あっさり告げると、男──イヴァンは口元を歪ゆがめてからかうような眼差しを向けてきた。

「また何かしたか。さすがは『壊しのセラフィーナ』だな」

「……それで、いつアランデル領へお越しですか？」

　イヴァンは一拍間黙りこみ、何事か考える素そ振ぶりを見せる。沈ちん黙もくは、だが束つかの間まだった。

「まあそのうち、だな」

　そんな曖あい昧まいな言葉だけを与えて、もう行けと視線で歩廊を指した。

「では、おやすみなさいませ、イヴァン様」

「ああ。──明朝の出しゆつ立たつは何時だ？」

「七時には」

　イヴァンはごく簡単に、そうかとうなずいた。

　セラフィーナは今度こそ踵を返し、歩廊を渡る。

　イヴァン。

　どこかで聞いたことがあるような名前だが、知人にそんな名の人物はいない。

「わたし記憶力までなくなってしまったのかしら」

［カーシュ］

　それまでずっとおとなしくセラフィーナの腕の中にいたカシュカシュが、ひと声鳴いた。

「不思議なひとだったわね」

　恐らくその言葉をイヴァンが聞いたら、おまえには言われたくないなと顔をしかめつつため息をついただろう。

　セラフィーナは今一度イヴァンを振り返る。だが彼も、彼の花庭もすでに見えず、先せん刻こくよりさらに濃くなった夜の色しか、視界には映らなかった。
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「では出発いたしますねー」

　セラフィーナとパメラ、それから少々の荷物を載のせた馬車が、二頭の馬に牽ひかれてゆっくりと進みはじめる。

　途と端たんに幌ほろを纏まとった馬車全体が、ガッタン、と大きな揺ゆれに襲おそわれた。

「こ、これは、腰にきますねえ。結構揺れますし」

　荷馬車のため、頑がん丈じようにはできているが乗車にはまったく向いていないのだ。

　予算の関係で、人用の箱馬車を借りることができなかったのだから我が慢まんするしかない。

「そうね。こうなったら眠ってしまうというのはどうかしら」

　パメラはしばし、セラフィーナを見み据すえた。

「なるほど名案です、……って言うと思いますか！　こんなひどい揺れの中で眠れるわけないでしょう」

「大丈夫だと思うけれど。カシュカシュも一緒に寝ましょう」

　昨夜珍めずらしく夜よ更ふかしをしたセラフィーナは、カシュカシュを胸に抱だいてころんと転ころがった。

「え。ちょ、嬢じよう様さま、はや……ッ！」

　パメラの呆あきれたような声が耳に飛びこんでくるが、セラフィーナの特技は横になった途端に即眠れることだ。

　ガッタンッゴットンッと、普通なら眠れないほどの揺れと衝しよう撃げきも、硬かたい板いた敷じきの床も気にならなかった。

　すぐに押し寄せてくる眠りの波に意識を委ゆだねる。

「嬢様の寝つきのよさは天下一品ですね……。ねえねえ御ぎよ者しやさん、お名前なんていうの？」

　パメラは横になるセラフィーナに、ショールをかけてくれたようだ。ふわりとやわらかな温ぬくもりに包まれる。

　ごそごそと移動する衣きぬ擦ずれの音。普段より二割増し高い侍じ女じよの声。楽しげな笑い声……。

　そういえば御者は、パメラ好みの、筋肉質な男性だったわと思いつつ、セラフィーナはうとうとする。だが本気で寝入る前に、突然パメラの大声に叩たたき起こされた。

「……もう今日泊まる宿に到着したの？」

「何寝ね惚ぼけてんですか！　まだ城門すらも出てませんよっ」

「ではどうしたの。忘れ物？」

「違いますって！　とにかく起きてください嬢様！」

　その尋じん常じようではない声こわ音ねに、セラフィーナはすっくと起き上がった。

「何があったの」

「何があったもなかったもありませんって！　嬢様、いったいどこに行くって厩きゆう舎しやに申しこんだんです!?」

「どこって、アランデルよ」

　当たり前のことをどうして訊きくのと、セラフィーナは首を傾かしげる。

「はい到着しましたよ～」

　その時、御者の吞のん気きな声が、ふたりの間にするりと挟はさまれた。

「え、もう？　おかしいわね、アランデルまでは十日かかるはずだけれど」

「ですから……ッ！」

　パメラがもどかしげに拳こぶしを振り上げた途端、セラフィーナの背後でバサリと音がした。

　幌が捲まくり上げられたのだ。

「アランデル領アランデル男だん爵しやくのご息女、セラフィーナ・アランデル様と、その侍女パメラ・ハーシェルですね」

　振り返るのと、低く鋭するどい声は、ほぼ同時だった。

「ええ、そうですけれど」

「先に下車いただけますか？　その後荷を下おろしますゆえ」

「下車。どうしてです？」

　男をじっと見つめると、相手は怯ひるむように、ごくわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

　男が着用している服は、王族をもっとも近くで守しゆ護ごする護ご衛えい士しのものだ。

　上下濃のう紺こんで、たて襟えりや袖そで口ぐちには純白のラインが入っている。また、肩けん章しようと艶つや消けしした金色のボタンには、ハミルトン王国の国章である七枚の花びらの『富ふ貴き花か』が刻印されている。

「あ、もしかして一昨日おとといの汚お泥でい騒さわぎのことかしら!?　あたしたち拘こう束そくされてしまうの？」

　背後でパメラがぽんと手を叩く。

　セラフィーナもまた、そうだったわねとうなずいた。

「それは関係ありませんし拘束するわけではありません。とにかく下車いただけますか？」

「理由も分からず降りろと言われても納なつ得とくできませんけど！　……って、カシュカシュ!?」

　パメラの引き止める声も聞かず、カシュカシュは開いた幌の隙すき間まからピョンと外に飛び出してしまった。

「おふたりも早く下車ください。殿でん下かがお待ちです」

「──殿下？」

　セラフィーナとパメラは、互いの顔を見合わせた。

「ちょ、殿下ってなんなんです!?　嬢様、また何かしたんじゃないでしょうねっ？」

「していないはずだけれど。……殿下？」

「さあ、お早く」

　いい加減焦じれたのか、無表情だった護衛士の面に苛いら立だちが滲にじむ。

　いずれにせよ、カシュカシュが降りてしまったのだからこのままでいるわけにはいかない。

「意外とねばったな。おまえのことだからすぐに降りてくるかと思ったが」

　馬車を降りた途端、聞き覚えのある声が、セラフィーナの耳に飛びこんできた。

「あ」

　視線が、声の主へと向かう。

　不ふ遜そんな笑顔。強くしたたかな眼まな差ざし。男らしく鍛きたえられた体たい軀く。それらは月明かりの下で見た時の印いん象しようと、少しも変わっていない。

　だが赤せき褐かつ色しよくの髪だけは、陽ひ射ざしの下で見れば、まるで炎のように鮮あざやかに見えた。

　昨夜花はな庭にわで出会った男──イヴァンだった。

　目と目が合った瞬間、男はにやりと笑う。

「じょ、嬢様」

　後ろにいたパメラが、呆ぼう然ぜんとしたように呼ぶ。

「何？」

「……いったいどういうことですか」

「どういう、って？」

「──いったいいつイヴァン殿下と出会われたのですか……!?」

　セラフィーナはきょとんと目を丸くする。

「殿下？」

「そうですよ！　このお方はハミルトン王国第四十九代王であられるアルダス・ハミルトン王の第二王子、イヴァン・ハミルトン殿下でございましょう！」

　セラフィーナはまあ、と小さく声をあげた。

「まあ、ではありませんよ……！　嬢様も姿絵を拝はい見けんしたことくらいございましょうっ」

　珍しいことにガチガチに緊きん張ちようし、胸に両手を押し当てる臣しん下かの礼を取っている侍女から、イヴァンへと目を転じる。

「殿下でいらっしゃったのですね。昨夜は気づかず大変無ぶ礼れいをいたしました」

　セラフィーナは深く頭を下げるが、声音は少しもひるんでいない。

　と、頭を下げている間に、イヴァンは力強い足取りで接近してくる。そしてセラフィーナの顎あごに手を添そえると、軽く持ち上げた。

「もう少し驚くかと思ったんだが、期待外はずれだ」

　月明かりの下では、闇やみを溶とかしこんだかのような黒に見えた目が、陽光の下では明るく澄すんだ茶色をしている。

「これでも驚いております」

「そうか？　まったくそうは見えないな」

　つまらなそうに呟つぶやきながらも、表情で面おも白しろがっていることがうかがえた。

「……じょ、嬢、さ、ま。いったいどういうことで？」

　後ろから、パメラが恐おそる恐る声をかけてくる。

　その間にも、せっかく積つんだ荷物は実に効率よく下ろされ、いずこへか運ばれてゆく。

　セラフィーナは、そうだったわとパメラを振り返った。

「パメラ、昨夜わたしはイヴァン殿下と結婚の約束をしたのです」

「──はああ……っ　!?」

「言うのが遅れてしまってごめんね」

「ちょ、ちょちょちょっと待ってくださいな……！　昨夜って……昨夜初めてお会いして、すぐに結婚の約束を交かわしたって、そういうことですか？」

「そういうことね」

　あっさりセラフィーナがうなずくと、パメラはがっくりと肩を落とした。

「嬢様、そんな簡単に仰おつしやらないでください～～。旦那様や奥方様にどうお伝えするつもりですかあ……」

「父様も母様も特に反対なさらないと思うけれど」

「確かに奥方様は面白がりそうですけれども……！」

「ところでイヴァン殿下、荷物はいずこに運ばれるのですか？　わたしとパメラは、これから故郷へ帰るのですが」

「荷は北ほく翼よくに運ばせている」

　ハミルトン宮殿の北の翼よく棟とうは、第二王子の居きよ所しよだ。

「アランデルには、いずれ俺とゆけばいい」

「いずれ、ですか」

「近いうち向こうに足を運ぶ用事があるんだ。その時に同行しろ」

　だからそれまで待てと、イヴァンは言っているのだ。

「ですが両親に伝える前に殿下の住まわれる北翼でお世話になるということは、婚前同居となってしまいます」

　イヴァンは意味深げに、口元を歪ゆがめた。

「そうだな。だがおまえはこのままここで暮くらせ。アランデル領に今帰ることは許さない」

　背後で緊張のため身を強こわ張ばらせていたパメラが、ムッとする気配を感じた。だがセラフィーナは傲ごう慢まんと取れるイヴァンの命令に、憤いきどおりを覚えることはなかった。

「わたしは逃げも隠かくれもいたしませんが」

　イヴァンはふっと笑った。

「俺もおまえが逃げるとは思っていないよ。だがおまえは俺の手元に置いておくことに決めたんだ。──来い」

　イヴァンは一気にセラフィーナに近づくと、ぐいと腕を摑つかみ、引っ張って歩く。

「あ」

「嬢様……！」

　慌あわててパメラもついてくる。

「おまえが今日から暮らすところに案内しよう」

　強ごう引いんに腕を引かれるが、指の力は決して強くはない。セラフィーナが腕を振り回せば解ほどける程度の拘束だ。

　家に帰れない理由が分からないのは背中がムズムズするが、宮殿に入った途端、すべてを忘れて周囲に目も心も奪われる。

　宮殿中央は、中庭回かい廊ろう形式───文字どおり中庭をぐるりと囲かこむように回廊がある建物───だ。

　その建物を中心に、南の翼棟、北の翼棟と呼ばれる、長い回廊が突き出ている。

　目を奪われたのは、そこかしこに大小さまざまな噴ふん水すいと泉水、そして花か壇だんがあることだ。

　北の翼棟付近にも、たくさんの花壇があった。

　棟によって花の色を厳げん密みつに管理しているのだろう、北の翼棟に咲く花は、そのほとんどが、白か水色をしていた。

　水色の花は、花数は多いが小さくて可か憐れんなものが多い。

　イヴァンのイメージとはそぐわないことが、セラフィーナには少しおかしかった。

　やがて到着した北翼棟の側壁は、完かん璧ぺきなまでに白く、一切の色を拒きよ絶ぜつしているように見える。

　黒衣を纏まとう赤褐色の髪のイヴァンは、この居所の主あるじなのに、まるで異質に見えるから不ふ思し議ぎだった。

　建物の中に入り、白い石柱や天てん井じように彫ほられた美しい模も様ように見み惚とれながら、右へ左へ折れる、鏡のように磨みがかれた回廊を進む。

　長く続く回廊の突き当たりには、螺ら旋せんを描えがく階段があった。

　イヴァンは止まらず、階段を上のぼりはじめた。

　セラフィーナとパメラ、ふたりの護衛士もまたあとに続く。

　階段を上りきったところで、イヴァンは背後のセラフィーナを見ないまま、ごくあっさりと告げた。

「宮殿内の案内はそのうちしてやる。とりあえずおまえはこの部屋に住め」

　開け放たれた扉とびらの向こう側にあった部屋は、明るい陽射しに溢あふれていた。

「まあ」

　北の翼棟の庭の色合いとよく似た、美しい部屋だった。

　新雪のような踏み心地の絨じゆう毯たんも、背せ凭もたれの高い、たっぷりのクッションが利きいているであろう椅い子すも、縁ふちに金飾りのされた天板ガラスのテーブルも、十人ほどが座れそうなＬ字型の長椅子も、どれもこれも白と水色、そして金色で統一されていた。

「こちらは普段殿下が使っていらっしゃるお部屋なのですか？」

「……俺がこの部屋で過ごす姿をそんなにナチュラルに想像できるのか、おまえは」

　セラフィーナは、椅子、テーブル、長椅子と視線を動かし、最後にイヴァンを見上げる。

「色のコントラストが鮮せん烈れつですし、それほど悪くはないかと」

　セラフィーナのなにげない言葉に、グフッと奇妙な音をさせながら噴ふき出したのは、扉の横に控ひかえていたひとりの侍じ従じゆうだ。

「……グレン、どうかしたか？」

「いいえいいえ、少々喉のどが詰まっただけにございます」

　服装から、護衛士ではないことはうかがえた。だがすっきりと細い身体つきながら、帯たい刀とうしているところからすると武人らしい。

　イヴァンは、己がグレンと呼んだ男をじろりと睨にらんだが、すぐにセラフィーナへ目を向けた。

「俺の部屋は別にある。ここは昨夜おまえの部屋にしようとこいつに設しつらえさせたものだ。好きに使え」

　こいつ、とはグレンだ。

「ではこれは、グレンさんのご趣味というわけですね」

「えっ、あー、いえ、わたしの趣味と言われると……。宮廷学校でもよくお噂うわさを耳にするアランデル男爵家のお嬢様のイメージだったんですけど」

　ハミルトン宮殿の西側には、『富貴花』の咲かせ方を学ぶ学校と花庭、寄宿舎がある。『富貴花』を咲かせるために領土からやってきた貴族の息女たちが生活をする場だ。

　一方東側には、貴族の子息たちが学ぶ宮廷学校があった。

　ふたつの学校の生徒たちはほとんど顔を合わせる機会はないが、年頃の少年少女たちが集つどっているのだ。さまざまな噂が飛び交っているのだろう。

「あ、わたしの。わざわざありがとうございます」

　納得したセラフィーナは、ペコン、と頭を下げた。

「しばらくここで寛くつろいでいろ。足りないものがあったらこのグレンに言え。また来る」

　セラフィーナがうなずいて、小さく頭を下げ、面おもてを上げた時には、イヴァンの姿はすでになかった。

「嬢様！」

　イヴァンが退出した途端、セラフィーナのたったひとりの侍女は、待ちかねたように駆かけ寄ってきた。

　その顔には、こんなことになった経いき緯さつを、さあ説明してもらいますよという、強い意思で溢れていた。

「お茶でも淹いれましょうか」

　だがパメラの意気を挫くじくように、抜ばつ群ぐんのタイミングでグレンが声をかけてきた。

　その言葉に、パメラは己おのれの職務を思い出したようだ。

「あたしがいたします」

　そう言ってグレンに向かってゆく。

　ほっそりとしたグレンは、パメラの好みの範はん疇ちゆうではないようだ。今け朝さ御者にかけていた、とろけるような声と今とでは、まったくトーンが違う。

「ええと、パメラさんでしたね？」

「ハーシェルと呼んでください。厨ちゆう房ぼうはどこですの？」

「ちょっと離れた場所にあります」

「案内をお願いできますか？　嬢様、少しお待ちくださいな」

　セラフィーナを見るパメラの視線は、やはりいつもと比べて厳きびしい。

　自分がおかれている状況が理解できないのが嫌いやなのだろう。

　セラフィーナがうなずくと、パメラはグレンとともに部屋を出ていった。

　ちらりと扉の外が見えた時、なぜか護衛士がふたり立っているのが見え、ちょっと首を傾げるが、すぐに部屋の様子へと興味は移ってゆく。

　己の部屋となったこの場所を、ぐるりと見回した。

　広い。

　アランデル領にある自室が五つは入りそうなほどの広さだ。

　カシュカシュなど早さつ速そく、初めての部屋を探検すべく、あちこち走り回っている。

　天井の一部に天窓があった。そこからも、壁一面に作られた窓ガラスからも、陽射しが部屋に差しこんでくる。シャンデリアに灯が点ともっていなくても、日中は隅すみ々ずみにまで光が行き届くことだろう。

　部屋の奥と手前に扉があった。

　どちらかが寝室で、もう一方が侍女の控ひかえの間だろう。

　セラフィーナは、靴くつを履はいていてなお踏み心地のいい絨毯の上を歩き、奥の扉に近づいた。

　扉は白く、目に眩まぶしい金飾りがぐるりと囲んでいる。ドアノブもまた美しかった。宝石のようなきらめきを放つ飾りがついている。

「まさか本物の宝石……か、『富ふ貴き華か石せき』、ではないわよね？」

　大粒の青い石がはめこまれている扉のノブを、ぐっと握にぎり、回した──次の瞬間。

「あっ」

　ノブが根元からポッキリ折おれてしまった。

　重みが、壊こわれるとは思っていなかった手にずしりとかかり、セラフィーナは思わず折ったノブを取り落とす。また同時に、押し入ろうと斜ななめになっていた身体からだと頭が、閉ざされた扉にぶつかって、ゴン！　と鈍にぶい音を立てた。

「い、……痛い」

　扉にぶつかった額ひたいを擦さすりながら、分ぶ厚あつい絨毯の上に落ちた、キラキラ光るドアノブを見み下おろす。

「……やってしまったわ」

　イヴァンが用意してくれた部屋の一部を早そう々そうに壊してしまい、セラフィーナはどうしましょう……、と小さく呟いた。

「修理道具は、と」

　硬い金属を元のとおり直すのは、素しろ人うとにできるものではないだろう。けれど幼おさない頃から、「壊したら直す！」と躾しつけられていたために、セラフィーナは手元に、普段から簡易修理道具を備えていた。

　だが護衛兵たちが運んだ荷物はまだ届けられていない。そのため、部屋のあちこちを探し回った。

　壁際には腰ほどの高さの、真っ白なボードが置かれていた。

　セラフィーナはボードの抽ひき斗だしを開けてみようとし……。

「あ」

　だがその小さな把とつ手てもまた、扉のノブのようにパキンと折れたのだ。

　よくよく見れば、そこにも、いかにも高価そうな宝石がはめこまれていた。

「困ったわ、もしかしてわたし、扉も抽斗も自分で開けられないのかしら」

　うーん、と唸うなって、美しい白色の宝石がそこかしこに埋うめこまれたボードに何の気なしに掌てのひらを載せた……ところで、ガクンッ！　と身体が沈しずんだ。

「あ……ッ！」

　手をついた途端、細部に至いたるまで美しい細さい工くの施ほどこされた、名工の手のものに違いない立りつ派ぱなボードが、無む残ざんにもガラガラと形を失ってしまったのだ。

　セラフィーナもまたボードの破は壊かいに巻まきこまれ、顔面から突っこんで倒れ伏す。

「あ、いた、い……」

　ガシャーン──ッ！　ガッ、ゴッ！　と、室内で立てるにはあり得ない音が響ひびいたからか、外にいたらしい護衛士が扉を開ける音が耳に飛びこんでくる。

　瓦が礫れきと化したボードの中に突っ伏すセラフィーナを、呆然と見ているようだ。一瞬シンとした空気を感じ、だがすぐさま「大丈夫ですか」と声をかけられる。

「……ええ。大丈夫です」

「何が起こったのです!?」

「ええと」

　どう言えばいいのだろう。ドアノブを握ったら壊れ、抽斗の把手に触ふれたら壊れ、ボードに手を置いたら壊れ……。

「嬢様!?」

　その時、広い部屋中に響き渡るかのようなパメラの大声が耳を打った。

　パメラは茶道具の一切をグレンに押しつけると、セラフィーナに駆け寄った。

「どこかお怪け我がは？」

「大丈夫よ、パメラ」

　完璧に美しい部屋だったはずなのに、ほんのわずかな時間で、室内は暴ぼう漢かんにでも押し入られたような無残なありさまに変へん貌ぼうしてしまった。

　慣なれているパメラの目には、またか……、と諦あきらめの感情が浮かんでいるが、護衛士たちやグレンは、わけが分からず混乱しているだろう。

　だが、

「これは失礼いたしました。どうやらわたしが揃そろえたものは欠けつ陥かん品ひんだったようですね。すぐに修理と片付けをいたします」

　グレンはそう告げ、ふたりの護衛士に指示をする。

　うなずいた護衛士たちは、素す早ばやく部屋を辞じした。

「本当にすみません、せっかく設えていただきましたのに」

　セラフィーナはパメラに支えられながら立ち上がると、グレンに頭を下げた。そして壊れたボードを片付けるべく、瓦礫に手を伸ばす。

「それはどうぞそのままに」

「ですが」

　これから何十年も使えたであろうボードにも、これを作った人物にも、片付けをするひとにも、ただただ申し訳ない。しょげて肩を落とすセラフィーナに、

「お手を傷つけでもしたら、わたしがイヴァン様に叱しつ責せきされます」

　イヴァンが彼を叱しかるとは思えないし、自分でしでかしたことだ。少しでも手伝いを、と、瓦礫を摑んだ途端、さらに小さな欠片かけらとなって砕くだけてしまう。

「あ」

「あああ……、嬢様、片付けるひとの手間を増やしたくないなら、このひとの言うとおりそのままにした方がいいですよ」

　パメラにまでそう言われたセラフィーナは、諦めてうなずいた。グレンは、柔にゆう和わな顔に苦笑を浮かべる。

「イヴァン様からうかがっておりましたのに、ついうっかりびっくりしてしまいました」

「あのお、殿下から何をうかがってたんです？」

　パメラが胡う乱ろんに問うと、彼はさらに苦笑を深めた。

「さしたることでは。どうぞお気になさらず。さあ、お茶が冷さめる前に飲みませんか？　美お味いしい菓か子しもございますよ」

　グレンが誘さそった直後に、護衛士と宮殿の侍女らしき女性たちが、室内に入ってきた。

「手を煩わずらわせてしまってすみません。ありがとう」

　護衛士らに詫わびと礼を言うと、無口な彼らは戸と惑まどうようにセラフィーナを見た。

「あの、それととても面倒かと思うのですが、この欠片たちをあとで使いたいので、どこかにまとめておいていただけますか？」

　瓦礫を何に使うのかと思っているようだが、護衛士たちはうなずくと片付けに取りかかる。

「ここにいては彼らの邪じや魔まになりましょう。テラスに参りませんか？　外の風景がよく見えますよ」

　グレンに誘われてテラスに行くと、なるほど美しい庭の景色が広がっている。

　セラフィーナは束つかの間ま、眼下に広がる景色に目を奪われた。

　グレンに勧すすめられ、テラスに据すえられている椅子に座ろうとして、ふと躊躇ためらう。

　この椅子もまた壊れるのではないかという危機感を抱いだいたのだ。だがそんなセラフィーナの思いを察したのだろうか、グレンはにっこり笑った。

「こちらでしたら大丈夫かと」

　たっぷりとした背せ凭もたれのある椅子へ、そろそろと腰を下ろす。グレンの言うとおり、ドカンと壊れ、尾びてい骨こつをしたたか打つという事態には陥おちいらなかった。

　ホッと安あん堵どする。

　これ以上壊してしまったら、せっかくこの部屋を設えてくれた彼にも、もちろんイヴァンにも申し訳ない。

　パメラが茶器に温かなお茶を注そそぎ、セラフィーナの前に置く。

　縁ふちが驚くほど薄うすい白い陶とう器きを満たすのは、芳かぐわしい花の香りを纏う、透きとおった赤いお茶だ。

　手にしても、幸さいわいにして器うつわは壊れることはなかった。

　セラフィーナが壊すのは決まって高価なものばかりだった。それは、物心がつく頃からずっとで、家族も早そう々そうに諦めていたようだ。

『おまえのお祖じ父いさんも、いろいろ壊していたからなあ。セラはお祖父さんの血をたくさん引いたんだね』

　と、慰なぐさめてくれたのは父だ。

『買っても壊れると思ったら、高価なものが欲しいっていう気持ちが失せるから、セラはアランデル家では必要不可欠な存在だわ』

　そう言って笑ったのは母。

　わざと壊しているのではないと知っている家族は、決してセラフィーナを怒らなかった。

　壊してしまったのなら直せばいい。直せなければ別の用途に使えばいい。

　セラフィーナが、壊した物や作ったひとへ申し訳ないと思いながら、それでも罪ざい悪あく感かんに押しつぶされずに済んだのは、両親や祖父母が、そう言い続けてくれたからだ。

　だがこの壊しグセ、高価なものといっても、すべてではないからややこしい。

　たとえばこの茶器は、たった一客でアランデル家にある食器すべての値段を足しても足りないほど高価なものだろう。

　けれど壊れない。

　壊れるものと壊れないもの、どこを境さかいにそうなるのかが分からない。だからこそ、壊したものを手に取って確かめて、調べてみたいと思っている。

　器を両手で大事に包みこみながら、セラフィーナは傍そばに立つふたりへ目を向けた。

「ふたりとも座って。一緒に飲みましょう」

　グレンは戸惑ったようだが、パメラが座ると、自身も腰を下ろした。

「先ほど護衛士らに、壊れた物を取っておくようにと仰っていましたが」

「あ、ええ。何かに使えないかしらと思って」

「使うのですか？」

「何に使えるかは分からないけれど、せっかく用意してくださったものですから、別の物として活用できるようにしたいのです」

　セラフィーナの言葉に、グレンは不思議そうな顔をするが、何も言わなかった。

「それで嬢様」

　いったいどういうことなんですと、パメラが、宮殿に住むことになった理由を問うてきた。

「イヴァン殿下とは昨夜初めてお顔を合わせたのでしょう？　それがなんだって結婚の約束にまですっ飛んじゃったんですか？」

　特に隠しごとをする必要はないと、包み隠さず昨夜の出来事を話して聞かせた。

　聞くうち、パメラの大きな瞳ひとみがどんどん剣けん吞のんに細められてゆく。

「つまりそれって、嬢様ご自身が壊れた『富貴華石』の代金代わりってことですよね」

「そうね」

　軽くうなずくと、パメラはカッと目を見開いた。

「そうねじゃないですよッッ！　嬢様、何を考えていらっしゃるんです!?」

　バンッ、とテーブルを叩いて立ち上がるパメラを見上げ、セラフィーナは軽く首を傾げた。

「何をって……『富貴華石』を壊したのだから、相応の弁べん済さいはすべきだと思ったの。わたし自身が『富貴華石』七枚分の価値があるとは、今のところ思えないけれど、殿下が納得しているのなら構わないかと」

「そうじゃなくって！　そんな簡単に一生のことを決めてしまっていいのかって訊いているんです！」

「パメラ。『富貴華石』はこの国の至し宝ほう。ごく限られた人にしか作れないものだとは、あなたも分かっているでしょう？」

「そっ、それはもちろん分かってますけど……ッ！　でも『富貴華石』と嬢様ご本人は決して秤はかりにかけられるものではないでしょう。それに嬢様、殿下のお噂、ご存じなんですか!?」

「殿下のお噂？」

「そうですよ！　あのお方はですねえ……っ」

　だが口から泡あわを吹かんばかりに喋しやべっていたパメラが、ニコニコ笑うグレンの顔を視界に入れた途端、ぐっと唇くちびるを引き結んだ。

「パメラ？」

「な、なんでもありません。とにかく、もう少し御おん身みを大事になさってくださいまし！」

　ドスン、と大きな音を立てて、パメラは椅子に座り直す。

　御身を大事にとはどういう意味だろうと、セラフィーナは内心首を傾げた。

　イヴァンと結婚の約束をすることが、身体を蔑ないがしろにしていることに繫つながるとは思えなかったからだ。

　セラフィーナが分かっていないことを察したのか、パメラはむう、と唇を引きしめる。

「……それはそうと、旦那様と奥方様にはお手紙を差し上げた方がよろしいかと」

「そうね」

「ところで」

　グレンが、さり気なく言葉を挟む。先せん刻こく護衛士へ指示をした時同様、彼は口を挟むタイミングが上う手まい。

　ふたりの目が自分に向くと、穏おだやかな顔に微び笑しようを浮かべた。

「セラフィーナ様のお世話をさせていただく侍女をおつけするようにと、我が主あるじから申しつかっております」

「パメラがいますから、必要ありません」

　セラフィーナはあっさりとグレンの申し出を断る。それを予想していたらしい彼は、柔和な顔を一層綻ほころばせた。

「パメラさんは確かに有能な方とお見受けいたしますが、宮殿内においてはややこしい作法がございます。それらをひととおり経験なさるまでは、お側仕づかえを置いた方がよろしいかと」

　セラフィーナはパメラと顔を合わせた。

　そう言われればそうだと、互いに小さくうなずき合う。

「確かに貴方あなたの仰るとおりですね。こちらに慣れるまで、ご助力願います」

　セラフィーナがそう言うと、グレンははい、とにっこり笑ってうなずいた。
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　あふ、とあくびをひとつした主あるじを目め敏ざとく見ていたパメラが、もう休まれますかと問うてくる。だがセラフィーナは首を振り、閉ざされた部屋の扉へ目を向けた。

「嬢様？」

「殿下はいらっしゃらないのかしら」

　また来ると言って部屋を出て行ったから、そんなに時間をおかずに来るのではないかと思っていたと呟くと、途端にパメラの眉み間けんにぐっとしわが寄った。

　丸くて愛あい嬌きようのあるパメラの顔が、そんなふうに嫌けん悪おの表情を浮かべることは滅多にない。

「そういえばグレンさんがいらした時、何か言っていたわね。殿下の噂、とか」

　それは何？　と問うと、パメラの眉間はさらに寄せられ、そして深々とため息をついた。

「嬢様ってホンット、興味のないことは徹底スルーですよねえ。それも嬢様らしいって思ってたあたしも悪かったんですけど、でももし本当にこれからここに住むことになるのなら、世間が噂していることをちゃんと耳にお入れしておいた方がいいのかもしれません」

　パメラはそう言うと、セラフィーナをじっと見据えた。

「陛下にはおふたりの殿下がいらっしゃいます。アンドリュー第一王子とイヴァン第二王子です。いくら嬢様でもそれはご存じですよね」

　それくらいはさすがにと思いつつうなずくと、パメラもまた同様にうなずいてみせる。

「アンドリュー殿下は、陛下のご尊そん顔がんにそっくりで、美しい金髪と薄うす紫むらさき色いろの目をなさっておいでです。ご気き性しようも、素す直なおで明るく、裏表のない美しいお心持ちのお方とのもっぱらの噂です。隣国エメリーからいらしたご婚約者とも、とってもお似合いとのことで」

「そうなの」

　教科書にも載っていたはずの、ロイヤルファミリーの姿絵を思い出そうとしたが、セラフィーナはさっぱり覚えていない。

「一方異母弟でいらっしゃるイヴァン殿下ですが、兄であるアンドリュー殿下に比べ、あのお姿も含め芳かんばしい噂がありません」

「お姿？　どんな噂が？」

　パメラはほんのわずかに躊躇い、だがゆっくりと唇を開いた。

「赤褐色の髪に茶の瞳は、市し井せいに暮らす者たちならばよく見かける姿です。ですが、王族には滅多に生まれない髪と目の色なんですよ」

　確かに王族、貴族ともに、金髪で、青、紫、もしくは緑の瞳の者が多い。

　この配色を持つ者を、ハミルトン王国では『ハミルティーナ』と呼ぶ。

「背せ丈たけも体格もアンドリュー殿下に勝まさるイヴァン殿下は、腕わん力りよくに任せてことを成なし遂とげようとする粗そ暴ぼうな面がある、と。剣の腕は、軍の総大将ですら敵かなわないそうですが、それゆえ一度カッとなったら誰にも手がつけられないと言われております」

　粗暴で、誰にも手がつけられない人物。

　己の胸の内でそう呟いてみたところで、セラフィーナは小さく首を傾げた。

「アンドリュー殿下を年長者として敬うやまうこともせず、好き勝手に宮殿を抜け出しては城下で権力を嵩かさにやりたい放題、好きなことをし放題、とも」

「それが本当のことだったら、ずいぶんと自由なお方なのね」

　確かに奔ほん放ぽうな雰ふん囲い気きではあるが、そこまで悪あし様ざまに言われるような人物には、やはりセラフィーナには思えなかった。

　だが、あっさりとした主の態度に、パメラは「そんな悠ゆう長ちような！」と声を高めた。

「そういうお方と結婚の約束をなさったんですよ、嬢様は……ッ！　もう少し危機感を持ってくださいな！」

「そんなに危険なお方かしら。確かにわたしがうなずかなかったら誘ゆう拐かい監かん禁きんをするつもりだなどと仰っていたけれど」

　その言葉を聞いて、パメラは真まっ青さおになった。

「かっ、監禁!?」

「でも今帰るなとは仰ったけれど、一生帰るなとは命じられていないし、これは監禁ではないでしょう？」

　パメラはくっきりと眉間にしわを寄せ、獣けもののように唸うなった。

「ううううああああ、やっぱりあの暴ぼう虐ぎやく王子は噂のとおりだったんだわ。我がのほほんぽややん主はそんなことちっとも分かってないし、もうどうしたらいいの……！」

　くっきりと苦悩を顔に浮かべながら、パメラは明るい茶の髪をくしゃくしゃとかき乱した。

「パメラ、パメラ。落ち着いて」

　我が事を他ひ人と事ごとのように受け止めているセラフィーナを見て、パメラはがっくりと肩を落とした。

「そんなに心配しなくても」

「どこをどうしたら心配するなっていう言葉が出てくるのか、心底知りたいんですけど！」

　イヴァンは、セラフィーナが『富貴華石』を壊したのに、罵ば倒とうもせず殴なぐりもしなかった。

　それどころか、『富貴華石』にぶつけた手の甲の傷を労いたわってくれた。

　王子という身分ならば、『富貴華石』一輪分を壊したくらい、大した被害とは受け止めず、鷹おう揚ように受け流すだろうと言う者もいるかもしれない。

　だが、王子だからこそ、国の宝である『富貴華石』を大切に扱い、壊した者に厳しい処分を与えるはず、という見方だってできるはずだ。

　何より。

　セラフィーナは、そっと胸の内で呟く。

　──『富貴華石』を触れただけで壊したわたしを、ごく普通に扱ってくださった。

　パメラの心配はありがたいが、セラフィーナは噂より自分の目で見たことの方を信じる。

　パメラは、そんなセラフィーナの気持ちを察したのだろう、まるで身体の中の空気を全部吐はき出すように、長い長いため息をついた。

「ねえ、嬢様。嬢様はイヴァン殿下に心惹ひかれていらっしゃるのですか？」

　嬢様のことだから、贅ぜい沢たくができるとか王族と結婚できてラッキーとか、そんなこと、ぜんっぜん考えていないのでしょう、と問うてくる。

「興味深い不思議なひとだとは思うわ」

「では、好いていらっしゃるわけではないのですね？」

「好き。……って、どんな気持ちなのかしらね」

「……あああ、まずそこからですか」

　パメラは両手で頭を抱かかえこんだ。

　恋多き侍女と違い、セラフィーナはこれまで異性に関心を持ったことがなかった。

　アランデル領にいた時には、セラフィーナは領主の娘であり、男爵家の長女に告白をしてくるような者はいなかった。

　十五になって王都ハミルティアにやってきたが、寄宿舎で生活をする場合、適齢の貴族男性と顔を合わせる機会はほとんどない。

　もちろん下した使づかいをする者や守衛たちは周囲にいたが、ハミルトン王国には身分の差が厳げん然ぜんとあり、セラフィーナが構わなくても相手が構うのだ。

　そして何より、セラフィーナは『富貴花』を咲かせることにのみ情熱を傾かたむけていたものだから、雑事に目を向けることはなかった。

　結果十七歳になっても恋をしたことがない、という現実に直面することになる。

　パメラにはいつも好きなひとがいるけれど、それがどんな感じなのか。

「自分が恋をするという状況が、どうにも想像できないわ」

「……まあ、あたしも嬢様が誰かに恋い焦こがれる場面を想像できませんけどね」

　はああ……、とパメラは肩を落とす。だがすぐに顔を上げると、生き真ま面じ目めに、そして願うようにセラフィーナを見据えた。

「嬢様がイヴァン殿下を今のところ信じておられることはよおく分かりました。けれど、嫌な噂があることは紛まぎれもない事実です。ですからどうか、幼い子供のように無む垢くに信じられるのではなく、きちんとお考えください。悪いお方なのか、そうでないのかを」

「……分かったわ、パメラ」

　セラフィーナはうなずくと、手にしていた本をパタンと閉じた。

「今夜はもう休みましょう」

「そうですねえ。日付をまたいでしまいましたし、いくら暴虐殿下とはいえ、女性の部屋をこんな時間におとないはしないかと……。いや、分かりませんけどね」

　明日には来られるだろう、と思いながら。




　ところがセラフィーナをこの翼棟に招まねいたイヴァンは、翌日も姿を見せなかった。

「いったいどういうわけなんでしょうかねえ……っ？　無理やり来させておいて顔も出さないなんて、放置プレイも甚はなはだしいですよ。しかもあのおつきの者まで来ないじゃないですか、いつまで部屋の中にいろってんです!?」

　パメラが苛いら々いらと絨毯の上を歩き回る。

「もしかしたら大切なお仕事をなさっているのかもしれないし」

　のんびりと言いつつ、セラフィーナも今後についてイヴァンに訊たずねたいことがいくつかあるので、早く来ていただけないかしらと思っていた。

　パメラは唇を尖とがらせながら、じいっとセラフィーナを見据え、そしてよし、とうなずいた。

「嬢様、あたしちょっと北の翼棟内を探たん索さくしてきます。で、大丈夫なようだったら、外にも出て、情報をゲットしてきますから！」

「え、パメラひとりで行くの？」

「嬢様はここにいらしてくださいよ。勝手に出たら、もしかしたらお咎とがめを受けるかもしれませんし」

　では行ってきますね、くれぐれもここでおとなしくしていてくださいよと念を押し、パメラは早速部屋から出てゆく。

　だがセラフィーナはカシュカシュを抱くと、すぐにパメラのあとを追った。

　まるで泥どろ棒ぼうのようにこそこそと歩くパメラの後ろに立つと、ポンと肩を叩く。

「ひゃぁっ！　……あ、嬢様!?」

「わたしも一緒に行くわ」

「ダメですよ、部屋にいてくださいな！」

「殿下はこの部屋を使えと仰っただけで、部屋から出るなとはひと言も仰らなかったわ。グレンさんも、昨日きのう来てくれた侍女たちもね」

　だからちょっとくらい外に出ても平気だと思うの。

　セラフィーナがそう言っても、パメラの表情は晴れない。

「いや、それは言わなくても分かるだろう、ちゃんと察しろよ、ってことかと……」

　だが再び部屋に回れ右をするつもりはないセラフィーナは、今度は自分の方が先に立って歩きはじめた。

「嬢様……っ」

「パメラ、あんなにこそこそ歩いていたら、かえっておかしいわ。さ、早く行きましょう」

「ちょ、お待ちくださいってば！　もしかして嬢様、出たくてたまらなかったんでしょう!?」

　追いついたパメラに、セラフィーナはうなずいた。

「実は見たいもの行きたいところがたくさんあるの。もちろん殿下に許可をいただいてから出向くつもりだけれど」

「……行きたいところって、ちなみにどこです？」

「科学省よ」

　普段から表情があまり変わらないと言われているセラフィーナだが、この時ばかりはキラキラと瞳が輝かがやいている。

「珍しい装置や研究段階の発明品が、きっと山のようにあると思うの。ぜひ見学させていただきたいわ。それでね、昨年わたしが作ってしまった『富ふ貴き華か虫ちゆう』のことや、先日の土もどきのこともうかがいたいの」

「あー……。どうせなら豪ごう華か絢けん爛らん、平民が見たら、あまりのまばゆさに目が潰つぶれるとまで言われている、金銀宝玉『富貴華石』で溢れ返っているという『王おう妃ひの間』が見たいわー、くらい仰ってください。女性でしたら」

「パメラ。わたしはそういうところには近づかない方がいいと思うわ」

「……でしたね」

　高価なものに限って壊す『壊しのセラフィーナ』だ。そんなところに足を踏み入れたが最後、いったいどれほどのものを壊しまくるか……。

　想像したのか、パメラはブルブルと震えた。

　セラフィーナの部屋は北翼棟の最上階で、さらに一番端にあたる場所にある。

　最上階にはほかにいくつか部屋があるが、いずれも扉が閉ざされているから、ふたりとカシュカシュは、緩ゆるやかな螺旋を下り、階下へと向かう。

　二階、一階と下りるが、どうしたことか、まったくひととすれ違わない。

「そういえば昨日こちらに来た時にも、殿下と護衛士の方々以外はほとんど見かけなかったわ」

「ひとが少ないんでしょうかね？　あ、でもこの先の厨房だったら、誰かいるはず」

　パメラの言うとおり、厨房には料理人や小間使いが何人かいた。

「ねえ、殿下は今こちらにいらっしゃらないの？」

　何度かお茶の用意をするために厨房に足を運んで顔見知りになったからか、パメラの声は気安いし、相手も気軽に応じてくる。

「ああ、そりゃいつものことだよ。お帰りになったかと思えば、すぐにまた五日や十日はふいと出掛けてしまわれるのさ」

「ふーん。どこに行ってらっしゃるのかしら」

「さあ、そりゃあ知らないね」

「もしかしてひとが少ないのは、殿下がほとんどここにいらっしゃらないから？」

　パメラの問いに、厨房の男ははははと笑った。

「殿下ご自身のお申しつけでなあ。ゾロゾロ小間使いがいたって仕方がない、有能な人材がいれば、必要最低限で機能するだろうってお考えなのさ」

「そう。……おつきのひとも出掛けているの？」

「グレンさんかい？　そりゃそうだ。あの方はいつも殿下とご一緒さ」

「なるほどね。ありがとう！」

　パメラは礼を言って、厨房から廊ろう下かに出る。そこで待っていたセラフィーナに、肩を竦めた。

「だそうです」

「殿下はいらっしゃらないのね」

「どうします？　おとなしく部屋に戻りますか」

　セラフィーナは少しの間考え、首を横に振った。

「少し外に出てみましょう」

　好奇心もあるが、何よりこれからここに住むことになるのだから、どんな構造をしているのか、北の翼棟周辺くらいは、ちゃんと知っておきたい。

　歩廊を進み、花壇に面した出入り口に向かう。

　そこには左右にひとりずつ、衛えい兵へいが背筋を伸ばして立っていた。

「こんにちは」

　一歩外に出たところで声をかけると、ふたりの衛兵は一瞬戸惑ったような顔をし、だがすぐに礼をする。

「散歩をしてきます。すぐに戻りますので」

　そう言うと、ふたりは互いの顔を見合わせる。すかさずパメラが、ぐいと彼らを覗のぞきこんだ。

「もしかして殿下から出さないように、なんて命令されています？」

「いえ、そのようなことは」

　どうぞ、と半身を引くふたりの衛兵に、軽く頭を下げた。

「ただ、本日は北の翼棟と本殿のちょうど境にある馬ば車しや留どめが少々騒がしいので、そちらに行かれるのは控えた方がよろしいかと」

「騒がしいっていうのは、どうして？」

「十日後の新年度に合わせて、新規の出しゆつ仕し者しやがやってきているのです」

　なるほどとうなずいたセラフィーナは、衛兵に見送られつつ、外に足を踏み出した。

　風にふわふわと揺れる白い花が咲き乱れる花壇や、豊かな水を湛たたえる泉水が、通路を挟んでそこかしこにある。

　陽光を弾はじいてキラキラ光る水みな面もに、緑と花の姿が映うつり、ゆらゆらと揺れている。

　穏やかな朝だ。

「すごいですねえ。嬢様、ほら、あのあずまや風の小庭、円柱に金飾りがびっしり！」

「風が気持ちいいわね。今日くらい暖かかったら、外がい套とうはいらないかしら」

「嬢様、あそこの噴水、女神像ですよ。うわ、おっきい！　目の青、あれ『富貴華石』じゃないですかっ？」

　見ている場所が違うため、会話がかみ合わないふたりだが、その目が同じところに吸い寄せられた。

　衛兵に注意された、北の翼棟と本殿の境だ。

　そこは扇おうぎ形がたに整備された馬車留があるのだが、パメラがその場所のありさまを見た途端、うわ、と声をあげた。

「箱馬車で埋うめ尽つくされちゃってますよ」

　充分に広いはずの馬車留が、あまりの馬車の多さに、馬が身動きが取れないほどぎゅうぎゅう詰めにされていた。

　馬車の御者たちが、声を嗄からしてもう入らないからと言っているのに、どんどん馬車はやってくる。するとますます動きが取れなくなるから、誰もがひどく苛立ち、馬のいななきやひとびとの怒号が響き渡る。

「大丈夫かしら」

［カーシュ］

　カシュカシュもまた何か感じたのか、セラフィーナの腕の中で身体を丸めた。

「戻りましょう、嬢さ……」

「セラフィーナ・アランデル？」

　パメラの声がかき消されるほどの大きな声が、その場一帯に響き渡る。

「はい？」

　振り返るなり、声の主は豪ごう奢しやな馬車から大きく身を乗り出してきた。

「……ええと」

「クレメンツ侯こう爵しやく家けのお嬢さんです。名前はジョージナ様ですよ。つい昨日まで同じ寄宿舎で寝食をともにされたご学友でございましょう」

　パメラにひっそり耳打ちされ、セラフィーナはああ、とうなずいた。

「どうして貴女がここにいるのよ。田舎いなかに帰ったはずでしょう？」

　ジョージナは不ふ審しんの滲にじむ声で問うてくる。

「ええ、その予定だったのだけれど」

「まさか貴女、宮廷に出仕するとでも言うんじゃないでしょうね」

　いいえ、違いますと言ったのに、ジョージナは聞いてもいない。

「さっさと帰った方がいいんじゃないかしら。貴女みたいな田舎者のおちぶれた貴族の娘が、陛へい下かや殿下のお側仕えなんてできるわけがないでしょう。下働きがせいぜいってところだわ」

　ふん、と鼻で笑うジョージナに、パメラの方がカチンときたようだ。主あるじを差し置いて一歩前に出ると、パメラも鼻を鳴らしてにっこり笑った。

「お言葉ですがジョージナ様。セラフィーナ嬢様はここに出仕するために来たんじゃないんですよ」

　ジョージナは、え？　と不審そうに眉を顰ひそめる。

「セラフィーナ嬢様は、イヴァン殿下から求婚をされたのです。そして昨日殿下ご自身が嬢様を迎むかえに来られ、北の翼棟に部屋をお与えくださったのですよ」

　昨夜あんなにもイヴァンとの結婚に、断固反対！　と拳を振り上げていたのにと、セラフィーナはちょっと苦笑した。

　ところがジョージナは笑うどころではなく、パメラの言葉に全身を硬こう直ちよくさせた。

　ジョージナだけではない。

　その場にいた、貴族らしき年配の男、その娘らしき十代半なかばの少女、あるいは着飾った婦人らが、一いつ斉せいにパメラ──その後ろにいたセラフィーナへと、視線を注いだ。

　数十人という人間から、睨むかのような鋭い視線を受けて、セラフィーナもパメラも、ハッと小さく息をのむ。

「……きゅう、こん？」

　ジョージナが、息も絶たえ絶だえに呟いた。

「ねえ、それ本当のことなの？　噓うそでしょう!?　貴女の妄もう想そうでしょう……っ？」

　乗っている馬車の扉を壊さんばかりに、ジョージナはガンガン窓まど枠わくを揺らして訴うつたえる。だが噓をつくという機能が欠けつ如じよしているセラフィーナは、あっさりと首を振った。

「いいえ、妄想ではありません。イヴァン殿下と結婚の約束をいたしました」

　と、火に油をごっそり注ぐ。

　途端にあれほど騒がしかったその場が、シン、と静まり返った。

　否いな、黙だまりこんだのはひとだけで、馬のいななき、蹄ひづめの音が、一際大きく耳に響く。

「……ぁぁぁ……。つい、口が滑すべった……」

　パメラがうめくように呟いた。

　愕がく然ぜんとしていたジョージナの唇が、わなわなと震ふるえる。

「ではジョージナ様、これにて失礼いたします。──嬢様ッ」

　ぐい、とパメラに腕を引っ張られる。侍女はこの場から遁とん走そうする気だ。

「ちょっと待ちなさいよッ！　噓だって言いなさい！　貴女の妄想だって！」

「噓ではありませ……」

　振り返ったセラフィーナの視界に、ありえないものが映る。

　ジョージナの叫び声に驚いた馬が、前まえ肢あしを大きく振り上げたのだ。

　その動きに、さらに別の馬もまたパニックに陥って無茶な動きをして駆けだそうとする。

「きゃあ……ッ！」

「うわぁぁぁっ」

　ひとと馬車、馬が入り乱れて、大変なありさまだ。

「……これはまずい。まずいですよ。て、何しようとしてるんですか！」

　馬車留に走り寄ろうとするセラフィーナの腕をガシッと摑んだパメラが睨みつけてくる。

「まず馬を落ち着かせなければ」

「無理ですって！」

［カーシュ！］

　馬の動きに怯おびえたカシュカシュにいたっては、すでにはるか遠くにまで逃げてしまっている。

　早くおいで、というかのように、高い声で鳴いた。

「でも」

「きゃああっ！」

　そこへ、暴ぼう走そうした馬車が馬車留を乗り越え、歩ほ廊ろうに入りこみ、突進してきた。

「嬢様！」

　セラフィーナとパメラの目前で、馬車が大きく傾かしいだ。

　その、金銀で飾られた豪奢な車体と、馬車の中にいるジョージナの大きく見開かれた瞳が、やけに鮮せん明めいに映る──

　ぶつかる……！

「はーい、用意……、発射！」

　もうダメ、と瞼まぶたを塞ふさぐのではなく、大きく見開いたセラフィーナは、己の背後でそんな声が響くのを確かに聞いた。

　パヒューッ、という間の抜けた音。

　背後から飛んできた何かが、セラフィーナの髪を揺らす。

　セラフィーナとパメラの、まさに目前で、ぶつかるはずだった馬車が、ぴたりと止まった。

「……え？」

　馬車は、どういうことか網あみ状じようのものにすっぽり包まれていた。

　その網状のものを辿たどってゆくと、一点でまとまり、さらに背後にあった大木にグルグル巻きついて、馬車がそれ以上倒れかかるのを防ふせいでいたのだ。

「……投と網あみ？」

　まさに漁りように使う網そのものだった。その網が、魚ではなく馬車を見事に搦からめ捕とっている。

　なぜここに網が、と思ったものの、ひとまず助かったのだとホッと安堵の息を零こぼす。

　パメラなど腰が抜けてしまったようで、その場にヘタヘタと座りこんでいた。

「呆ほうけていないで、避ひ難なん！」

　明るく爽さわやかな声が、その場に響き渡った。

　その声の主が、ふたりと馬車の救い主と気づいたセラフィーナは、思わず振り返った。

「……まあ」

「ふ、ぇ……」

　隣のパメラも、腑ふ抜ぬけた声を出す。

　天から舞い降りた神を写し取ったかのような、美しい容よう貌ぼうの青年がいた。

　青みがかった淡あわい紫色の瞳。真まっ直すぐに伸びた、やわらかそうな長い金の髪。

　目に眩しい純白にところどころ新緑色が配置された外がい衣いを、ほっそりとした身体に纏っている。

　青年は薄紫色の目を細め、にっこり笑う。

「聞こえたかな？　避難、って！」

「あ、あああ……！」

　我に返ったパメラが、セラフィーナの腕を引っ摑んで危機から逃のがれる。

「大・成・功！　ちゃんと発射されるか不安だったけど、よかったよかった。あ、みんなで馬車を直して。それから馬を落ち着かせて、馬車留から適当に出して。必要なら中央広場の方にある馬車留に、一いつ旦たん停とめておくといいよ。で、馬車をそこに置いて、ひとだけおいで」

　青年の後ろから、わらわらと護衛士がやってきて、網でグルグル巻きになった馬車や、混乱しているあちこちを平定にかかる。

　みるみるうちに、騒ぎが鎮しずまってゆく。

「お助けいただき、ありがとうございました」

　青年は薄い唇の端をキュッと上げると、セラフィーナへ近づいてきた。

　まるで光が彼という存在を慕したい、自みずから寄り添っているようだ。

　金髪だからというだけでなく、キラキラキラキラまばゆい。

「無事でよかった」

　にっこり微笑ほほえむ顔は人ひと懐なつこく、それでいて容よう易いに近づいてはいけないと見る者に思わせるほどに美び々びしい。

　だがセラフィーナは、青年の美び貌ぼうにはまるで頓とん着ちやくせず、興こう奮ふんを抑おさえて歩み寄った。

「あの、うかがってもよろしいですか？」

「ん？」

「貴方あなたが抱えていらっしゃる、その筒つつ状じようのものから網が発射されたのでしょうか？」

「そうだよ」

「どうやって発射されたのですか？」

「筒の中に、火薬と大きなバネが入っているんだ」

「火薬の爆発する力を使って、弾だん丸がんのように網を発射させたのですね」

　そのとおり、と青年は微笑んだ。

「網自体を重く頑丈にして、それと網の周囲に、ちょっとした仕掛けを施ほどこしているんだ。これに興味がある？」

「ええ！　中を拝見してもよろしいですか？」

　言いつつ、すでに筒状のものに顔を突っこまんばかりに覗のぞきこむ。

「ああ、顔をくっつけないで。網の放出部分、鋭いから、綺き麗れいな顔に傷ができてしまうよ」

「あ、すみません、つい。……あの、違ったらごめんなさい。科学省のお方ですか？」

　興味津しん々しんに訊ねるセラフィーナに、青年は目をくるりとさせて笑った。

「そうだよ」

「やっぱり。今度研究所の見学をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「僕はもちろん構わないけど、まずは弟がいいって言ってからおいで」

「──弟さん、ですか？」

　セラフィーナが小首を傾げたのと、パメラが、ひぃ、と喘あえぐような声をあげたのは、ほとんど同時のことだった。

「殿下、何をなさっておいでですか!?」

　その時、血相を変えて、長身の男が青年に走り寄ってきた。
















「何を、って、ひと助けだよ、セス。部屋からこの辺りを遠とお眼鏡めがねで見ていたら、混乱して大変なありさまだったから、事故にならなければいいなと思って駆けつけたんだ」

「大層素す晴ばらしいおこないですが、それは殿下が自らなさることではないかと！」

「これ、ちゃんと発射できたんだよ。おまえはなんの役にも立たないガラクタなんてこき下ろしたけど、少なくとも弟のお嫁よめさんを助けることができたんだから、大したものじゃない？」

「いえ、ガラクタなど、そこまで申しては……は？　弟の、お嫁さん？」

　青年にセスと呼ばれた男は、とんでもないことを聞いた、とでもいうかのように、ゆっくりとセラフィーナを見つめる。

「セラフィーナ・アランデルです。あの、アンドリュー殿下でいらっしゃいますか？」

「そう。アンドリュー・ハミルトンだよ。顔を合わせるのは初めてだけど、君のことはよく知ってる」

「え？」

「『富ふ貴き華か虫ちゆう』や先日の土もどきの創り手でしょ？　そしてイヴァンの婚約者。よろしくね、セラちゃん」

　セラフィーナを救ってくれた絶世の美青年──アンドリュー・ハミルトン……イヴァンの兄である第一王子は、軽かろやかに挨あい拶さつをすると、美び麗れいな顔をにっこり綻ばせた。










[image: ]










　馬ば車しや留どめでの騒さわぎの翌日も、さらにその次の日も、イヴァンは現れなかった。

「あー、もう、いったいどこに行っちゃったんでしょうか？」

　パメラはいい加減腐くさっているようで、不ふ貞て腐くされながら窓の外を見やった。

「やっぱり城外に出ていらっしゃるのでしょうね」

「殿でん下かほどのご身分のお方が、そうほいほい宮殿を出るってあるんでしょうかねえ？　普通王子様やお姫様って、簡単に城から出られるとは思えないんですけど」

「今度お会いした時にお聞きしてみましょう。もし城外に出ていらっしゃるのだったら、わたしも連つれていってくださるかしら」

「……なんでそういうことになるんですか。おとなしくここにいてくださいな！」

　大体外に出たら、どんな騒ぎを起こすか分かったもんじゃありませんと、パメラは辛しん辣らつに告げる。

「とはいえ、やっぱり退たい屈くつですねえ」

　馬車留の一件を反はん省せいして、セラフィーナはイヴァンがやってくるまでは、北の翼よく棟とう外がいにはできるだけ出ないようにしようと決めた。

　空あいた時間は、棟内の図書室から本を借りてきたり、侍じ女じよたちから宮殿内での生活についてレクチャーを受けたり、また壊こわしてしまったボードを、なんとか有効活用しようと腐ふ心しんしたりしているうちに、あっという間に時が経たつが、このまま待機状態ではやはり困る。

「科学省にはいつ行けるかしら」

「……行きたいんですか」

　気が進まないことがありありと分かる顔をして、パメラはそっとため息をついた。

「アンドリュー殿下、イヴァン殿下とは本当に似ていらっしゃらなかったですねえ。なんか、イヴァン殿下の方が年上に見えましたし……それにあの、輝かがやくばかりのお美しさには、クラクラしました」

「そうだった？」

「そうだった？　って、……ありえないですよ、嬢じよう様さま。そこはもうちょっと、女性としてときめいておきましょうよ」

「ときめいているわ。あの網あみ発はつ射しや装置、素す敵てきだったわね。飾り気を一切排した、シンプルかつ美しいフォルムをしていて、それでいてとっても優秀なんだもの」

「いえいえそっちじゃなくってですねえ……」

　はあ、とパメラは肩かたを落とす。

「でも、嬢様と趣しゆ味みが合いそうですし、いっそのことアンドリュー殿下から求婚されていたらよかったって思っちゃいますよ、あたし」

「どうして？　アンドリュー殿下には婚約者がいらっしゃるんでしょう？」

「そうですね……。いいえ、ちょっとした高望みです。さあ、今夜も殿下はおいでにならないようですから、そろそろおやすみに……」

「お待ちくださいませ、クレメンツ侯こう爵しやく様……！」

　パメラの言葉の途中で、外から侍女の声が大きく響ひびいた。

「クレメンツ侯爵？」

　首を傾かしげているさなかに、いきなり扉とびらが開いた。

　ノックもせずずかずかと入室してきたのは、従者ふたりを連れた恰かつ幅ぷくのいい男だった。

　たっぷりと布地を使った外がい套とうを脱ぬぐこともせずに、男はセラフィーナを睥へい睨げいした。

　男の後ろには、おろおろするふたりの侍女がいる。

「どちら様でしょうか？」

　突然の来訪者に、セラフィーナは落ち着いた声で誰すい何かした。と、背後に控ひかえるパメラが、アッと声をあげた。

「クレメンツ侯爵様……、嬢様、ジョージナ様の……！」

　ああ、とセラフィーナは、数日前の馬車騒ぎのことを思い出す。

　目前の人物は、学友だったジョージナの父親だろう。金きん襴らんのどっしりとした高価な衣服に、腰には宝石や『富ふ貴き華か石せき』で飾られた宝剣を佩はいている。

　男──クレメンツ侯爵は軽く目を眇すがめ、セラフィーナを検分するかのようにじっと見つめてくる。

「おまえがイヴァン殿下の婚約者……セラフィーナ・アランデルか」

　突然の質問に、その場にいたパメラを含ふくむ侍女たちは、ハッと息をのむ。だがセラフィーナは、なんの気き負おいもなくそうですとうなずいた。

「その造ぞう作さくで殿下に取り入ったか。なるほど、お若い殿下が夢中になりそうな顔をしている」

　クレメンツの顔に、スウ、と苦いものが浮かんだが、すぐにそれは消える。

「アランデル領といえば、最北の国こつ境きようにある田舎いなかであったな。中央に出しゆつ仕しすら許されぬ、貴族の中でも末まつ端たんの家格、ただの古い血筋のはずだが」

　言い方には棘とげがあったが、事実なのでやはりセラフィーナはうなずく。

「その田舎貴族の出のおまえが、殿下から正妻の座に望まれるなど、荷が重いとは考えなかったか。固こ辞じするのが当然のことと思うが」

「荷が重いなら、軽くなるように努つとめればよろしいかと」

　そう言った途端、クレメンツはカッと目を見開いた。

「言葉遊びをしているのではない、分ぶを弁わきまえろと言っているのだ！」

　その声は、まるで北の翼棟全体に響き渡れとでもいうかのような大音声だった。

　雷のごとき声に、セラフィーナはびくりと肩を震ふるわせる。

「中央のしきたりすらも知らぬ田舎貴族風ふ情ぜいに、殿下のお相手など務つとまるわけがない。恥はじをかく前に、とっとと自領に帰るがいい！」

「お言葉ですが、殿下のご命令なくして帰郷するわけには参りません」

　クレメンツの目の縁ふちが、スウと赤くなる。男が強い怒いかりを抱いているのは、普段からパメラに鈍どん感かんだ興味のないことはスルーだと言われているセラフィーナでも分かる。

　真まっ直すぐにクレメンツを見つめると、侯爵は微かすかに眉まゆ根ねを寄せ、やがてため息をついた。

「儂わしは何もおまえが憎にくいから言っているのではない。中央のしきたりに馴な染じまぬ者は、やがて中央から弾はじかれる。おまえはこの北の翼棟にやってきてから、他家へ挨あい拶さつをしたか。していないであろう」

「挨拶はいたしておりません。それもまずは殿下のご意向を確認してからすべきことと存じます」

「自みずから動くことすらしないとは頭が足りぬ証しよう拠こ。何より、陛へい下かへのお目どおりもしていないおまえが、殿下のご婚約者などと認められるわけがない」

「父上になら、すでに報告済みだよ。妻にしたい娘がいると言ったら、好きにしろ、だそうだ」

　あっ、とその場にいた誰もが、声をあげた。

　開け放たれていた扉のその先、廊ろう下かからやってきたのは、北の翼棟の主あるじ──イヴァンだ。

　背後にグレンを従したがえたイヴァンは、冷笑を浮かべながら部屋に入ってきた。

「侯爵は忙しいな。アンドリューやその許婚いいなずけ、さらには俺の未来の妻にまでわざわざ挨拶か。しかもこんな夜半に。確かに、秘ひそかに女性の部屋を訪たずねるには頃合いだろうが、ひとの婚約者なんだから少しは遠えん慮りよしろよ」

　慌あわてて臣しん下かの礼を取るクレメンツを前に、イヴァンはニヤリと笑った。

「よもや本気であられるのですか……！　この娘を妾しようではなく正妻にするお考えであると!?」

「そうだよ」

「恐おそれながら、申し上げます。どうぞお考え直しくださいませ！　こんな田舎貴族の娘を正妻になど、物笑いの種になりま──」

　クレメンツは途中で言葉を止める。イヴァンが音もなく剣を抜き、その切っ先を喉のど元もとに突きつけたのだ。

　侯爵ばかりか、その場にいたほとんどの人間が息をのむ。ふたりの侍女など真っ青になって、今にも卒倒しそうだ。

　セラフィーナもまた、小さく喉を震わせた。

「……っ、で、殿下……！」

　クレメンツの従者らが縋すがるように呼ぶが、イヴァンは無視した。剣を、ツ、と持ち上げる。

　クレメンツの引きつった顔が、少しずつ少しずつ上がってゆく。

「なあ侯爵。誰が俺を笑うんだ？　言ってみろよ」

「そ、それは……！」

「言わなければ今ここでおまえの首を刎はねてもいいぞ。腐った貴族がひとりくらいいなくなっても、さしたる問題など起こらないだろうし。つまりおまえの代わりはいくらでもいる」

「で……殿下……！」

「ん？　言えないのか？　だったら死ぬか」

　ぐっと剣先がクレメンツの喉にのめりこむ寸前に、セラフィーナは思わずイヴァンの手を、両手で握にぎった。

「そのように刃物をひとに突きつけるのはおやめください」

「この者はおまえも侮ぶ辱じよくしただろう。それなのにあっさり許すというのか」

　イヴァンは剣けん吞のんな眼まな差ざしで、セラフィーナを見み下おろした。

「え。わたしは侮辱されたのですか？」

「──」

　イヴァンだけではない。剣を突きつけられているクレメンツも、真まっ青さおになった従者らも、侍女たちまで、セラフィーナの言葉にぽかんとした。

　違う顔をしているのは、パメラとグレンくらいだ。

　パメラは主あるじのとぼけぶりに、ああ、と額ひたいを押さえているし、グレンはまるで笑うのをこらえているように、小さく肩を震わせていた。

「アランデル家が田舎の貴族であることは事実ですし、わたしが宮殿内のしきたりについて物知らずなのも本当のことです。クレメンツ侯爵様は殿下とわたしのなれ初そめをご存じないのですから、そう仰おつしやるのはもっともかと思ったのですが。……侮辱、されていました？」

　首を傾げるセラフィーナに毒気を抜かれたのか、イヴァンは剣を下ろした。

　誰の口からとも取れない安あん堵どの息が、そこかしこで聞こえる。

「気がそがれた。侯爵、未来の俺の妻に免じて許してやるよ。──出ていけ」

「で、殿下……」

　侯爵はなおも何か言いたげだったが、イヴァンの酷こく薄はくな眼差しを受けて口ごもった。

　侯爵は貴様のせいだとばかりに、きつい一いち瞥べつをセラフィーナに向けると、従者とともにその場を辞じした。

「まったく鬱うつ陶とうしいな」

　イヴァンはそう呟つぶやくと、いまだ部屋に残る侍女に、退出するようにと目をやる。すぐに気づいたふたりの侍女もまた、部屋をあとにした。

「四日ぶりでございます、殿下」

　セラフィーナがあらためて礼をすると、イヴァンは軽くため息をついた。

「いったいおまえの思考回路はどうなっている」

「それは、どういう意味でしょう？」

「あれだけあの男と対等にやりあっていたのに侮辱されていると思っていなかったなんてな。頭がいいのかめでたい思考なんだか。いっそうらやましいぞ」

　そう言うと、イヴァンはふっと苦笑を零こぼした。

「四日間、おとなしくしていたか？」

「……ええと、そうしようと思っていたのですが」

　言いよどんだセラフィーナに、イヴァンはふんと笑った。

「聞いている。馬車留で騒ぎがあったそうだな」

　はい、とうなずくと、怪け我ががなくて何より、とごく軽く返された。

　グレンが小さくパメラに耳打ちする。ちょっとだけ眉根を寄せたパメラだったが、すぐにうなずいて踵きびすを返した。

　茶の用意をするために出たのだろう。

　イヴァンはいつものように大きな足取りでやってくると、長なが椅い子すに勢いよく座すわった。そして立ったままのセラフィーナに、手て招まねきをしてくる。

　拳こぶしふたつ分開けて、セラフィーナも腰かけた。

「グレンから聞いたぞ。部屋の設しつらえを早速壊こわしたんだって？」

　先刻までの猛たけ々だけしさはすっかりなりを潜ひそめ、イヴァンは興味深い対象物を見るように、セラフィーナに顔を寄せてきた。

「はい。せっかく素す晴ばらしいものをご用意いただきましたのに、大変申し訳なく……」

「何を壊した？」

　謝罪の言葉をさっくり遮さえぎって、イヴァンは訊たずねてくる。

　壊した扉のノブやボードは、すでに修理あるいは片付けられている。

　ドアノブはいったいどうやって直すのだろうと興味深く見学をしていたら、扉そのものを取り替えていた。

　扉の色は前のものとまったく同じだったが、扉の周囲を取り巻まいていた金の飾りはなく、またドアノブも木製に変わっていた。

　壊した、というより破は壊かいしたという言葉の方が正しいボード代わりに、セラフィーナが寄宿舎で使っていたものを、とりあえず並べ置くことにした。

　また壊してしまうかもしれないと思うと、新しいものを望む気持ちにはなれなかったからだ。

　セラフィーナが壊したものすべてを正直に告げると、ふーん、とイヴァンは鼻を鳴らした。

「もしかしてあれはボードのなれの果てか？」

　部屋の隅すみに置いてある物体を、イヴァンが指す。

「はい。比ひ較かく的てき大きな物は、あらためて貼はり合わせ、小箱にしました。粒りゆう子しのように細こまかくなったものは、キラキラして美しかったので、絵の具と混まぜて、絵を描かいてみようかと思っています。透とう明めいな器うつわに入れて飾るのも、光を集めて素敵かもしれません」

　箱は大小さまざまで形もいびつだが、どこか先進的な芸術のようにも見える。

「匠たくみになれるほど器用ではないと言っていたが、案外味のあるものを作るじゃないか」

　せっかくセラフィーナのためにと揃そろえた調度品を、使う間もなく壊したことに対し、イヴァンは少しも怒っていないようだった。

「それにしても、こんなにも華きや奢しやな手だというのに、不ふ思し議ぎなものだな」

　イヴァンはセラフィーナの左手を取った。ためつすがめつ、爪つめの先から手の甲、手首にまで視線を走らせ、続いて掌てのひらを上に向けさせる。

　握るイヴァンの手は、セラフィーナのものに比べて大きく、力強い。けれど小さなセラフィーナの手を潰つぶさないようにとでも思っているのか、優しい力加減で握ってくる。

　少し前に剣を握っていた手とはとても思えない。

「遠い昔には、生き物を癒いやす、『癒し手』などという聖者がいたらしいが、おまえは逆だな。いわば『壊し手』だ」

　イヴァンはそう言うと、くすりと笑った。

「殿下は、おかしいとは思われないのですか」

「何が？」

「わたしが、いろいろな物を壊してしまうことを、です」

　幼い頃からたくさんの物を壊してきた。

　家族はそんなセラフィーナを邪じや険けんにしたり罵ののしったりなど、絶対にしなかった。だからこそセラフィーナは、己おのれの手を拒きよ絶ぜつしないでいられたのだ。

　けれど『富ふ貴き花か』を咲かせるために王都ハミルティアにやってきて、寄宿舎で過ごす間に、セラフィーナがさまざまな物を壊すことを、奇異だ、不気味だと言う者が少なからずいた。

　つけられたあだ名は、『壊しのセラフィーナ』だ。

　イヴァンは『富貴華石』を壊したセラフィーナを厭いとわなかったし、糾きゆう弾だんもしなかった。

　気味が悪いとも口にしなかった。

　それがどんなに不思議なことか知っているし、千人にひとり程度の巡めぐり合わせではないかと、セラフィーナは思う。

　イヴァンは、その印象的な瞳ひとみでセラフィーナを見下ろした。

「世の中にはいったいどれほどの人間がいると思っている。おまえみたいな人間がひとりくらいいたって別にいいだろう。まあ、触ったら命を奪う手というんなら厄やつ介かいだが、それだっておまえが暗殺者になったら、立りつ派ぱな武ぶ器きになる」

「暗殺者……！」

　突飛な意見にセラフィーナが大きく目を見開くと、譬たとえだと、ニヤリと笑った。

「普通では壊れないものを壊したい、そんな時があったら、おまえの手が役に立つ。そういうことも、今後あるかもしれないだろう？」

　イヴァンは握ったままのセラフィーナの手に、あらためて指を絡からめ直す。

　そんなことを言われるなど、初めてだった。

　家族にだって、役に立つことがあるかもしれないなどと、慰なぐさめられたことはない。

　イヴァンの言葉が、すう、とセラフィーナの胸に落ちてきて、優しくて温かなもので満たされる。

「そうだ。そのうちエーヴリーに行く予定だが、連れていってやろう。ここにいても暇ひまだろう」

　エーヴリーは王都から馬車で半日ほどの距離にあり、景けい勝しよう地ちとして有名な場所だ。

　国が管理している無人島で、陸とは長い橋で繫つながっている。その地にしか咲かない金色の花と、エメラルドグリーン色の美しいエーヴリー湖が、特にひとびとに好まれていた。

　セラフィーナは一度も足を運んだことがなかったから、パッと顔が綻ほころぶ。

「ありがとうございます」

　嬉うれしいです、とそっと目を細める。

「明日は時間があるから、宮殿内の散さん策さくに連れていってやる。それからおまえの故こ郷きようはエーヴリーの次に行こうと思っているから、もうしばらく待っていろ」

「はい」

　セラフィーナはイヴァンを不思議に思う。

　先せん刻こくの侯爵に剣を突きつけていたイヴァンと、今、セラフィーナの手を優しく握るイヴァン。

　同一人物なのに、印いん象しようがまったく違う。

　剣を握るイヴァンの目は、まるで獲え物ものを狙ねらう猛もう獣じゆうのようで、パメラ言うところの『暴ぼう虐ぎやく王子』という通り名がぴったりくる。けれど今のイヴァンは、噂うわさは噂だと思わせる、穏おだやかな眼差しをしている。

　──どちらが本当の殿下なのだろう。

　どちらもイヴァンだ。

　同じなのに、こんなにも違う。

　ひとりの人間の中に、こんなにも異ことなった面がある。

　それが、どんな時にも誰に対しても同じように接するセラフィーナには、とても不思議に映うつり、そしてとても興味深いと思えたのだった。
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　翌日は朝から快晴で、絶好の散策日和びよりだと、セラフィーナはイヴァンの訪おとずれを楽しみに待っていた。

「失礼いたします」

　だがその日、最初に部屋にやって来たのは、おとなしやかなふたりの侍女だった。

　昨夜は震えながら部屋を出ていった彼女たちだが、今朝はもう元気だ。

　ふたりはにこにこと笑いながら、手に箱を抱かかえていた。

「ドレスをお持ちいたしました」

　ひとりは背せ丈たけほどもありそうな大きな箱をふたつ、もうひとりは中箱小箱合わせ、四つも持っていた。

「ドレス？」

「初めてお会いした日、採さい寸すんをさせていただいたことを覚えていらっしゃいますか？」

「ええ」

　イヴァンから申しつけられた侍女に身体からだをあちこち測られ、いろんな布を巻きつけられたのだ。

「どうぞごらんくださいませ」

　侍女の手で、箱が静々と開けられる。

「ぅわぁ……」

「まあ」

　装そう飾しよく類るいやドレスにさほど興味のないセラフィーナでさえ、思わず声が出た。

　箱の中にあったのは、氷ひよう雪せつを写し取ったかのような、白地に淡あわく青が浮かぶドレスだった。

　美しい光こう沢たくのある布は、光が当たる角度によって模も様ようが浮き出る。模様は七枚の花びらを持つ『富貴花』だ。それが金きん糸しで、丹念に刺し繡しゆうされていた。

　今までセラフィーナが見たことも、もちろん着たこともないほど、贅ぜいを凝こらした美しいドレスだった。

「広げてみますわね」

　首筋からデコルテ部分は、繊せん細さいなレースで覆おおわれ、袖そでは短く、ふっくらと丸い曲線を描いている。腰をキュッと絞しぼり、あとは足首まで、美しいドレープを作りながら布が流れてゆくさまに目を奪われる。

「こちらは外がい套とうですわ」

「こちらは手袋にございます」

「こちらは靴くつでございますわ」

「そしてこちらは髪飾りにございます」

「さらにこちらは下した穿ばきでございますわ」

　次から次へと箱が開けられ、セラフィーナの目の前に並ぶ。

「さ、さ！　どうぞお召しになってくださいませ」

「え、今？」

「採寸どおりできているか、確認が必要ですわ」

　ふたりはにっこり笑って、セラフィーナに迫る。

「では失礼いたします」

「あ」

　ふたりはきびきびと支し度たくを始めた。

　まずは少々きついが辛つらいほどではないコルセットをつけ、ドレスに腕を通した。

「軽いわ」

　腰周りだけはしっかりとした布地だが、腰から下や袖の感触はとてもやわらかい。

　だが、

「あ、……っ」

「締しめますよ、足を踏ん張ってくださいませ！」

　背後に回ったひとりが、編あみ上げの腰のリボンをギュウッと絞った。

「ん、んんっ」

「我が慢まんですわ、セラフィーナ様！」

　もう無理、と細い息を零したところで、キュッとリボンが結ばれた。

「はい、できました！」

　それから総レースの手袋をつけ、ヒールのある艶つややかな革靴を履はき、花を象かたどったレースの髪飾りをつける。

「嬢様上出来ですよ！」

「し……、深呼吸ができないのだけど……」

「そこはぐっと我慢ですわ。他家のお嬢様はそれこそ骨が砕くだけんばかりに身体を締め上げるんですのよ」

「セラフィーナ様はほっそりしていらっしゃるので、そこまで締めつけておりませんし、コルセットもきつくないものを用意させていただきました」

　侍女たちはにこにこ笑いながら、過か酷こくなことをあっさり口にする。

　はふう、とようよう息をついたセラフィーナは、ふと、扉の方から聞こえてくる音に気づいた。

　目を向けたのと、扉が開いたのは、ほぼ同時のことだった。

「イヴァン殿下」

　す、と音もなくふたりの侍女は背後に下がり、一いつ拍ぱくおいてパメラも同様に倣ならう。

「素晴らしいドレスを誂あつらえていただき、ありがとうございます」

　頭を下げようとして、小さくうめく。背中側のリボンが、深く腰を曲まげることを許してくれなかった。そのためぎこちなくしか動けないセラフィーナを、イヴァンはおかしそうに笑った。

「苦しそうだな。楽にしろ」

　言われてホッと顔を上げると、イヴァンの視線がセラフィーナの上から下までを滑すべる。

「これは眼がん福ぷくだな。なるほど世の男は、こうして妻や娘を着飾ることで他人に自じ慢まんし、自身の目をも楽しませているんだな」

　イヴァンはセラフィーナの手を取り、ごく軽く引き寄せた。だがセラフィーナはこれまで布靴ばかりを履いてきて、革靴、しかも踵かかとの高い靴は初めてだったため、急に腕を引かれて無ぶ様ざまによろける。

「お、っと」

　イヴァンの胸に、トン、と頰ほおをつけてしまう。

「大丈夫か？」

「は、い。ご無礼をいたしました」

「別に無礼でもないだろう。こういうタイプのドレスや靴は初めてか？」

「はい。びっくりしました」

　こんなに着ているのが苦しいドレスと、歩くのも大変な靴というものを、皆好んでいるということが。

「苦しいだろうが慣なれておけ。そのうち夜会に誘われるだろうから」

　行きたくないなら参加しなくていいが、おまえが足を運びたい宴えん席せきもあるかもしれないと、イヴァンは告げた。

「夜会に参加される方々は皆この苦行に耐たえていらっしゃるのですね。ならばわたしもがんばります」

「前向きだな。では慣れるまで付き合ってやろう」

「はい？」

　外套を、とイヴァンが手を伸ばすと、侍女のひとりがすかさずドレスと同じ布を使用したケープを差し出した。

「来い」

　そう言ってイヴァンは、セラフィーナの背中に掌を当てて歩きだす。

「このまま、散策をするのですか？」

　よろけながらも問うと、イヴァンはくすりと笑った。

「がんばるんだろう？」

「あ、はい」

「では、がんばれ」

　イヴァンはそう言って、セラフィーナを部屋から連れ出した。

「嬢様」

　慌てるパメラの声が後ろから聞こえるが、イヴァンの歩みは止まらなかった。

　廊下でよろけ、階段で転ころびかけ、ヨロヨロしながらも、セラフィーナは三日ぶりに翼棟外に足を踏み出す。

　外に出ると、イヴァンは手にしたケープを、セラフィーナにふわりと着せかけた。

　イヴァンが向かったのは、例の馬車留だ。だが今日は先日のような混雑はなく、ふたり乗り用の馬車が一台だけ停てい留りゆうしていた。

　御ぎよ者しやはグレンだ。

　手た綱づなを持って馬をあやしながら、ふたりに向かってにこりと笑った。

「あ、徒歩ではなく馬車でしたか」

「いくら俺でも、その靴で長時間歩けと言うほど意地悪じゃないぞ」

　乗れ、と言われ、セラフィーナはドレスの裾すそを引っかけないよう、細心の注意を払って馬車に乗った。

　隣にイヴァンも乗りこむ。

「嬢様ぁ!?」

　追いかけてきたパメラが頓とん狂きような声で呼ぶが、振り返る前に馬車は発車してしまった。

「あ」

「おまえの侍女には悪いが、留る守す番ばんをしていてもらおう」

　ふたり乗りだからなと、イヴァンは笑った。

　部屋で待っていて、と言った声は聞こえただろうか。背後を振り返ると、パメラの呆ぼう然ぜんとしている顔がちらりと見えた。

　馬車は北の翼棟から宮殿中央前の広場にまず向かう。

　王と后きさきの居所である本殿の中央部、その前の広場は、花、花、花で溢あふれていた。

　真っ直ぐに上を向いて咲く大輪の花は、真しん紅く。

　別方向を見れば、ハッと目を瞠みはるほどに鮮あざやかな黄色。

　その先には、思わず笑みを浮かべたくなるほどやわらかく淡いピンク。

　視界いっぱい、生花で埋うめ尽つくされている。

「すごいわ」

　こんなに美しく、たくさんの花々が咲き乱れているのを生まれて初めて見た。

『富貴花』は咲ききったと同時に、そのほとんどを『富貴華石』にすべく、咲かせ主が触ふれる。成功すればそこで『富貴花』＝植物は、『富貴華石』＝鉱こう物ぶつへと変化するから、『富貴花』の花庭でこんなふうに鮮せん烈れつな色の群ぐん生せいを見ることは、ほとんどない。

　歩ほ廊ろうと並へい行こうしている馬車道はきちんと整備されていて、揺ゆれることもなくスムーズに進む。ただ天てん蓋がいや幌ほろがないために風を防ふせげず、セラフィーナのやわらかい髪がくしゃくしゃに乱れる。

　見たところほかに馬車は走っていないが、歩廊ではたくさんのひとびとが歩いていて、花ではなくこちらの方を凝ぎよう視ししている。彼らはイヴァンだと気づいた途端、慌てて胸に両手を合わせて深く礼をした。

　セラフィーナは、彼らの礼をあっさり無視しているイヴァンを見上げる。

　目に入ったのは、鮮やかな赤せき褐かつ色しよくの髪だ。

　月光の下、陽光の下、室内の灯あかりの下。いずれも彼の髪の色は違って見えた。

　だがどこにいても炎を思い起こさせる色で、セラフィーナはレースの手袋を外はずすと、そっと髪に触れてみた。

　想像していたよりやわらかくて、ちょっとびっくりする。
















「……なんだ？」

「すみません。炎の色のように美しい髪なので、なんだか触ってみたくなりました」

　イヴァンは、だがその言葉にはあまりいい顔はしなかった。

　気に障さわるようなことを言ってしまっただろうか、と心配になるが、イヴァンは素そっ気けなく肩を竦すくめた。

「美しいというのはおまえのような髪をいうんじゃないか」

　風に吹かれて乱れるセラフィーナの髪を梳すくように、手を伸ばしてきた。

「掌がくすぐったくなるくらいやわらかいな」

　そう言って、ほんの微かに唇くちびるの端を上げる。

「殿下の御お髪ぐしもやわらかいですよ」

「そうか？」

　セラフィーナの手ごと、自らの髪に触れたイヴァンが、おまえのとは比べ物にならないなと笑った。

　馬車は広大な花庭から、いくつもの噴ふん水すいがある広場を通り過ぎる。

　広場の先には、通路を挟はさんで左右に、いくつかの建物が点在していた。

「あの建物はなんですか？」

「宮殿で働く高官や貴族たちが暮くらしている屋や敷しきだ」

　城内で暮らす貴族は、王や后らのお気に入りの者たちだ。

「うんざりするほどしょっちゅう開かれる夜会や宴席に出席して、そこでろくでもない噂うわさ話ばなしに興じることを生き甲が斐いにしているような輩やからだよ。だがおまえが来たから、誘さそいは減るはずだ」

「わたしが来たから、とは？」

　イヴァンは薄うすく笑い、貴族の館にちらりと視線を飛ばした。

「貴族連中は自分の娘を俺に押しつけようと躍やつ起きになっていたからな。昨夜のクレメンツ侯爵もそうだ。俺が結婚を決めたと知ったら、連中も諦あきらめるだろう」

「いやそれはどうですか」

　グレンが小さく口を挟んだ。

「ん？」

「逆にもっとファイトを燃やしてしまうかもしれませんよ。皆さん、バイタリティに溢れていらっしゃいますから」

「嫌いやなことを言うな」

　グレンの不ふ吉きつな発言に、イヴァンは顔を歪ゆがめた。

「では今のうちに無む駄だだと教えておいてやろうか。グレン、馬車を停とめろ」

「はい」

　グレンが手綱を引くと、馬は少しずつ速度を緩ゆるめ、やがてたくさんのひとびとで憩いこう庭の真ん中に停車した。

「降りるぞ」

「え、はい」

　イヴァンはいきなり馬車から飛び降りると、セラフィーナに手を差し出す。

　その手を借りて、セラフィーナは地面に足先をつけた。

　王庭中央の後方部分であるここは、澄すんだ泉水と噴水、素晴らしい彫ちよう刻こくに彩いろどられており、ことに美しい。そのために貴族たちは、ここで花見の宴うたげをしているようだった。

　いくつもの大きな白いパラソルを従者に持たせて日ひ陰かげを作り、繊細な細さい工くの施ほどこされた卓や椅子を配置し、日中でありながら酒宴に興じている。

　いずれも昨夜のクレメンツ侯爵のように、どっしりと重そうな外がい衣いを纏まとい、何人もの従者や侍女を周囲に従えていた。

　だがイヴァンの姿を目にした途と端たんに、スウと熱が引くような、奇妙な感覚が一帯に満ちる。

　なぜかその場が凍こおりついたかのように感じて、セラフィーナは小さく首を傾げた。

「楽しそうだな」

　そんな中で、イヴァンはいつもと変わらない顔で、声で、貴族たちへ話しかける。

　不自然な沈ちん黙もくののち、

「こ、これは、イヴァン殿下……！」

　中央に座していた豊かな白髪と口くち髭ひげの男が、両手を広げてやってきた。

「ランス伯はく爵しやく主しゆ催さいの宴席か？」

「左様にございます。ささ、どうぞ」

　男──ランス伯爵は、滑こつ稽けいなほどにこやかに、イヴァンを座の中央へ誘いざなおうとする。

　セラフィーナは、その場に集まった貴族たちを、ゆるりと見回した。

　総勢で十五人、従者侍女は、その三倍の数だ。

　年配からセラフィーナと同年ほどの者まで、年代はさまざまだったが、見知った顔はひとつもない。

　だが彼ら彼女らの半分の視線が、イヴァンではなく己に向けられていることに、背筋がじわじわと痒かゆくなるような感覚を抱いた。

　ひとの視線に対し気配りができた例ためしのないセラフィーナだが、これほどあからさまであれば、さすがになにがしかの含みがあることには気づく。

「殿下、お連れの方を紹介してはいただけませんの？」

　ランス伯爵の隣にいた妖よう艶えんな美女が、しんなりと身をくねらせながら問うてきた。

「ああ、アランデル男だん爵しやく家けの長女で、セラフィーナ・アランデル。俺の将来の妻だ」

　素っ気ないほどあっさりとした紹介に、皆一いち様ようにぽかんとし、だが次の瞬間、全員が驚きに声をあげ、大おお仰ぎように目を丸くした。中には立ち上がって一歩二歩、こちらに歩み寄って来る者までいる。

「そ。……それ、は、ご冗談で？」

「いや？　なぜ冗談など言わなければならないんだ」

「へ、陛下はご承知のことなのですか。アランデル家といえば、中央から外はずれた、辺境の領地だったかと。殿下にはもっと相応ふさわしいお方がおられるのではないか、……と」

　ランス伯爵は、最初こそ強い語調だったが、イヴァンの視線に晒さらされるにつれ、次第に尻しりすぼみになってゆく。

「たとえばどんな令れい嬢じようが俺に相応しいんだ？　さしずめおまえの娘か？」

「もちろん我が娘は、どの場所に出しても恥はずかしくない礼儀作法や教養を身につけておりますし、殿下のよき妻となる資格は充分に備えております」

　俄が然ぜん胸を張る伯爵に対し、彼の息そく女じよだろう、背後にいた若い娘は、ふくよかな頰を青ざめさせながら俯うつむいている。

「王の息子むすこならば、どれほどに悪あく辣らつな悪あつ漢かんであっても娘を差し出す、か。見上げた根性をしているな、ランス伯爵」

　にやりと笑うイヴァンに対し、ランス伯爵は顔を紅こう潮ちようさせた。

「そ……っ、悪漢などと、そのようなことは……！」

　サッと場に緊きん張ちよう感かんが走る。

「そうか？　おまえらがそう噂しているんじゃなかったか？」

　とんでもないことでございますと、全員が真っ青になりながら首を振る。

　イヴァンはランス伯爵の娘にちらりと目をやった。

「来い」

　イヴァンの求めに、伯爵令嬢はぎこちなく立ち上がる。だが一歩、一歩進むごとに、次第に激しく身を震わせ、ついには立ち竦すくんでしまった。

　イヴァンは軽く舌打ちをすると、自ら娘に近づき、手を伸ばした。だが次の瞬間、令嬢は悲鳴をあげ、その場に座りこんだ。ガチガチと歯まで鳴らしている。

　娘があまりにもあからさまな拒絶をするのに、セラフィーナは啞あ然ぜんとした。

　まるで悪漢に命を奪われる寸前であるかのような、激しい拒絶ではないか。

　どうして、と戸と惑まどっていると、イヴァンは肩を竦めた。

「こんなに怯おびえている娘を妻になどできるか」

「も、申し訳ございません……！」

　ランス伯爵もまた、青を通り越して白くなった顔のまま、イヴァンに伏して謝罪をする。

　イヴァンは冷さめた目でランス親娘を、さらにはひと言もない貴族らを見回すと、踵きびすを返し、セラフィーナの隣に戻ってきた。

　行くぞ、と背中に掌を当てられ、その場から歩きだすが、ああ、そうだとイヴァンが振り返った。

「このセラフィーナの美び貌ぼうに勝てる自信のある娘がいれば寄よ越こせ。吟ぎん味みしてやるが、もしこいつより劣おとっていたら、その場で斬きり捨ててやるから覚悟して差し出すんだな」

　悪漢のような……ではない。

　完かん璧ぺきに悪漢のそれでしかない言葉を投げ捨てて、イヴァンはその場から去ってゆく。

「何をしている。早く来い」

　数歩先をゆくイヴァンが振り返り、セラフィーナに手を伸ばしてくる。

　伯爵の娘のように、その手を怖こわいとは思わない。

　けれど。

　見せられた表情に、無む慈じ悲ひな言葉に、セラフィーナは戸惑わずにはいられなかった。
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　馬車でさえ、王庭すべてを回りきるのは相当時間がかかるようだ。

　イヴァンは花見の宴うたげから離れると、続きはまた今度と言って、北翼に戻るようグレンに告げた。

「イヴァン殿下。先ほどのお言葉は、どのような意味を持つのですか？」

　娘を斬り捨てる云うん々ぬんのことを訊きくセラフィーナに、イヴァンは席の背せ凭もたれにドンと凭れると、つまらなそうに呟く。

「あれくらい言っておけばそうそう娘を寄越さないだろう。鬱うつ陶とうしい」

　昨夜のクレメンツ侯爵の時にも鬱陶しいと言っていたが、イヴァンは貴族との付き合いを心底厭いとうているようだ。

　そして貴族の方はといえば、イヴァンを恐れながら、その地位の旨うまみが欲しくて、できることなら近くにいたいと思っているのだろう。

　だがそれにしても、あの伯爵令嬢の怯えようはただごとではなかった。

　パメラから、イヴァンに関する噂はひととおり聞いたつもりでいたが、もしかしたらもっと別のことも囁ささやかれているのだろうか。

　これまで特定の人物に対して関心を寄せたことのないセラフィーナは、初めて、イヴァンのこと、彼のおかれている環境、それに対しどんな考えを持っているのか、そんなことに興味を覚えた。

「それにしてもおまえは本当に動じないな」

　イヴァンはぽつりと呟いた。

「俺を恐おそろしいとは思わないのか」

「もしかして、怖がった方がよろしいのでしょうか？」

　貴族たちをわざと怖がらせるように振る舞っている節ふしのあるイヴァンだ。

　首を傾げつつ問い返すと、ぐはっとグレンが噴ふき出だした。

「……グレン」

　グレンは押し殺した声で笑いながら、すみません、と頭を下げる。

「わたしの目から見て、おふたりはとてもお似に合あいと思われます」

　その言葉を受けて、セラフィーナは思わずイヴァンを見上げた。イヴァンの双そう眸ぼうもまたセラフィーナを映していて、間近で目と目が合う。

　イヴァンは複雑そうな顔をしていた。

　何か困らせているのだろうかと、小さな不安が胸に宿る。

　イヴァンは軽くため息をついた。

「おまえは相当な変わり者だ」

　変わり者とは、あまりいい意味ではないように感じて、不安はまた少し大きくなる。けれど次の瞬間、

「悪くはないがな」

　イヴァンはよくよく見ていなければ分からないくらいの微び笑しようを、精せい悍かんな面おもてに浮かべた。

「自分ではどれほどの変わり者かは分かりませんが、殿下が悪くはないと仰るのでしたら、このままでよろしいのですね」

「たとえ俺が言ったとしても、おまえのその性格が変わるとも思えないがな」

　ちょい、とセラフィーナの髪に触れてくる。

「そのままのおまえがいいよ」

　そう言ってイヴァンは、さらに笑みを深めた。

　そのままでいい、と言ってもらえて、セラフィーナの内にあった小さな不安は瞬またたく間に霧む散さんする。

　代わりに胸を満たすのは、イヴァンへの好意とさらなる興味だった。

　北の翼棟まで馬車は進む。

　そこに、グルグルと歩き回るパメラの姿があった。

　馬車留には、出掛けた時にはなかった馬車が二台停留している。

「嬢様ぁ……！」

　パメラはセラフィーナの乗る馬車に気づくなり、身体をピョンピョン揺らしながら、大きく手を振った。

　置いていってしまったことをそんなに怒っているのかとびっくりするくらい、パメラは顔を引きつらせている。

「あの馬車」

　だが隣のイヴァンが、停留している馬車を見るなり、うっすらと眉根を寄せた。

「馬車が、何か？」

　と問いかけ、だがすぐにイヴァンが何を言わんとしているのか、セラフィーナも気づいた。

「あ」

　馬車には、家か紋もんが必ず記されている。

　今目の前に停まっている馬車の紋は、七枚の花びらを持つ『富貴花』。……王家の紋章だ。

　セラフィーナが今乗っているイヴァンの馬車にも、同じものがあるのだから間違いない。

「アンドリュー殿下がお越しにございます！」

　馬車が到着するなり、パメラは大声でそう告げた。

「……」

　隣からため息が聞こえてくる。

「……イヴァン殿下？」

「ああ。……とりあえず行こうか。あいつはどこにいる？」

「アンドリュー殿下は、『サイラスの間』にいらっしゃいます」

　馬車から降り、歩きながら問うイヴァンに、パメラは慌ててそう返した。

『サイラスの間』は、北の翼棟内では私的な客を通す間だ。

　二階中央にある部屋へ、イヴァンを先頭に、セラフィーナ、グレン、パメラと続く。

　イヴァンは扉を叩たたくことなく、『サイラスの間』に足を踏み入れた。

　と。

［カシュー……ッ！］

　入室するなりカシュカシュが全力で走ってきたかと思うと、イヴァンの胸に飛びこんだ。

「お、……っと？」

「カシュカシュ？」

［カーシュ、カシュッ！］

　か細い声で、だがひっきりなしに鳴くカシュカシュを抱きながら、イヴァンは軽く眉を顰ひそめ、問うようにセラフィーナに視線を向けてくる。

「なんだか傍はたで見てると親子みたいだな、君たち」

　ふふ、と笑うのは、室内中央に置かれた長椅子に腰を下ろす人物──アンドリューだ。

　彼は身軽に立ち上がると、跳はねるような足取りでやってきた。

「この子セラちゃんのペットなんだって？」

「あ、はい。……殿下におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしく……」

　とってつけたような挨拶だが、アンドリューはにこにこ笑ってうなずいた。

「親子みたい、とは、これと俺がか？」

　一方イヴァンは、いまだ胸にしがみつくカシュカシュを指しながら、胡う乱ろんに兄に問う。

「ほら、毛の色そっくり！　ね？」

　確かに赤褐色のイヴァンの髪と、カシュカシュの毛色はよく似ている、と恐らくその場にいた誰もが思ったが、賢けん明めいにも賛同する者はいなかった。

「カシュカシュって名前なの？」

「はい」

「おいでー、カシュカシュ。もっと遊ぼう」

　アンドリューはカシュカシュに手を伸ばすが、どうしたことか、イヴァンにしがみついて離れようとしない。

「……カシュカシュ？」

　誰にでも懐なつくカシュカシュが珍めずらしいとセラフィーナが思っていると、アンドリューは鼻の頭が毛先につくほど、顔を寄せてきた。

　そして。

「おい……！」

「可か愛わいいなあ。食べちゃいたいくらいだ」

　そう言ってアンドリューは、小さなカシュカシュの頭をがぶーっと甘あま嚙がみしたのだ。

［カキャーッ］

　今まで聞いたこともない声をあげて、カシュカシュは全身の毛を逆さか立だてた。

「ふざけるな、アンドリュー」

　イヴァンはアンドリューの金の髪を乱暴に押しのけ、赤ん坊のようにキューキュー鳴くカシュカシュを、セラフィーナに渡した。

　よっぽど恐こわかったのか怯えるカシュカシュの背を撫なでて宥なだめながら、セラフィーナの目は並ぶふたりにくぎづけとなった。

　見れば見るほど似ていない兄弟だ。

　背丈は弟のイヴァンの方が頭半分高いし、顔立ちも彼の方が年上に見える。

　顔の造作や髪の色、体型、声の質、話し方、そして恐らく服の趣味……、似に通かよっている部分がまったくない。

　ただひとつだけ、共通していることがある。どちらも鮮烈で、誰が見ても強い印象を抱かせる存在であるところだ。

「ここには来るなと言っていたはずだ。何しに来た」

　アンドリューは未み練れんがましくカシュカシュに視線を注そそいでいたが、イヴァンに問われ、すぐにそうだったと笑顔を見せた。

「セラちゃんを誘いに来たんだ。この前、科学省に興味があるようだったから。ね、イヴァンの許可取れた？」

「あ、いえ、まだうかがっておりません」

　そう言ってイヴァンをそっと仰あおぎ見ると、凶きよう悪あくなほどに不機嫌な顔があって、セラフィーナは何度も瞬まばたきを繰くり返かえした。

「あの、イヴァン殿下、わたし科学省の見学をしたいのですが、よろしいでしょうか？」

「おまえはあんな珍ちん妙みよう奇き天て烈れつな場所に興味があるのか？」

　珍妙奇天烈？　とセラフィーナは目を丸くした。

「科学省はひとびとの生活に役立つものを、日々研究なさっているのではないのですか？　たとえば、寒さの厳きびしい地域に、地熱を利用した温水地を作り、道の両側にパイプを通してそこに温水を流すことで凍とう結けつを防ふせぐという発明をしたのが、科学省のお方だと聞いております」

　セラフィーナの故郷、アランデルは、ハミルトン王国の中でも特に寒さが厳しい。だから、地下に温水を通して道を凍らせないような装置を作りだした科学省を、セラフィーナは心から尊敬していたのだ。

「そんなに科学省に関心を寄せてくれているなんて嬉しいなあ！」

　アンドリューはにこにこ笑うが、イヴァンの方は苦い物を口にしているように眉み間けんにしわを寄せている。

　行ってはいけませんか？　ダメですか？　とセラフィーナが澄すんだ青い瞳でイヴァンを一いつ生しよう懸けん命めいに見上げていると、イヴァンはその目をチラリと見、軽くため息を零こぼした。

「おまえは誰の妻になるのか分かっているのか」

「もちろん、イヴァン殿下の妻になります。……けれど、それと科学省に足を運ぶのと、何か関係があるのですか？」

　心底分からなくて首を傾げるセラフィーナに、今度は深々とため息をつく。

「どうしても行きたいか」

「はい。ですが行くなとのご命令ならば従います」

　どうしてもどうしても行きたい。けれどイヴァンの意に反するのならば諦める。

「そんなに将来のお嫁さんが心配なら、イヴァンも来ちゃいなよ」

「冗談じゃない。おまえの居きよ所しよに足を踏み入れるなんてごめんだ」

　アンドリューの提案に、イヴァンは即座に首を振った。

　激しい拒絶を滲にじませる口く調ちように、言われた本人以外の者たちが、ハッと緊きん張ちようする。だがアンドリューはわずかほども笑顔を崩くずさず、ふられてしまったーとおどけた。

「心配しなくても平気だよ、イヴァン。セラちゃんがおまえの婚約者だなんてまだほとんど知られていないんだから。公おおやけになったら、それは少しは気をつけないといけないと思うけどね」

　イヴァンはそれでも嫌いやそうな顔をしていた。だが脇わき目めも振らずに見つめ続けるセラフィーナのしつこい視線に根負けしたのか、とうとう行っていいとうなずいたのだった。










　アンドリューの管理下にある科学省は、彼の居所である南の翼棟──イヴァンの居所と反対側──の、一番端にあった。

　穹窿ドーム型がたの屋根の建物の中に入った途端、セラフィーナは思わず声をあげた。

　建物内は、それそのものがひとつの部屋だった。間ま仕じ切きりがひとつもなく、またいると思っていた研究員の姿も、なぜかない。

「紹介できなくて残念だけど、今日は研究員全員、野外フイールド研究ワークに出掛けているんだ」

　ひとがいない代わりに、物の多さはただごとではなかった。

　床には研究材料と思おぼしき木材や金属、石せつ塊かい、あるいは発明途中らしいよく分からない物体がそこかしこに転がり、積つまれていて、歩く隙すき間ま分しか空いていない。

　また、室内の正面の壁には、天てん井じようにまで届かんばかりの巨大な歯車が据すえてあり、セラフィーナはそこに目がくぎづけになる。

「すごいわ。アンドリュー殿下、あの歯車はなんですか？」

「こっちに来て、見ててごらん」

　アンドリューは中央部の大柱を囲かこむようにしてある円形の机に向けて、歩きだした。

　セラフィーナは喜んで第一王子に続いたが、パメラとアンドリューの従者であるセスの歩みは遅い。

　長身で眼鏡めがねをかけた、文官と思おぼしきセスはパメラの好みではないようだが、どちらも仕える主が気を揉もむタイプであることから、親近感を持ったようだ。互いの顔を見合わせ、ひっそりとため息をついた。

「ドレスの裾、引っかけないように気をつけて。ほら、これ」

　机の上には、赤と緑と黒の色をした正方形の石が並んでいた。その正方形が、出っ張っていたり引っこんでいたりして面おも白しろい。

「まるで宝石でできたパズルのようですね」

「これがからくりの制御箱コントロールボックス。ここの赤の突とつ起きを押す」

　アンドリューが赤の突起を押すと、しばらくして巨大な歯車が、ギ、ギ、と音を立てながら、ゆっくりと回りはじめた。

「まあ」

　その歯車の動きに連動して、微かに地面が揺れた。

「な、なんか、揺れてません、か……？」

　パメラが小さく首を傾げる。

　そうね、とセラフィーナがうなずいたその時、ギィ、ギィ、と軋きしむ音を立てながら、床がゆっくりと動きはじめた。

「ゆ、床が……ッ！」

　パメラはその場に座りこみ、セラフィーナもまた、よろけて大柱に手をつく。

「殿下、これは……」

「ここはからくり部屋なんだ。歯車を使って、床を動かしているんだよ。窓をできるだけたくさん作って、いろんな場所の景色が見られるようにしているんだ」

　すごいでしょう！　とにこにこ笑うアンドリューに、心からうなずいたのは、恐らくこの場ではセラフィーナだけだっただろう。

「素晴らしいですわ。建物を回せるなんて、歯車の力って偉い大だいなのですね」

「でね、赤と緑を一緒に押すと」

「うひゃあっ……ッ！」

　入り口付近で座りこんでいたパメラと、助け起こそうとしていたセスが、一緒に叫さけんだ。

　床の回る速度が上昇したからだ。

「で、黒を押すと」

　また通常の速さに戻る。

「赤と黒の場合は、もっとゆっくりになって、緑と黒は停止。赤を連続して押すと、どんどん速くなるんだ」

「こことからくりを動かす歯車が繫つながっているのですね」

「そう。押してごらん」

「え、いいのですか？」

「もちろん」

　にっこり笑うアンドリューに、セラフィーナはそっと指先を伸ばした。

「嬢様おやめくださいまし～ッ！」

　背後でパメラが大声をあげる。……が、ほんの少し、遅かった。

　セラフィーナの指が、赤い突起をグッと押してしまったのだ。

　次の瞬間、突起に、ピシッと亀き裂れつが走った。

「あ」

　グゥン、と、聞き慣れない音がし、床が回る速度が、止まるくらいにまで落ちた。

　だが一いつ拍ぱくおいて、再び少しずつ少しずつ回り出す。

　しかもどんどん速くなってゆく。

　止まらない。

「アンドリュー、様。わ、わたくしの記憶違いでなければ、……この速度はいまだかつてなかったことかと」

　セスが恐る恐る問いかけてくる。

「うん、僕もないな。あれ？」

　突起が壊れたら、何はともあれ歯車は止まるはずなんだけど、とアンドリューは首を傾げた。

　歯車は、まるで何かに急せかされているかのような大きな音を立てながら、力強く回り続ける。

「このまま止まらない……なんてこと、ありませんよ、ね？」

　パメラのか細い声が聞こえてくる。

「歯車って一度回っちゃうと、別の力が加わらない限り止まらないんだよねえ」

　吞のん気きなアンドリューを見るパメラとセスの両の目が、限界まで見開かれた。

「セラちゃん、壊しっ子って聞いていたけど、本当だね。僕も結構壊すけど、セラちゃんほどじゃないなあ」

「す、すみません……。わたし浮かれていました」

「押してって言ったのは僕だから気にしないで。ええと」

　アンドリューは机や床をぐるりと見回す。

　その中からいかにも頑がん丈じようそうな、太く長い金属性の棒を手にした。そして、どんどん速度を増してゆく床の上を、確かな足取りで歩いた。

「殿下？」

「ちょっと何かに摑つかまってて」

　のんびりとした声でそう言うと、アンドリューは歯車の前に立ち、ぐっと足を踏ん張った。

「で、殿下、それはいけません、無茶です……！」

　アンドリューが何をするのか悟さとったセスが制止の声をあげたが、一瞬遅かった。

　ガッ！

　アンドリューは歯車同士の間に、金属の棒を躊ちゆう躇ちよなく突き立てた。

「ひゃああぁぁぁ──ッ！」

「いやぁぁぁぁぁぁ！」

　まるで地じ震しんのように激しく床が揺れ、パメラとセスはこの世の終わりでも迎えたかのごとき、恐ろしい悲鳴をあげた。

　ギ、ギ、ギ、ギ、ィ──。

　金属棒は、ぐにゃりと曲まがりながらも、歯車の動きに耐える。

　次第に床の動きが鈍にぶくなり、やがて時間をかけて、停止した。

　はぁぁぁ、とパメラとセスは手に手を取り合って、ぐったり肩を落とした。

「これは改良が必要だ」

　そう言いながらも、何事もなかったように振り返り、にっこり笑った。

「セラちゃん、網発射装置の飛距離を伸ばす実験をしようか。それともほかに何か目を惹ひいたものある？」

「あの、からくりの修理は……？」

「あとでするよ。あ、もしかして修理するところが見たい？」

「はい、お手伝いできることがあれば、ぜひ」

　後ろで、「いや、むりむり」とパメラが小さく突っこむ声が聞こえたが、アンドリューは嬉しそうに顔を綻ばせると、うなずいた。

「もちろん構わないよ。そうだ、地下を見てみる？　この大きな歯車だけでなく、地下室にはたくさんの歯車があるんだよ」

「はい、ぜひ！」

「嬢様、それはおやめになった方がよろしいかと……！」

「装置には触らないように気をつけるわ。からくりの構造を見てみたいの」

「じゃあ行こうか」

「はい。よろしくお願いいたします」

「嬢様～ッ！」

　部屋の隅にある扉に向けて歩きだすアンドリューについてゆくセラフィーナの足は、誰の目から見ても弾はずんでいる。だがそれに続く侍女と従者の歩みは、まるで葬そう儀ぎの参列者のように重く遅いものだった。
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　セラフィーナとパメラが科学省をあとにしたのは、すでに夕ゆう闇やみ迫せまる頃となっていた。

　すっかり長居してしまったが、セラフィーナは楽しいひと時を過ごすことができて、いつになく上機嫌だった。その分パメラはぐったりと疲ひ労ろうにまみれ、歩む速度も恐ろしく遅い。

「あのからくり部屋、アンドリュー殿下が自ら着工なさったなんて。明るく素直で素晴らしいお人柄とのお噂でしたのに……確かにそう思いましたけれども、まさかあんなにも無む邪じや気きなご気性だったとは……」

「また時間があったらおいでと仰っていただいたけれど、明日もうかがって大丈夫かしら。『富貴花』のことをお聞きするのをすっかり忘れていたわ。でも毎日では、ご迷めい惑わくをおかけしてしまうかもしれないわね」

　悩みどころだわと、セラフィーナは小さくため息をつく。

　その言葉の直後に、パメラがぴたりと立ち止まった。

「嬢様、こちらに足を運ぶのは今回限りになさった方がよろしいかと」

　セラフィーナは目を丸くして、どうして、と首を傾げた。

「嬢様の婚約者はイヴァン殿下であって、アンドリュー殿下ではないからです」

　それはもちろん分かっているわ、とうなずいたセラフィーナに、パメラは首を振った。

「お分かりになってはおりませんよ。アンドリュー殿下と嬢様が単なる珍妙奇天烈な創作物大好き同士であったとしても、世の方、ことにこの宮殿内にお住まいの貴族の方々はそうは思いません。婚前の男女が仲睦むつまじくしていれば、どうしたって噂が立つでしょう。面白おかしく、悪意を込めて噂されるのです。その辺りのところを、どうぞ充分に考えて行動なさってください」

　イヴァンがセラフィーナの科学省行きを渋しぶったのはそういう意味だったのだと、初めて気づいた。

　気づけなかった自分に、セラフィーナは反省する。

「もしどうしても科学省に足を運びたいのでしたら、どうぞイヴァン殿下もご一緒に。……ですが先刻のご様子では、イヴァン殿下はこちらにはお越しにならないかと思いますけれど」

　真顔のパメラに、セラフィーナもまた、己の立場をあらためて考える。

　自分の浅せん慮りよなおこないで、両殿下の名に傷がつくのは避さけたいと思う。

　寄宿舎生活をしていた時にも、興味の薄いことに関してはスルーしがちだったが、この場所で同じようにのんびりしていてはいけない。

「嬢様に申し上げようか、迷っていることがあるんです」

　イヴァン殿下のことで、とパメラは呟いた。

「殿下の、何を？」

「イヴァン殿下についての、恐ろしい噂を聞いてしまったんです」

「噂」

　宮殿内では本当に噂が多いらしい。

　それだけ時間を持て余しているひとが多いのだろうかと、セラフィーナは首を傾げる。

「先刻の、アンドリュー殿下への態度を見て、もしかしたらそれは噂ではないのかもしれないと思いました」

「アンドリュー殿下への態度って？」

「邪険になさっておられたでしょう？　兄君でいらっしゃるのにぞんざいな言葉遣づかいをなさって、ここには来るな、そっちには絶対に行かないって。……嬢様、イヴァン殿下は」

　パメラはひっそりと囁いた。

「……」

　そっと目を見開くセラフィーナに、パメラは口をへの字にして、何かをこらえているような顔をしている。

「パメラ。……けれどそれは噂でしょう？」

「ええ、噂です。噂であることを、あたしは願っています。でないと……」

　嬢様は、いったいどうなってしまうんですかと、パメラは泣きそうな声で呟いた。

　セラフィーナは思わず立ち止まった。

　いつでも明るく元気なパメラの、不安げな顔に、だがいつものようにセラフィーナは、大丈夫よとは言えなかった。

　そこへ、前方から数人がやってくる。

　そのうちのひとりを目にした途端、セラフィーナは思わず小さく声をあげた。

　昨夜北の翼棟に押しかけてきたクレメンツ侯爵だったのだ。

　クレメンツ侯爵もまたセラフィーナに気づいたようだ。

　驚いたように瞠どう目もくし、だがすぐに苦々しく唇を引き結ぶ。

　セラフィーナはゆっくりと回廊の脇に身を引く。だが侯爵一行はそのまますれ違うことはせず、セラフィーナの前で立ち止まった。

「セラフィーナ・アランデル、なぜ南の翼棟にいる」

「科学省で、アンドリュー殿下に研究の品々を見せていただいておりました」

　正直にありのままを言った途端、クレメンツ侯爵はぴくりと頰を引きつらせた。

「イヴァン殿下の許婚がアンドリュー殿下のもとに出向くなど、本当に何を考えているのか。こんな娘が王家に嫁とつぐなど、まったく嘆なげかわしい」

　憂うれいと怒りを内包した声が降り注ぐ。

「確かにわたしは何も知りません。分からないことはこれから勉学に努めたいと存じます」

「ご兄弟が不仲であることすらも気づけず、ここへやってくるようなボンクラに、王家の嫁は務まるまい。昨夜警告したように、早そう々そうに宮殿から立ち去るがいい。おまえのような者がイヴァン殿下のお傍にいれば、近い将来殿下に災わざわいが起こるであろう」

　セラフィーナは、じっとクレメンツ侯爵を見つめた。

「昨夜も申しましたように、殿下から申しつけられるまで帰郷するつもりはありません」

　きっぱりとそう告げた。そしてさらに、唇を開く。

「ご兄弟が不仲と侯爵様は仰いますが、そのような言葉は慎つつしまれた方がよろしいのではないでしょうか。本当に仲が悪いかどうかなど、傍はたからでは分からないかと」

「儂に口ごたえができる身分か。男爵家の娘風ふ情ぜいが」

　クレメンツ侯爵は、スウ、と表情を消すと、宝玉で飾り立てられた剣の柄つかに手を添えた。

「嬢様ッ！」

　背後のパメラに、セラフィーナはぐっと引っ張られる。よろけ、侯爵から目を離す。慌てて視線を上げた次の瞬間、鞘さやごと剣を振り上げた侯爵の姿が視界に入った。

　侯爵は無表情だった。

　まるで躾しつけができていない奴ど隷れいを従わせるかのように、淡たん々たんとした顔をしている。

　鞘を纏まとった剣が頭上から落ちてくる。セラフィーナは思わず、その鞘に掌をかざした。

　宝玉や『富貴華石』で飾られたそこに、一瞬だけ指が触れる。

「う……っ!?」

　すると鞘が、まるで土くれのように、ボロボロと形を失った。

「な、なんだ、鞘が……。貴様化け物か……！」

　化け物。

　そう罵ののしられた刹せつ那な、セラフィーナはハッと顔を強こわ張ばらせ、その場に棒立ちになってしまう。

　侯爵は顔を歪めながら、剝むき出しになった剣をセラフィーナに投げつけようと、腕を振り上げた、まさにその時。

「南の翼棟内でー」

「刃にん傷じよう沙ざ汰たは禁止ですわ」

　ふわりとやわらかなふたつの声がした。

　かと思うと、クレメンツ侯爵の両脇に、まるで白い花の妖よう精せいのようなふたりの少女が、音も立てずに現れた。

　ひとりは侯爵の剣を持つ手を押さえ、もうひとりは別の手を摑んでいる。

「な」

「ヴァレリア様の御ご前ぜんですわ、クレメンツ侯爵」

「どうぞお怒いかりをお鎮しずめくださいませー」

　ふたりの少女はそう言ってにっこり。

「ヴァレリア姫……!?」

　クレメンツ侯爵は剣を取り落とすと、周囲を見回した。

　南の翼棟、中央には大階段がある。その段上に、ひとりの少女の姿があった。

「……」

　セラフィーナもまた、その少女を認め、ハッと息をのむ。

「クレメンツ侯爵、困りますわ。闘とう技ぎ場じようならともかく、ここで乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを働くなんて」

　少女の声は、優しく、落ち着いた美しい音をしている。

「は……」

「しかも誰に向けて剣を振り回したの？　そのお方はイヴァン殿下の許婚ではないの？」

「そ、それは……」

「どちらが『口ごたえできる身分』なのかしら」

「確かにこの者はイヴァン殿下の許婚いいなずけとは申しておりますが、まだ正式ではございません。しかもこの娘の出自はたかだか男爵家の……」

「黙りなさい。貴方は殿下の許婚に乱暴な真ま似ねを働いたのよ。それは、わたくしに対して剣を振り上げたも同然ではないかしら」

　あくまでもやわらかな声こわ音ねだというのに、その場の空気は次第に冷たくなってゆく。

「そんな、とんでもないことでございます！」

「そう？　でも殿下が今の出来事を知ったら、きっとお怒りになるわ。両殿下ともね」

　クレメンツ侯爵は、その言葉にハッと口を噤つぐんだ。

「もう行って。そして己の屋敷で少し反省なさい」

「ヴァレリア姫、今回のことは……」

　どうか殿下には内密にと望む侯爵に、少女──ヴァレリア姫は、わずかに目を細めた。

「早くゆきなさい。わたくしを怒らせたいの？」

　その言葉とは裏腹に、声は最初から最後までゆったりと優しい響きをしている。
















　クレメンツ侯爵は従者らとともに、大急ぎでその場を去っていった。

　完全に姿が見えなくなった途端、

「ヴァレリア様ー」

「やりましたわ！　あのハゲオヤジをぎゃふんと言わせてやりましたわ！」

「痛つう快かいでしたー」

　白い花の妖精のようなふたりの少女は、きゃっきゃっとはしゃぎながら、ヴァレリアに向かって階段をかけ上のぼった。

「ふふ、気持ちよかったわね。これであの顔をしばらく見ずに済むわ」

「それもこれもー」

「イヴァン殿下の許婚であられるセラフィーナ様のお陰かげですわ」

「ねっ」

　段上の三人が、一いつ斉せいにセラフィーナを見下ろしてきた。そしてにっこり微笑ほほえむ。

　プラチナブロンドの髪を持つふたりの少女は、背丈も体型も髪型も顔立ちもドレスも、鏡かがみに映したようによく似ている双ふた子ごだった。

　その双子に挟まれて立つ少女に、セラフィーナの目はくぎづけになる。

　まるで夜を従えた精せい霊れいのような、艶つやめかしい美少女だ。

　髪は艶やかな漆しつ黒こく。瞳もまた、漆黒。対して肌は抜けるように白い。

　髪は結ゆい上げられ、そこに細工の美しい銀ぎん簪かんを、何本も差している。

　ヴァレリアが一段ずつ階段を下りるたびに、その簪かんざしが優ゆう雅がに揺れ、清流のような輝く黒髪が、さらりと胸元に流れ落ちる。

「アンドリュー殿下からお話はうかがっているわ。セラフィーナ・アランデルね」

「はい」

「怪我はない？」

「大丈夫です。お助けいただき、ありがとうございました」

　セラフィーナが礼を言うと、ヴァレリアはにっこり微笑んだ。

「礼を言うのはわたくしの方。あの侯爵ときたら、用事もないのに南の翼棟に日参してきては、わたくしやアンドリュー殿下に取り入ろうとしてばかり。いい加減あの顔を見るのも飽あき飽きしていたの」

「そうなんですか」

「それでいて娘をイヴァン殿下に嫁がせようとしていたのよ。両殿下のどちらにもいい顔をしておきたいなんて、本当に欲張りなひと」

　ヴァレリアはそう言って、愛らしくきゅっと唇を尖とがらせた。

　ちょっと怒ったような顔もまた魅力的だった。

「わたくしはヴァレリア・エメリー。ハミルトン王国の隣国エメリーからやってきたの。アンドリュー殿下のお嫁さんになるためにね」

　砕けた口調でそう言いながら、よろしく、と軽く小首を傾げた。

「セラフィーナ・アランデルです。こちらはわたしの侍女のパメラです」

「わたくしはリリ。ヴァレリア様の侍女を務めますー」

「同じくシャシャと申しますわ」

「よろしくお願いいたしまぁす」

　ふたりはギャザーのたっぷり入った純白のスカートを翻ひるがえして、くるりと回った。

　髪飾りをいくつもつけた、夏雲のようにふわふわの髪が、動きに合わせてふんわりと広がる。

　寸分の狂くるいもなく、ピタリと合った回転のあとで、キャッと弾けるような笑みを浮かべた。

　……なんで一回転？　と呟くパメラの横で、セラフィーナもまた、今のはエメリー国独自の挨拶の仕方なのだろうかと内心で首を傾げつつ、挨拶を返した。

「今日はもう遅いから諦あきらめるけれど、今度わたくしの部屋にいらして。美お味いしいお茶を用意して待っているわ」

　ヴァレリアはそう言って、輝くばかりの可か憐れんな微笑を浮かべた。
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　めまぐるしい一日だったと、セラフィーナは寝台に横になりながら、ふう、と息をついた。

　イヴァンから贈おくられたドレスを着て見て回った広大な王庭、床が回る研究室、そして美しいヴァレリア姫との出会い……。

　だが、

『化け物』

　そう叫ばれた瞬間を思い出した途端、スウ、と胸の内を冷たいものが通り過ぎる。

　目の前に、掌をかざしてみる。灯りを消しているために、ぼんやりとしか見えないが……この手は、

「壊し、手」

　イヴァンは咲きたての『富貴華石』を壊した時、動どう揺ようもしなかったし怒りもしなかった。

　気味が悪いと思ってもいないようだった。それどころかあの場面で求婚してきたのだ。

　求婚はともかく、動じなかったイヴァンに、セラフィーナは好感を持った。

　けれどそのイヴァンにもたくさんの謎なぞがある。

『イヴァン殿下は、アンドリュー殿下を押しのけて、ご自身が王位につこうと、そう考えていらっしゃる……そんな噂があるのです』

　アンドリューの居所の回廊で、パメラが囁いたのは、そんな内容だった。

　貴族たちに恐れられているのは、もしかしたらその噂ゆえだろうか。

　確かにイヴァンの言動は少し乱暴だ。わざと恐がらせているようにも見えるし、そう見せようとしているように感じる。

　まだ知らないことが多すぎるのだ。

　会話を交かわしたことさえ、数えられるくらいなのだから。

　そんな時にいろいろな噂を聞かされても、何が本当で何が噓かなんて分からない。

　──この目で確かめたことが、わたしにとっての真実。

　もう寝ようとセラフィーナが目を閉じる寸前に、微かに扉が開く音が聞こえてきた。

「……パメラ？」

　レースで埋もれた天てん蓋がい付つきの大きな寝台から、セラフィーナは起き上がる。普段から灯りはすべて消し、さらに分ぶ厚あついカーテンを閉めて眠るから、誰が入ってきたのか分からなかった。

［カーシュ］

　カシュカシュが小さく鳴く。その声に緊張感はなく、入ってきた人間にむしろ甘えているようだったから、セラフィーナはすっかりパメラが来たのだと思いこんだ。

「どうかしたの？」

　寝ね床どこから出ようとした時、足音も立てずに、誰かが寝台に腰を下ろした。

「……誰です？」

　パメラならば、そんな不ぶ躾しつけなことはしない。背筋が緊張で強張った。

「誰だと思う？」

「──殿下」

　声を聞けば、相手がイヴァンであることはすぐに分かった。

　イヴァンは含み笑いをしながら、セラフィーナにすい、と顔を寄せてきた。

「どちらかへお出掛けでしたか？」

　近づいてきたイヴァンの衣から、冷えきった夜気を感じる。

「庭に行っていた。今夜も咲きそうだったからな」

「庭。……『富貴花』の花庭ですか？」

　そう、とイヴァンはうなずく。

「王家の『富貴花』は、一斉に花を咲かせるのではないのですか？」

　貴族の娘が育てる『富貴花』は、時間差はあるが、ほぼ半日のうちに咲ききる。だが王家の『富貴花』はどうやら違うらしい。

「俺の『富貴花』はかなり気き紛まぐれで苦労させられる。だが今夜は運がよかった。『守しゆ護ご富ふ貴き花か』が咲いたからな」

「……『守護富貴花』ですか？　それはどういった『富貴花』なのですか？」

　初めて聞く名に、深い興味を覚えたセラフィーナは、自らイヴァンに顔を寄せた。

　ふ、とイヴァンが笑う気配がし、寝台の横に据え置かれたランプに灯が点ともった。

　寝台の周辺が、ほんのりと灯りに包まれる。

　イヴァンは手にしていた袋を逆さにして、『富貴華石』を白い敷しき布ぬのの上に、無む造ぞう作さにばら撒まいた。

「『守護富貴華石』以外は触ってもいいぞ」

「触りません」

　壊してしまうと分かっているのにと首を振る。

「どれが『守護富貴華石』か分かるか？」

　大小さまざまな『富貴華石』だ。

　立派なものは、大きさがセラフィーナの掌ほどもある。光にきらめいて、えもいわれぬ美しさだ。

　小指の先ほどの大きさしかない『富貴華石』もあった。

　本来ならばこの大きさでは、出来がいいとはいえない。加えて澄んだ明るい色ではなく、黒く濁にごっている。

　だがセラフィーナの目は抗あらがいがたく、その小さな『富貴華石』に惹きつけられた。

「普通でしたら、大きくて立派なこちらではないかと思うのに、どうしてでしょう、この、黒く小さなものから目が離せません」

　ひっそりとセラフィーナは囁いた。

「当たりだ。これが『守護富貴華石』」

　イヴァンがひょいと小さな『富貴華石』を指先でつまむ。

「これは花びらじゃなくて、真ん中の核が結けつ晶しよう化かしたものだ。大きさといい色といい、『富貴花』の種にそっくりだろう」

「はい」

「今のところ俺しか『守護富貴花』を咲かせられないらしい。アンドリューには無理だったし、父上は咲かせようという気にもならないようだ」

「イヴァン殿下しか……」

「しかもこれは滅めつ多たにできないんだ。俺が『富貴花』を育てるようになってから四年が経たつが、今までたったの三つしか収しゆう穫かくできていない」

「貴き重ちようなものなのですね」

　そう、とイヴァンはうなずいた。

「セラフィーナ」

「はい？」

「これからエーヴリーの聖堂に行く。おまえを連れてゆくと約束したからな。用意をしろ」

「これから……今からですか？」

　もうすでに城門は閉じられているのに、出掛けるというのか。

　目を丸くして驚くセラフィーナに、イヴァンは事もなげにうなずいた。

「夜間の移動は危険ではありませんか？」

「夜盗に後おくれを取ると思うか？」

　俺が。

　そう言ってイヴァンは不ふ遜そんに笑った。その笑みに、これは冗談ではなく本気なのだということが、セラフィーナにも伝わる。

　一瞬、イヴァンの噂が胸をよぎる。だがセラフィーナはうなずいた。

「……少しお待ちください。着替えて参ります」
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　カタカタカタ、と進む馬車は、揺ゆれが少ない。

　四人が乗車できる箱馬車内には、イヴァンとセラフィーナしか乗車していない。

　パメラを連つれていこうか迷ったが、イヴァンはあまり望んでいないようだったから、一筆残して部屋を出ることにした。カシュカシュも連れてきていない。

　きっと心配するだろうし、帰ってきたら、ガミガミと説教をされるだろう。けれどやはりイヴァンの意に副そう方を、セラフィーナは選んだ。

　このエーヴリー行きが、ただの観光ではないことを察したからだ。

「イヴァン殿でん下かはよく宮殿の外に出られるそうですが、いつもこんな感じでお出掛けになるのですか？」

　真夜中の出発は困こん難なんではないかと思っていたのだが、セラフィーナが意外に思うほど、城門はあっさりと開かれた。

　しかも門を開ける際、御ぎよ者しやのグレンが、門番に何か手渡していたようだった。

　何か──金銭だ。

「簡単に出られただろう」

「ええ、びっくりしました。宮殿を守るはずの門を、あんなに容よう易いに開けてもいいのでしょうか」

「いいと思うか？」

「よくないと思います」

　いくら周囲の国々との外交が上う手まくいっていて、戦いくさの心配がないハミルトン王国であったとしても、もし内通者がいたら、賊ぞくは簡単に宮殿に侵入できてしまうだろう。

「今の宮廷はあんなものだ。賄わい賂ろの横行、ひとを蹴け落おとし、貶おとしめ、失しつ脚きやくさせようとする輩やから、外には漏もれていないが、暗殺なんかも特別なことじゃない。そんなのは、まあいつの時代でも同じだろうが、──何よりそういう現実を正視しようとしない父上が、一番たちが悪い」

　イヴァンの声が、苦く歪ゆがむ。

「……殿下」

　イヴァンは宮殿内に広がる腐ふ敗はいを憂うれいている。だがそれは同時に、だからこそ自みずからが王となろうと考えている……そんなふうにも想像できて、セラフィーナは小さく首を振った。

「最初におまえを妾しようにと言ったことを覚えているか？」

「はい、もちろん。愛あい妾しようとはどんな存在なのか、今勉強をしているところです」

　真正直にそう告げたら、イヴァンの目が丸く見開かれ、そうして喉のど奥おくでおかしげに笑いだした。

「勉強だって？」

「はい。図書室に日参しまして、歴史に名を残した寵ちよう姫きたちの自じ叙じよ伝でんを読んでいるんです」

「ふーん。それで、愛妾が何をしているのか理解できたか？」

「それが、今のところ少々難なん航こうしております。表現があまりにも比ひ喩ゆ的てきで、いったい何をどうしているのかさっぱり。まるで暗号のようです」

　む、と小さく唇くちびるを尖とがらせるセラフィーナを見み下おろすイヴァンの瞳ひとみには、先せん刻こくの憂いは見つからない。

「おまえと話しているとどうも和なごむな」

「和み、ますか？」

　そんなふうに言われたことは、一度もない。学友たちと長く会話を続けていると、次第に呆あきれられたり退たい屈くつそうな顔をされたりしていたのだが、イヴァンはそうではないようだ。

「──妾にと言ったのは、おまえにはその方がいいと思ったからだよ」

「わたし？」

「俺──王族──と正式に結婚したら、死ぬまで別れることはできない。法で決まっているからな。だが愛妾ならば、おまえに、本当に愛する者ができた時に手放してやれる」

「……本当に愛するひとができた時」

　そう、とイヴァンはうなずいた。

　セラフィーナはイヴァンを傍そば近ちかくで見上げると、小さく声を零こぼす。

「イヴァン殿下がわたしの愛するひとになるのではないのですか？」

「──」

「イヴァン殿下はなぜ、わたしを妻にと望まれたのです？」

「……『富ふ貴き華か石せき』を壊こわした代だい償しようと言っただろう」

「もちろんそれもあるかと思います。けれどそれだけではないように思うのは、わたしの考え違いでしょうか？」

　イヴァンは息をすることを忘れたかのように、一切の表情を消した。

「殿下？」

　しつこいと怒られるだろうか。けれどセラフィーナは、イヴァンの想いと、自分をここまで連れてきた、その理由を知りたかった。

「おまえは──」

「はい？」

　イヴァンは、だが言葉を続けようとはしなかった。微かすかに目を伏せ、そして次に発した言葉は、セラフィーナの背筋を硬かたく強こわ張ばらせるものだった。

「おまえを妻にと望んだのは、間違いだったかな」

　イヴァンはそう言ったきり、ふっつりと黙だまりこむ。そしてセラフィーナもまた、その言葉を受けて、何も言えなくなってしまった。










　到着しました、と御者を務つとめるグレンの声に、セラフィーナはハッと窓から外を覗のぞく。

「……金色の花だわ」

　宮殿でも見ない珍めずらしい金色の花が、視界いっぱいに広がっていた。

「どうぞ」

　馬車の扉とびらが開けられた途と端たんに、甘い芳ほう香こうがぐんと迫せまってきた。

「暖かいのですね」

　ハミルトン王国は、寒さの厳きびしい国だ。

　セラフィーナの故郷であるアランデルは常とこ冬ふゆの地といわれ、一年中外がい套とうなしでは過ごせない。峻しゆん厳げんなアルテン山脈から、冷たい風が始し終じゆう吹きつけてくるからだ。

　アランデルほどではないが、ほかの地域も寒いのだろうと思っていた。だがそれは、セラフィーナの思い違いだったようだ。

　無人島エーヴリーは、外套なしでも歩けるほどの陽気だった。

「満開ですね」

「ここはいつでもそうだ。一年中この花が咲いている。だが」

　イヴァンが会話を再開してくれたことに、セラフィーナはホッとする。馬車の中で黙りこんでから、初めての言葉だった。

　イヴァンが歩きだし、セラフィーナもあとに続く。

「だが、……なんですか？」

「見てみろ」

　イヴァンが指した方向に目を向けた途端、あ、と思わず声をあげた。

　一年中咲いているという金色の花が、枯かれていた。しかもかなり広範囲に及およんでいて、よくよく観察すれば、広大な花畑の半分の花が、力なくうなだれている。

「どうして？」

「暖かいからだ」

「気温が、花が萎しおれるほどに上昇しているということですか？」

　そう、とイヴァンはうなずいた。

「行くぞ」

　イヴァンは花畑を抜けて、島の中央にある、こんもりとした森に向かった。

　森の入り口には立ち入り禁止と立て札があったが、イヴァンはそれを無視して中へ入ってゆく。

「この島だけではない。ハミルトン王国全体の気温が最近上昇している」

　そういえば、王都ハミルティアでも、最近外套がいらないくらいの陽気が続いている。

　寒い地域だから、暖かくなるのは歓かん迎げいすべきことだろう。だがそう簡単には喜べない事情があるのではないかと思うほど、イヴァンの浮かべる表情は厳しい。

　しばらく歩くと、尖せん塔とう型がたの聖堂が見えてきた。

　無人島にあるのはもったいないくらいの、とても立りつ派ぱなものだ。貴族の館やかたほどに大きい。

　だがひとが住む館ではないことは、窓がひとつもないことで察せられた。

「グレン」

「はい」

　イヴァンの求めに応じ、グレンが手にしていた革製の袋から鍵かぎを取り出した。

　石造りの堂の中で、ただひとつの出入り口であろう玄関の扉だけが、堅けん牢ろうな金属でできていた。鍵もひとつではなく、上、真ん中、地面近くと、三カ所もある。

　グレンがひとつひとつの鍵を、丁てい寧ねいに開けた。

　イヴァンが近づくと、か細い音が、セラフィーナの耳を打った。

「この音は……？」

　高く澄すんだ音から、歩みを進めるにつれ、次第に不ふ快かいなものへと変わっていく。

「セラフィーナ」

　イヴァンが手を差し出してくる。

　躊ちゆう躇ちよはしなかった。

　イヴァンがいつも宮殿を抜け出し、いずこへかゆくその理由が、ここ──聖堂の中──にあると、セラフィーナは直感したからだ。

　迷わず歩む。そしてイヴァンの掌てのひらに、己おのれのそれを重ねた。

「お待ちください、イヴァン様、セラフィーナ様。これを」

「？　なんですか？」

「耳みみ栓せんにございます」

　今もひっきりなしに音は響ひびいている。

　セラフィーナは素す直なおに受け取り、耳に栓をした。

　すると嫌いやな音がずいぶんと和やわらいで聞こえるようになり、セラフィーナはほっと安あん堵どした。

　グレンが、周到に用意していた角灯ランプに火を点ともしてから、中に入る。

　むっとするような湿しつ気けに、セラフィーナは小さく眉まゆ根ねを寄せる。

　浴場でもない限り、この湿度は経験したことのないものだった。

　湿気と同時に感じたのは、きつい匂におい。

　先刻の、金色の花の香りをさらにぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしたような、強きよう烈れつに甘い匂いだ。

　まるで強い酒を飲まされたように、頭の芯しんが痺しびれる。

　呼吸をするたびに、ひたひたと甘い匂いが全身を回ってゆく。

　──歩けるか？

　セラフィーナの指を、イヴァンが強く握にぎった。唇くちびるが、そう動く。

　──大丈夫です。

　──少し歩くが我が慢まんできるか？

　はい、とうなずき、イヴァンを見上げた。

　イヴァンに手を引かれて聖堂内を進んだ。

　濃のう密みつな匂いに時折むせながらも、セラフィーナは周囲を見回した。

　石造りの内部は、ガランとしていて何もなかった。

　窓もないから陽光や風が入ってこない。暗くて、空気もよどんでいて、聖堂というよりまるで牢ろう獄ごくだと、セラフィーナは思う。

　イヴァンは奥に長い聖堂を、迷いのない足取りで進んでゆく。

　しばらく歩くと、扉があった。出入り口の扉同様、ここも金属でできていて、鍵にいたっては五つもある。

　グレンが鍵を開け、扉が開いた。

　すると、それまでひっきりなしに聞こえていた嫌な音が、なぜかピタリと止まった。

「……？」

　セラフィーナは首を傾かしげ、扉の先にある部屋へと目を向けた。

「──ッ!?」

　双そう眸ぼうがくっきりと見開かれ、そのまま全身が硬く強張った。

「あ……」

　あれは、なに。

　そう、口にしたはずだった。けれど実際には、声にならなかったのかもしれない。

　セラフィーナは、部屋の中央にある『それ』から、目が離せなかった。

　室内は、驚くくらい明るかった。

　通ってきた通路には窓ひとつなく、角灯ランプがなければ周囲などまったく見えなかった。だがこの部分は、天てん井じように大きな窓があり、そこから燦さん々さんと日の光が降ふり注そそいでいた。

　だから、見えてしまった。

『それ』が。

『それ』は、建物の天井近くまでの高さがあった。

　形は巨岩のようだが、ぬらぬらと表面が青黒くぬめっている。

　聖堂に入った途端に感じた強きよう烈れつな甘い香りは、『それ』から漂ただよってきていた。香りはふいに強く香ることがあり、同時に、体液のような黒い分ぶん泌ぴつ液えきが、ツゥ、と青黒い表面を濡ぬらす。

　ドクン、ドクン、と、心しん臓ぞうが音を刻きざむかのような、規則正しいリズムが聞こえてくる。

　さらに、

　──ィ、キィ……。

　金属同士をこすり合わせているような、耳みみ障ざわりな音もする。

　目の前の『それ』が立てる音だ。

　セラフィーナは、初めて見る『それ』がなんなのか分からなかった。

　形を見れば鉱こう物ぶつ、ぬめる部分や香りは植物にも思え、だが音を立てているのだから、生物とも取れる。

　目にするどの部分にも、嫌けん悪おを抱いだかずにはいられない、醜しゆう怪かいさが滲にじんでいる。だが得体の知れない『それ』に、セラフィーナは畏い怖ふを感じていた。

　気味が悪い、という言葉だけでは片付けられなかった。

「──イヴァン殿下」

『それ』に目を奪われながら、セラフィーナは密ひそやかにイヴァンを呼んだ。

　イヴァンは、『それ』ではなく、セラフィーナの顔を注意深く見つめていたから、すぐにその呼びかけに気づいた。

「これは、なんですか」

　唇の動きで、イヴァンはなんと問われたのか分かったようだ。

　セラフィーナの耳栓のひとつを外はずし、静かに告げた。

「『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』だ」

　答えは、思ってもみないものだった。

『守護富貴華石』。

　それは昨夜イヴァンが見せてくれた、指の先ほどの、小さな『富貴華石』ではないか。

　それがどうしてこんな形になってしまっているのか。

「『富ふ貴き花か』は王都ハミルティアにしか咲かないことは、おまえも知っているだろう」

「ええ、もちろん」

『富貴華石』は他国との貿易で、ハミルトン王国の主しゆたる財源となっている。

　貴族の娘たちは、首しゆ尾びよく『富貴華石』を収しゆう穫かくできた場合、その半分を国に収おさめると定められていた。

　不ふ思し議ぎなのは、『富貴花』は王都ハミルティアの花庭にしか決して咲かず、また王族の血筋の者でなければ咲かせることができない、というところだ。

　たとえハミルトン国内であっても、ハミルティア宮殿外では『富貴花』は咲かないし、平民ではやはり『富貴花』を咲かせることができない。

『富貴華石』は咲かせた者の力によって、脆もろくも硬くもなる。硬い『富貴華石』は宝石同様に女の身を飾るが、脆い『富貴華石』は砕くだいて加工される。

　砕かれた『富貴華石』は、館の壁、家具、馬車といった大きなものから、ペン軸じくや食器などといった身近なものにも使われていた。

「『守護富貴華石』は『富貴華石』とは比べ物にならないほど硬い。普通では壊れないんだ」

　普通では壊れない。

　その言葉を聞いた瞬間、セラフィーナの胸に、小さな冷たい塊かたまりが落ちてきた。

「……殿下。『守護富貴華石』がこの場に据すえられている理由はなんですか」

　イヴァンは巨大な『守護富貴華石』から目を離すと、そのままセラフィーナに向けてきた。

「──『守護富貴華石』があるのはここだけじゃない。国の要所である七カ所に据え置かれている。名のとおり、これは国を守っているんだ。ほかの国から攻め入られることや、大きな自然災害から」

「『守護富貴華石』が……」

　にわかには信じがたい。

　だがもし。

　もしそれが本当のことなのだとしたら。

「『守護富貴華石』はなぜこのような形になってしまったのですか？」

「さあな。──この国の悪いものを吸い続けたからか？」

　イヴァンは皮肉げに唇を歪めながら、そんなことを言った。

「『守護富貴華石』は、では病気なんでしょうか」

「かもしれないな」

　昨夜見た、小指の先ほどの大きさの『守護富貴華石』が、こんなにも巨大化し、しかも鉱物ですらない形になってしまっている。

　体液が噴ふき出すたびに、キィィキィィ、と声のような音を立てる。

　もし痛覚があるのなら、それは痛みを訴うつたえる嘆なげきの声なのではないかと、セラフィーナはそう感じた。

「……殿下がわたしをここに連れてきた、その理由をお聞かせください」

　訊きかなくても分かっている。分かっているが、訊かずにはいられなかった。

　イヴァンは真まっ直すぐに、セラフィーナを見据えてきた。

　初めて出会った時と同じ、迷いのない、率直な瞳だ。

「『守護富貴華石』を新しい物に交換したい。だから今ここにある『守護富貴華石』に触れてくれ」

　──ああ、やはり。

『守護富貴華石』を壊こわせと、彼は言っているのだ。

「もうこれは寿じゆ命みようだ。このまま放っておいたら、ハミルトンはそう遠くない将来に消滅するだろう」

「──」

　イヴァンの声はとても静かで、国の一大事を告げているようには聞こえなかった。

　彼がどういう経けい緯いを経へて、そう結論づけたのかは知らない。突とつ拍ぴよう子しもない話だ。だがその言葉のうちに噓うそは感じない。強い信念がうかがえた。

「……消滅」

「新しい『守護富貴華石』が収穫でき、そして俺の手元にはおまえがいる。こんなにいいタイミングは、恐おそらくそうはない」

　イヴァンは懐ふところから生まれたての『守護富貴華石』を取り出し、光にかざした。

　すると次の瞬間、まるで雷いかずちに打たれたかのような衝しよう撃げきを感じ、セラフィーナは思わずきつく目を閉じた。

　衝撃は、物理的なものではなかった。

　──音。

　耳をつんざかんばかりの、強烈な音が、洪こう水ずいのように押し寄せてくる。

　まるで何者かの断だん末まつ魔まのような、凄すさまじい音……否いな、声、だった。

　拒否、拒否、拒否──！

『守護富貴華石』の咆ほう哮こうは、新しい『守護富貴華石』を全力で拒きよ絶ぜつしていた。

「あ、ああ……ッ！」

　痛みすら感じるほどの音にさらされ、セラフィーナはその場に座りこみそうになる。するとその寸前で、力強い腕がセラフィーナを引き寄せてきた。

　イヴァンに抱きしめられているのだと気づいたセラフィーナは、そっと目を開ける。

　見上げたイヴァンの顔にも、苦痛が滲んでいる。

　イヴァン殿下、とセラフィーナは呼ぶ。けれど自分の声すらも聞こえない。

　ただ、目に映うつるイヴァンの、その唇が、何かを告げている。

『守護富貴華石』に触ふれてくれ、と。

　イヴァンが自分を望んだ理由はこれだと、セラフィーナは悟さとった。

『富貴華石』を壊すことができるから、だからイヴァンはセラフィーナを己の手元に置いておくために、妻になれと言ったのだ。

　ジン、と頭の芯が痛んだ。頭だけではない。胸の奥までもが、何かに締しめつけられているかのような、苦痛を感じる。

　それは古い『守護富貴華石』の絶ぜつ叫きようのせいか、あるいは。

　──信じてもいいのだろうか。

　今の話を。──イヴァン自身を。

　彼が本当のことを言っているのか分からない。

　あるいは、こうも考えられる。

『守護富貴華石』が、本当にこの国の守護をしていたとする。もう寿命が来ていて、それなのに壊すことができないのも本当だとしよう。

　だがこれを壊した時、イヴァンは本当に新しい『守護富貴華石』を据えるのだろうか。

　──アンドリュー殿下を押しのけ、自らが王になろうと画かく策さくなさっているという噂うわさが……。

　パメラの声が耳に木霊こだまする。

　もし噂が事実ならば、イヴァンは『守護富貴華石』をセラフィーナに壊させ、国の守護を奪おうとしているのかもしれない。

　恐ろしい企くわだてを、セラフィーナの『壊し手』を使って成なし遂とげようとしているのかもしれない。

『守護富貴華石』の凄まじい声に邪じや魔まされて、思うように思考ができない。

　頭が痛い。胸が痛い。痛い。痛い。

　イヴァンの腕が、ぎゅっとセラフィーナを抱きしめる。

　ひっきりなしに響く『守護富貴華石』の声に眉根を寄せながら、その瞳にはセラフィーナを気き遣づかう色が浮かんでいる。

　まだ出会って間もない。

　それでもセラフィーナがイヴァンを好ましく思ったのは、『富貴華石』を壊しても、それを特異なこととは言わなかったからだ。

　嬉うれしかった。

　だがそれは、イヴァンが『守護富貴華石』を壊したがっていたからかもしれない。

　壊せない『守護富貴華石』を壊せるセラフィーナが手に入ったから。

　信じる。信じない。

　セラフィーナの心は、初めて迷いを経験していた。

　イヴァンを信じればいいのか、それとも疑うべきなのか。

　分からない。

　けれど。

　セラフィーナの心は、イヴァンを信じたがった。疑いたくはなかったのだ。

「……分かりました」

　声は、聞こえないだろう。だがセラフィーナはそう言って、イヴァンの腕の中から身を退ひいた。そして身み悶もだえるように震える『守護富貴華石』へと手を伸ばす。

　触れる。

　刹せつ那な、セラフィーナの全身を貫つらぬく、強い衝撃があった。

「あ、あ、ああああ──ッ！」

　指先から足の先まで、痛みが奔はしる。

「セラフィーナ!?」
















　イヴァンの叫さけび声。

　だが彼から伸ばされる腕も、寄せられる顔も、頭の中を狂ったように駆かけ巡めぐる映像に塗ぬり潰つぶされてゆく。

　血──争い──怒号──苦痛──……。

　目の前の『守護富貴華石』が揺れ、ガラガラと音を立てながら、壊れてゆく。

　悲鳴のような声が、次第に細く、小さくなってゆき、やがてなくなった。

　そこまでを見届けた瞬間に、目の前が暗くら闇やみに閉ざされる。

　そのまま、意識がプツリと途と切ぎれた。
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　おじいさま、おじいさまあ。

　悲しくて、しくしく泣きながら祖そ父ふを呼んだ。手にはバラバラに壊れてしまった宝石箱。

『おばあさまからいただいた箱を壊してしまいました。どうしてわたしが触ると、きれいなものはみんな壊れてしまうの？』

　涙がポロポロ零れ落ちる。その雫しずくを、しわのたくさんある、温かな手が拭ぬぐってくれた。そして座りこむセラフィーナを、ひょいと抱き上げた。

『おまえは儂わしと同じで、壊す王様の血を強く引いているのだなあ』

『こわす、おうさま？』

　そう、と祖父はうなずいた。そしてにっこり笑う。

『物が壊れるのを見るのは寂さびしくて悲しいことだな。だがセラフィーナ、覚えておいで。それはおまえに与えられたひとつの個性であることを』

　そんな個性などいらない。普通の手が欲しい。物を壊さない手が。

　そう言って泣くセラフィーナを、祖父は優しく宥なだめた。

　──祖父は。

　もしかしたら、知っていたのかもしれない。

『富貴花』を咲かせる者がいるのと同様に、『富貴華石』を壊す者も必要となる日がくることを。
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　身体からだがだるい。そして節々が軋きしむように痛む。

　目覚めた途端に、再び眠りの中に戻りたいほどの、強烈な疲ひ労ろう感かんが、セラフィーナに迫ってきた。

　室内は薄うす暗ぐらい。分ぶ厚あついカーテンが閉められているから、時刻が分からなかった。

　寝台の横に据えられたランプのやわらかな灯あかりに、セラフィーナは目を細めた。

　時間の感覚がなくて、セラフィーナは軽く混乱する。だがすぐに、エーヴリー島での出来事を思い出し、思わず身を起こしかけた。

「あ、……いた、い……？」

　どうしてこんなに全身が痛むのだろうと首を傾げていると、

「嬢じよう様さま……ッ！」

　我が侍じ女じよの声が飛びこんできた。

　パメラは寝室の扉を開け放したまま、セラフィーナに走り寄ってきた。

「どうしたの。血相を変えて」

「どうしたのではありませんよ！　いったいどれだけ昏こん睡すい状態だったとお思いです!?」

「……どれくらい眠っていたの？」

「丸一日ですよ！　その間全然起きないし、動かないし、それなのにうわごとみたいにずっとうなされていらっしゃったんですから……あたしもう、嬢様が起きないかと思って、どうしよう、って……」

　最初は怒っていたはずなのに、パメラは声を詰まらせ、最後には泣きだしてしまった。

「……ごめんなさい。心配をかけてしまったのね」

　パメラはひとしきり泣くと、ぐいと涙を拭ぬぐう。そして、お目覚めになって本当によかったですと、ぽつりと呟つぶやいた。

　だが、

「それで」

「何？」

「いったいあの日、どこに行かれたのですか。あたしを置いて」

　安あん堵どしたら、また怒いかりが募つのってきたのだろう、パメラの目が吊つり上がった。

「ええと、その前に、わたしどうやって帰ってきたのかしら？」

「朝にはすでに寝台はもぬけの殻から、夕刻にお戻りになった時には、嬢様は意識を失ってぐったりしておいででした。すぐにお医者様が呼ばれて診みていただきましたが、極度の疲労としか診しん断だんされませんでした。それから丸一日、何をしてもお目覚めにならなかったんです」

　そうだったの、とセラフィーナはうなずいた。

「そうだ、お医者様を呼んできますね」

「待って、パメラ。イヴァン殿下はいずこにいらっしゃるかしら」

　イヴァンの名を口にした途端、パメラの頰ほおが引きつった。

「パメラ？」

「知りませんよ。殿下はお医者様の診立てを聞いたらすぐにお出掛けになりました。それから一度もお顔を拝見しておりません」

「そうなの」

　パメラはカッと目を見開いた。

「そうなの、じゃありませんよ！　いったい何をどうしたら、極度に疲労するような目に遭あったっていうんです……！　殿下に何をされたんですか！」

「何、って、殿下には特に何も」

「じゃあ、嬢様が極度に疲労するのを、殿下は黙って見ていたってことですか!?」

「それは……殿下にはできなくて、わたしにはできることだから」

　思わずそう言ったセラフィーナを、パメラが、は？　と首を傾げた。

　パメラは一度息をつくと、居住まいをただし、セラフィーナを真っ直ぐに見据えた。

「嬢様、あの日あったことを、一いつ切さい合がつ切さい教えてくださいまし。教えていただくまで、あたしここから動きませんから！」

「……話すのは構わないけれど、その前に」

「なんですか」

　何を言われても、てこでも動きませんよとパメラは強きよう硬こうに主張する。

　セラフィーナは自らの腹を押さえて、小さくお願いした。

「お腹なかがすいてるの。何か食べたいのだけど」










　ほぼ二日ぶりの食事のため、消化によいものが揃そろえられた。

　口に入れた途端、すう、ととろけてしまうほど、ふわふわとやわらかくほんのり甘いパン。

　野菜や肉をとろとろになるまで煮に込こんで丁てい寧ねいに裏ごしされた、栄養たっぷりのスープ。

　清涼感のあるさっぱりとした甘みの果物をすりおろし、蜜みつを加えた飲み物。

　それらをすべてお腹の中にしまいこみ、ようやくひと心地がついたところで、今度は医者がやってきた。

　診察の結果、特に異状はないということで、ほっと胸を撫なで下おろす。

　夜も更ふけた頃に、エーヴリー島での一件を、パメラにぽつぽつと話して聞かせた。

「つまり嬢様は、イヴァン殿下を疑うより信じる方を選んだということですね」

「……ええ、そう」

　これまで十七年間生きてきて、セラフィーナは何かに対して迷ったことなどほとんどなかった。

　けれどあの時、セラフィーナは確かに信じるか疑うか迷った。

　それでも最後には信じたのだ。

　イヴァンの言葉を。

「イヴァン殿下が、王になろうと考えている、という噂がある、その理由をご存じですか？」

　いいえ、と首を振ると、パメラはじっとセラフィーナを見つめた。

「イヴァン殿下は、陛へい下かにも、亡なくなられたお后きさき様さまにも似ていらっしゃらないことから、お后様の──姦かん通つうによって生まれたのではないか、と言われております」

「陛下のお子ではないと、そんな噂がまことしやかに流れているというの？」

　はい、とパメラはうなずく。

「ですから……、陛下は、その、あまり、イヴァン殿下とはお会いにならない、と」

　パメラは少し言いづらそうに、そして恐らくは言葉を選んで、セラフィーナに伝える。

　あまりイヴァンとは会わない、だけではないようだ。王はイヴァンを──疎うとんでいる。だからこそ、イヴァンは己の不ふ遇ぐうを怨うらみ、自ら王となろうとしている……そんな噂なのだろう。

「……宮殿内には本当にたくさんの噂が流れているのね。いったいどれが本当で、どれが噓なのか、まるで分からないわ」

　けれどひとつだけ知った事実がある。

　イヴァンが妻にと望んだのは、セラフィーナが『富貴華石』を壊せる手を持つから。

　そこに、イヴァン自身のセラフィーナという人間に対する特別な感情はない。

　セラフィーナは、自らの手をじっと見つめた。

　イヴァンが必要としているのは、この、『壊す、手』。

「嬢様？」

「あ。……なんでもないわ」

「もうおやすみになりますか？　まだ全快なさっていませんし、ゆっくり休んでください」

　セラフィーナは手から目を離すと、ありがとう、とうなずいた。

　だが丸一日眠っていたセラフィーナに眠気はやってこず、しばらく寝台の中で寝返りを打っていたが、諦あきらめて起き上がった。

　カーテンと窓を開けて、テラスへ歩みを進める。

　ガウンを羽は織おっていれば寒さを感じない。

　こんなに暖かくなったのはいつからだろうと、王都にやってきた二年前のことを思い出してみた。

　単純にアランデル領より暖かな気候だと思っていたのだが、もしかしたらもうずっと前から、気温は上昇し続けてきたのかもしれない。

　もし、あの『守護富貴華石』が本当に外敵や過か酷こくな自然からハミルトン王国を守ってくれていたのだとしたら、どれほど強大な力を持っているのだろうか。

　苦しげに、身み悶もだえをするように震えていた、古い『守護富貴華石』。

　それをセラフィーナは壊した──死を与えたのだ。

　ため息をつき、息を吸った瞬間、『守護富貴華石』が放っていた、甘い甘い香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　はっと肩を強張らせたのと背後に気配を感じたのは、ほとんど同時のことだった。

「もう起きても大丈夫なのか」

「──イヴァン殿下」

　躊ちゆう躇ちよがセラフィーナの胸の内をよぎったが、それは一瞬のことだった。

　ゆっくりと振り返る。

　月の光が、イヴァンの表情をはっきりと見せる。

　いつもと違う──これまでセラフィーナが見たことのない顔をしていた。

「どうか、なさったのですか？」

「何が？」

「猛たけった顔をなさっておいでです。……まるでほんの少し前まで、剣を振るっていたかのような。それでいて、何かを憂いているようにも見えます」

　イヴァンは一拍、口を噤つぐんだ。だがすぐに、微かに唇を歪めて笑う。

「おまえは妙なところで鋭するどいな。そのとおり、ここに来るまで、勝てない相手と戦っていた」

　外は冷えるから部屋の中に入れと、イヴァンはセラフィーナの腕を引っ張った。そのまま長なが椅い子すへと誘さそい、セラフィーナを座すわらせる。

「身体の調子はどうだ」

「もう大丈夫です。……殿下もお座りください」

　イヴァンは少し迷ったようだが、重ねてすすめると、隣に腰を下ろした。

　ふわりと漂うのは、やはり、あの甘い香りだ。

「悪かったな」

「はい？」

「おまえが倒れたのは、古い『守護富貴華石』に触れたからだろう。おまえという存在を手に入れられたことに浮かれて、あれに触れた時になんらかの不調をきたすかもしれない、という予想すらしていなかった」

「無事に新しい『守護富貴華石』を安置できたのですか？」

「……ああ」

「なら、よかった」

「痛い思いをしたのに、よかったと言えるのか」

　イヴァンの声は低い。それが怒っているようにも聞こえたから、セラフィーナは軽く首を傾げた。

「あの場所には新しい『守護富貴華石』を据え置くために出掛けたのでしょう？　首尾よく替えることができたのですから、「よかった」ではありませんか？」

　本当に『よかった』と思っているのに、なぜか心が少しずつ削けずられてゆくような痛みを感じて、セラフィーナは戸と惑まどっていた。

「……」

「それより、勝てない相手と戦っていたとは、どなたのことですか？」

　その戸惑いをなくしたくて、努めて明るい声でそう訊たずねたら、イヴァンはため息をついて、椅子の背に深く凭もたれた。

　言いたくなさそうだった。

「七カ所ある『守護富貴華石』が安置されたうちの一カ所、ですか？」

　この香りは、『守護富貴華石』に違いない。そう確信して再度訊ねる。

「分かっているなら訊くな」

　イヴァンはそっぽを向いた。その様子が少し子どもっぽくて、セラフィーナは思わず小さく笑みを浮かべていた。

「いずこにあるのです？」

「宮殿敷地内の聖堂だ。エーヴリー島のものに比べ、まだ保もちそうだがな」

「宮殿にもあるのですか……！」

「あれには、剣は役に立たない。いくら打ちかかっても、傷ひとつつけることができないんだ。だが、だからといって、古い方をそのままにして、新しい『守護富貴華石』を据えれば、力が反発してしまう」

　だからセラフィーナの壊す力が必要だったのだ。壊して、新しいものを据えるために。

「知っている者はごく一部だが、古い『守護富貴華石』が暴走したところがある」

「暴走、ですか？」

「四年前のことだ。おまえの故郷、アランデルとはちょうど反対側にある島で、事件が起こった」

　イヴァンの話は、こうだった。

　エーヴリー島と同じ無人島だったそこで、植物が次々に枯れていった。

　島に近い場所に住んでいる住民らの話によると、その界かい隈わいは当時段々と暖かくなってゆき、上着がいらないくらいになったという。

　住人の中に、ひとりの生物学者がいた。気温の上昇を不思議に思い、原因を探さぐっているうちに、その島に『守護富貴華石』が安置されていることを知った。

　やはり尖塔型の聖堂で、入ってみたら、先日のエーヴリー島とまったく同じ状態だったのだという。

　調査をしていた学者は驚いて科学省に通報し、イヴァンやアンドリューが知るところとなった。

「『守護富貴華石』は、植物とも鉱物とも生物とも取れる姿に変わっていた。腐くさった果実のような甘い匂いを撒まき散らし、『守護富貴華石』はどんどんふくれあがり、島全体を覆おおい尽くした」

　島は青黒いぬめりに覆われ、植物も動物も住めない状態になり、その島は粉こな々ごなに砕け、海の底に沈しずんでいったのだ、と。

「島が、沈んだのですか？　ではその場所の守護は、今はどうなっているのです？」

　島に近い森の中にあらためて聖堂を造り、新しい『守護富貴華石』を据えていると、イヴァンは言った。

「無人島ならともかく『守護富貴華石』の暴走が、ひとがいる場所で起こったらどうなる？　すべてを飲みこんでしまう『守護富貴華石』を止められるものは何もない。壊すしか方法がないんだ」

　イヴァンはそれきり、目を閉じて黙りこんだ。

「陛下はそれをご存じなのですか？　国の一大事なのですから、早急に古い『守護富貴華石』の対策に乗りだすべきかと」

「おまえでもそう思うだろう。だがダメだ。父上だけじゃない、中ちゆう枢すうの古い奴やつらは、俺やアンドリューがいくら言っても、国の宝である『守護富貴華石』が暴走するわけがない、と笑う。中には『守護富貴華石』の存在を頭から否定している輩もいる。父上をはじめ宮廷の奴らは、この国の繁はん栄えいは永遠だとでも思っているようだよ」

　──何よりそういう現実を正視しようとしない父上が、一番たちが悪い。

　エーヴリー島に向かう馬車の中で呟いたイヴァンの声が、耳に木霊する。

「……、イヴァン殿下」

　イヴァンの手に目を向ける。剣を握り続けていたのだろう、手の皮は剝むけ、血が滲んでいた。

「昨日帰ってからずっと、古い『守護富貴華石』に挑いどんでいたのですか？」

　この濃密な甘い香りは、聖堂に籠こもっていたから、イヴァンの身体にしみついてしまったのではないか。

　──王位を狙ねらっているなど、噂にすぎない。

　この王子は、心から国の将来を憂いている。父王や中枢のひとたちから相手にされなくても、ただひとり、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしているではないか。

　やはりあの時、イヴァンを信じて『守護富貴華石』を壊してよかったのだと、セラフィーナはあらためて思った。

「あんな衝撃を与えるなら、もう『守護富貴華石』をおまえに触れさせられないからな。剣でなんとかなるなら、なんとかしようと思っただけだ」

「え」

「ん？」

「わたし、壊しますよ？」

　イヴァンの目が、すう、と眇すがめられる。

「剣では壊せないのでしょう？　でしたらわたしのこの『壊し手』を存分に使ってください」

「……丸一日意識が戻らないほどの衝撃を受けたというのに、まだそう言えるのか」

「一日くらい身体が動かなくなっても平気です」

「俺はおまえの力を利用しようとした。そのことについて言いたいことはないのか」

　その言葉には、シン、と胸が冷えたけれど。

「わたしにしかできないことなのでしょう？　ならば殿下がそうなさるのは当然のことだと、そう思います」

「そんな綺き麗れい事ごとを聞きたいんじゃない」

　吐き捨てるように、そう言われる。だがセラフィーナは、決して自分が綺麗事を言っているとは思っていない。

　ひとに迷めい惑わくばかりをかけていたこの『壊し手』。

　化け物とすら言われた自分が役に立つのなら、セラフィーナは、ただ単純に嬉しい。

　そして何より、イヴァンの手助けがしたい。

　──たとえこの『壊し手』だけが必要なのだとしても、イヴァン殿下の役に立てるのならば。

　嬉しいのだと、セラフィーナは思う。

「殿下は正しいことをなさっているのでしょう？　それなのに、どうしてそんなに悩まれるのです。信念あってのことなのでしたら、使えるものはなんでも使え、くらいに思われませんと」

「おまえは……」

　イヴァンは、何か、信じられないものを見たように、目を瞠みはっていた。だがその瞳は次第に細められ、やがて眉み間けんに深いしわを寄せる。

「きっとおまえの心のままに、そう言っているんだろうな」

　イヴァンがぽつりと呟いた。

「だが俺は、おまえが言葉の通じない、まったく別の生き物のように思えてならない」

　セラフィーナこそ、イヴァンの言葉の意味がよく分からなかった。

「国の安あん寧ねいのために、痛みに耐たえる？　まるで聖女だな。どうしてそうあっさりと言えてしまうんだろう。……ああ、おまえは俺の妻になると言った時にも、即断したんだったな」

　イヴァンの笑みは、いつものように不ふ遜そんなものではなかった。それが、イヴァン自身を責せめているかのようなものだったから、セラフィーナの胸に、小さな不安の灯が点る。

「あっさりと申したつもりはありませんが……。そう聞こえてしまいましたか？」

「聞こえた。おまえのように、何事も迷わず決めることができて、その決断を後こう悔かいしないでいられる者は、そんなにいない」

　迷わなかったわけではない。エーヴリー島の聖堂で、セラフィーナはイヴァンを信じるかどうか迷った。

　イヴァンはつい先刻まで剣を握っていた手で、セラフィーナに触れた。

　硬い感触の指が、優しく頰を撫で、顎あごを滑すべり、唇に押し当てられる。

「感情が揺れて、迷ったり立ち止まったりすることが、おまえにはあるのかな」

　イヴァンは、そっと顔を寄せてきた。

　これまで経験したことのない近い彼ひ我がに、セラフィーナの鼓こ動どうが、少しだけ速くなる。

「わたしは、……」

　言いかけたのに、唇に触れる指がそれ以上を望んでいないように、さらに押し当てられた。

「もうおまえの力は借りたくない。──だが」

　イヴァンはそこで言葉を切り、そのまま黙りこんだ。

　目に映るイヴァンは、まるで自分の方が痛みを負おったかのような、何かをこらえる顔をしていて……セラフィーナもまた何も言えず、ただ彼を見つめることしかできなかった。
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　金模様も美しい薄うす紫むらさき色いろのカードがセラフィーナに届けられたのは、エーヴリー島の一件があった、三日後の朝のことだった。

「茶会の招待状でございますわ」

　そう言ってにっこり微笑ほほえんだのは、ヴァレリアの侍女、シャシャだ。

「と申しましても、招待させていただくのはセラフィーナ様だけですがー」

　一方語尾が必ず延のびる話し方はリリ。

　ふたりはふわふわのプラチナブロンドの髪を揺らしながら、ぜひお越しくださいませ、とまたくるりと回り、部屋から軽かろやかに出ていった。

「……あの一回転、ホントどういう理由なのか一回訊きたいんですけどね」

　パメラが呟く隣で、セラフィーナはカードを開くと、明日の午後、ヴァレリアの部屋に来てほしいとあった。

　ヴァレリア・エメリーはエメリー国の第三王女で、アンドリューの許婚いいなずけだ。

　結婚の儀はまだしばらく先なのだが、早くハミルトン王国に慣れたいと、婚こん儀ぎの前に自ら望んでやってきた。

　黒髪、黒い瞳は、ハミルトンではほとんど見かけない。異国の姫が持つ神秘的な美しさは、この国の者たちに歓迎されている。

　翌日訪おとずれたヴァレリアの部屋は、ハミルトン王国とエメリー国の折せつ衷ちゆう様式だった。

　ハミルトンは、いたるところに森林があり、家具の材料はほとんどに木が使われている。だが工業国として有名なエメリー国は、家財の一部あるいはすべてに、金属を使う。

　その二国の様式を、センスよく取り入れていた。

　部屋の主、ヴァレリアは、美しい紫色の『富貴華石』のネックレスをつけていた。

　淡い紫色の『富貴華石』は、アンドリューの瞳と同じ色をしていて、ヴァレリアが歩くたびに、キラキラと光る。

　ヴァレリアに招かれたサンルームに入った途端、澄んだ鳥の鳴き声に迎むかえられる。

　見れば部屋の四よ隅すみに鳥とり籠かごがあった。頭に房ふさ飾かざりのある華はなやかな鳥が、高らかに鳴いたのだ。

「本日はお招まねきいただき、ありがとうございます」

　ヴァレリアは、「来てくださって嬉しいわ」と微笑んだ。

「まあ、テレーゼね。わたくしこのケーキ大好きなの！」

　茶会にはお土産みやげとして菓か子しを持参するならわしになっていて、セラフィーナは、さっくりと歯ごたえのある生地に、蜜を絡からめた木の実と果物がたくさん載のったケーキを持ってきた。最近王都ハミルティアで流行している菓子で、北の翼よく棟とうの厨ちゆう房ぼうで働く菓子職人が、腕によりをかけて作ってくれた。

　ヴァレリアがリリにケーキを渡すと、侍女はワゴン上にある茶器セットの中から、皿を取り出した。そこへケーキを載せ、セラフィーナとヴァレリアの前に置く。

「先日お誘いしようと思ってシャシャを行かせたら、お身体の調子がよくないと言われたのだけれど、もう大丈夫なの？」

「ええ、もうすっかり、元気になりました」

「クレメンツ侯こう爵しやくの件がショックで臥ふせってしまったのかと思っていたの。鞘さやとはいえ打たれかかっていたし……もう少し早くお助けできていたらと思って」

「え、あ。いいえ、あの方のことはすっかり忘れていました」

　本当に、今ヴァレリアから言われるまで、セラフィーナの頭の中のどこにも、あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな人物の姿はなかった。

「そうだったの。ふふ、貴女あなた意外と豪ごう胆たんね」

　ヴァレリアは小さな口元を隠かくしながら、くすくすと笑う。

「ね、セラフィーナ。アンドリュー殿下からうかがったのだけど、貴女科学省に興味があるのですって？」

　ヴァレリアは身を乗り出してきた。

　はい、とうなずくと、

「ではきっと、わたくしの国に来たら、あちこち目移りするわね。エメリーは工業に精通しているから、たくさんのからくりが作られているのよ。アンドリュー殿下に申し上げたら、ぜひ行きたい、今すぐに行きたいと仰おつしやって、従者を慌あわてさせていたわ」

　アンドリューのひととなりを少しだけ知ったセラフィーナは、彼ならばそう言いかねないだろうと、悪いた戯ずらっぽく笑うヴァレリアにつられて笑みを浮かべた。

　手にした器うつわに淹いれられた金色のお茶は、とても香りがよく、少しとろみがあった。

　イーリィティーといい、ヴァレリアの国でよく飲まれているのだという。

　果実の香りをつけた茶葉と、その果物の果汁に、蜜を加えてお湯を注ぐ。

　蜜の甘みと果物のやわらかな酸さん味みが舌の上を優しく撫でて、喉へと滑り落ちてゆく。

　思わず美お味いしい、と目を瞠った。

「お口に合って何よりだわ。……あらあら」

　あまりにも美味しかったので、つい半分ほどを一気に飲んでしまったセラフィーナへ、ヴァレリアは微笑ましげに唇を綻ばせる。

「……嬢様……ッ」

　背後に控ひかえるパメラの、叱しつ責せきする小声が聞こえ、セラフィーナは思わず肩かたを竦すくめた。

「どんどん飲んでちょうだい。イーリィティーはね、心が沈んでいる時に飲むと、ホッとして温かな気持ちにさせてくれる作用があると言われているのよ」

「とっても美味しいです」

「よかった。テレーゼも美味しいわね。わたくし、この国に来て初めてこのお菓子を口にした時、あまりの美味しさに三つもいただいてしまったの。アンドリュー殿下、目を丸くなさっていたわ」

　その時のことを思い出すように、黒い瞳を細めながら、庭へとゆっくり向けた。

「わたくし、母国のエメリーと同じくらい、この国が好きよ。あ、もちろん美味しい食べ物がたくさんあるからだけではなくて……夢に見ていたの。『富貴花』のことを」

「『富貴花』に興味が？」

「ええ、もちろん！　まるでお伽とぎ話ばなしのように神秘的な花だわ。わたくし、この目で見るまで、本当に『富貴華石』が植物で、ひとの手が触れた途端に鉱物に変わるなんて信じていなかったもの。さすがは神様が愛した国だわって、本当に驚いたし素す敵てきだって思ったわ」

　そうだわ、来て、とヴァレリアは立ち上がると、セラフィーナを室内へ誘いざなった。

　長椅子に座り直し、隣にセラフィーナの手を引いて座らせる。

「ねえ、見て」

　とヴァレリアはテーブルに置かれていた分厚い本を手に取った。

「それは？」

「ハミルトン王国の建国からつい最近までが記された本よ。わたくし、アンドリュー殿下に相応しい妻と誰からも思われたいから、この国のことをたくさん勉強しているの」

　膝ひざに載せた本を開いて見せる。

「ハミルトン王国の始し祖そであられる、ベネディクト王。彼には妹姫が七人いて、他国へ嫁とついだり、降こう嫁かしたりしたのですって。この七人の中に、貴女の祖先がいらっしゃるのかもしれないわね」

「どうでしょうか。確かに古い家柄とは聞いていますが」

「貴女はどちらの出身なの？」

　ヴァレリアは、ハミルトン王国の地図が載ったページを開いた。

　ハミルトン王国は三方を海に囲まれた、細長い形をしている。

　他国と接しているのは、セラフィーナの父が治めるアランデル領だけだ。

　だが国境の役割も果たしている峻しゆん厳げんなアルテン山脈に遮さえぎられているため、セラフィーナは隣国エメリーに行ったことも見たこともなかった。

　アランデル領を指すと、ヴァレリアはまあ、と声をあげた。

「山に隔へだてられてはいるけれど、エメリー国とはお隣なのね」

「ええ、ですが、アルテン山脈の手前には、びっくりするくらい広大な森林もありますから、とても山越えのルートではエメリー国にはゆけません」

　隣国との行き来は、陸路ではなく海路を使う。

　アルテン山脈はあまりにも険けわしくて、登山など自殺行為、不可能だと言われているからだ。

「ここから王都まで遠いわね。……ねえ、イヴァン殿下とはどのようにして結婚の約束をすることになったの？」

　突然話題が変わって、セラフィーナは目を白黒させた。

「え、え？」

「貴女は宮殿に出しゆつ仕ししていたわけではないのでしょう？　それなのに、出会って、結婚の約束まで交かわしたなんて、わたくしからすれば、とっても不思議。もしや幼い頃から許婚だったとか？」

「いいえ。ええと、……殿下の『富貴華石』を壊してしまったことがきっかけで」

　誤ご魔ま化かすとか噓をつくとか、まったく考えつかないセラフィーナは、素直に経いき緯さつを告げてしまった。

　するとヴァレリアはきょとんと目を見開き、そうして己の胸元を飾る、大きな『富貴華石』を手に取った。

「これが、そんなに簡単に壊れるの？」

「不幸な事故が重なったといいますか……」

「そういえば、侯爵の剣の鞘が壊れたけれど、あれはもしや貴女が壊したというの？」

　続けざまに問われて、ちょっと困ったが、ヴァレリアは好奇心の塊かたまりとなって、セラフィーナへ迫ってくる。

「ねえ、もしかして貴女、『壊しの王』の血を引いていらっしゃるの？」

「……壊しの、王？」

　似たような言葉を、遠い昔に聞いた記憶がある。けれどいつだったか覚えていない。誰に聞かされたのかも。

　戸惑い、口くちごもるセラフィーナへ、ヴァレリアは内緒話をするように顔を近づけてきた。

「ごらんになって」

　ヴァレリアは本のページをめくる。

　そして、ここよ、とほっそりした指先で指し示した。





咲かしの王と枯らしの王は完璧なる一いつ対つい。

神の御み手てによりつくられし富貴花の種を蒔まき、

富貴華石を咲かせ、そうして聖なる七つの地に据えれば、

このうつくしき国ハミルトンはうつくしいまま、

永く栄さかえるであろう。






　そう書かれていた。

「枯らしの、王？」

「これは古い表現ね。今はこっちよ」

　次にめくったページには、枯らしの王、という表記が、壊しの王とされていた。

「言ったでしょう？　わたくし、この国のことをたくさん勉強しているって」

「……ええ」

「だから隠さなくてもよくてよ。だってわたくし、『壊しの王』をもうおひと方存じ上げているもの」

「え？」

　──『壊しの王』を存じ上げている。

「どなただと思う？」

「どなた、なんですか……？」

　ヴァレリアはちょっともったいぶるように、ふふ、と笑う。けれど本当は言いたくてたまらなかったのか、すぐに唇を寄せ、耳元で囁ささやく。

「あのね、アンドリュー殿下よ」

「──」

「貴女の許婚であられるイヴァン殿下が咲かしの王。そしてアンドリュー殿下が壊しの王」

「……アンドリュー殿下が、壊しの王」

　それが意味することを悟った瞬間、背筋に冷たいものが滑り落ちる。

　セラフィーナは呆ぼう然ぜんと、そば近くにあるヴァレリアの美しい顔を見つめた。

　言葉が出てこない。

　それでは、イヴァンが告げたことは、いったい──？

「誰にも内緒にしてね。わたくし、殿下が『富貴華石』に傷をつけるところを見せていただいたことがあるの」

　ヴァレリアは、そっと、そう囁いた。
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　アンドリュー殿でん下かが『富ふ貴き華か石せき』に傷をつけるところを見せていただいたことがあるの。

　ヴァレリアから聞かされた言葉が、その内容が、セラフィーナの頭の中をグルグルと回る。

　アンドリューが『富貴華石』を壊こわすことができるのならば、セラフィーナは必要ないのではないか。

　その時、嫌いやなタイミングでイヴァンの噂うわさを思い出してしまう。

　──王位を簒さん奪だつ。

「……そんなはずはないわ」

　イヴァンは、『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』に触ふれれば衝しよう撃げきを受けてしまうセラフィーナを気き遣づかってくれた。もう触れなくていいとも言ってくれたではないか。

　それでは、アンドリューではなくセラフィーナに『富貴華石』を壊させるその理由は？

　アンドリューとて一国の王子だ。国が危機に瀕ひんしていると知っていたら、イヴァンと協力するに違いない。

　ならばイヴァンはアンドリューに、この危機を話していないのだろうか？

　アンドリューと本当に不仲だったら、彼に『守護富貴華石』を壊すようには言えない。だからセラフィーナを使って、『守護富貴華石』を……？

『守護富貴華石』を壊す、その真意を探さぐれば、やはり悪い考えにいきつく。

　イヴァン殿下は王位を狙ねらっている、と。

「ヴァレリア姫が噓うそを言うはずがないし……。そもそも噓を言う理由がないわ」

　どれだけ考えても、今の状況では、イヴァンが何を目もく論ろんでいるのか分からない。

　一度は信じようと決めたはずなのに、結局何も分かっていないことが、悲しくて苦しかった。

　はあ、とため息をいて、セラフィーナは長なが椅い子すの背せ凭もたれに、背中を押しつけた。

「嬢じよう様さま、ちょっとうかがってもよろしいですか？」

　一いつ旦たんは退出したパメラが、侍じ女じよの間から部屋にやってくる。

「どうなさったんです？　ぐったりなさって」

　あの時、パメラには、ヴァレリアの声は聞こえていなかったようだ。セラフィーナも彼女にはヴァレリアの話を伝えていなかった。

　話せば噂は真実だったんだわと大おお騒さわぎすることは、目に見えていたからだ。

「なんでもないわ」

「ヴァレリア姫から分けていただいた、イーリィティーを飲まれますか？　あれ、とっても気に入られたでしょう？」

「……そうね。お願いしようかしら」

　こくりとうなずく。

「少々お待ちくださいね」

「パメラ、聞きたいことって何？」

「あ、そうでした。カシュカシュ、またどこかに遊びにいってしまったみたいなんですけど、嬢様ご存じかなと……、あ」

　扉とびらに向かいかけたパメラの足が止まる。廊ろう下か側がわから、扉が開いたからだ。

「……殿下」

　イヴァンの来らい訪ほうは先夜以来のことで、鼓こ動どうが小さく跳はねる。

　イヴァンは腕に、セラフィーナのペットを抱だいていた。

「カシュカシュ。あなた、またひとり散歩をしていたのね」

　もともとひとに懐なつきやすい動物だが、カシュカシュは特にイヴァンが気に入っているらしい。

　すっかり寛くつろいだ様子で、イヴァンの腕の中に収おさまっている。

「すみません。カシュカシュ、いらっしゃい」

　呼ぶとひらりと床に降り、セラフィーナのもとへ走り寄ってきた。

「お茶を用意いたします」

　一礼ののち、部屋を出ようとしたパメラを、イヴァンが待て、と呼び止めた。

「は？」

　イヴァンに止められ、パメラは緊きん張ちよう感かんいっぱいに背筋を伸ばし、目を大きく見開いた。

「パメラさん、そんなに緊張しなくても。別に叱しつ責せきを受けるわけではないですから」

　イヴァンの従者であるグレンが、おかしげに笑みを零こぼした。途と端たんにパメラはムッとしたように赤面し、すみません、と頭を下げた。

「パメラに何か？」

「いや、おまえと一緒に話を聞いてもらおうと思っただけだ。明日、アランデル領に行く」

「アランデル領に？」

「ああ、一番遠いということもあって、今まであと回しにしてきたんだが、どんな様子かまずは目にしておきたい」

「……アランデル領にも聖堂があるということですか？」

　イヴァンは、そう、とうなずいた。

　聖堂──『守護富貴華石』が安置されている場所、だ。

「古い『守護富貴華石』を壊しに行かれるのですか？」

　そう問うセラフィーナに、イヴァンは渋しぶいものを口に含ふくんだように、眉み間けんにしわを寄せた。

「いい案が浮かばないから、壊すのは保留だ」

　イヴァンはまだ、セラフィーナに『守護富貴華石』を壊させることを躊躇ためらっている。

　お優しい方だ、と──そう思うのは、思い違いなのだろうか。

　セラフィーナはひとつ、深い息をついた。

　今知っていることだけを頭の中でいくら並べてみても、何が真実なのかを知るのは難しい。

　ならば。

「イヴァン殿下。うかがいたいことがあるのです」

　セラフィーナはイヴァンに向けて、足を踏み出した。

　なんだ？　と首を傾かしげるイヴァンへ、まさかの剛ごう速そつ球きゆうを投げつけた。

「殿下は王位を簒奪しようとしていらっしゃるのですか？」

「──」

「──」

「──、……っ、じ、嬢様、な、な、な……何を～～～～ッッ！」

　イヴァンとグレンは、セラフィーナの問いに言葉を失ったかのように黙だまりこみ、パメラは主あるじの直球過ぎる問いに、目を剝むいて慌あわてふためいた。

「……なんだって？」

「ですから、イヴァン殿下は、ご自身が王様になるために、『守護富貴華石』を壊そうとお考えなのかと、うかがっているのです」

　イヴァンは表情の一切を消し、至し近きんにあるセラフィーナを見み下おろした。

「なるほど、噂を聞いたか」

「はい」

「それで？　おまえはどう考えている？」

「わたしは」

　セラフィーナは、一度そこで言葉を切った。だがすぐにイヴァンを見上げ、きっぱりと告げた。

「わたしは、イヴァン殿下はそのようなことは考えていらっしゃらないと、信じたいと思っています」

「……」

「殿下はわたしの数々の失敗を笑ってお許しになる、お心の広い、とても優しい方と心得ます。貴族の方々には露ろ悪あく的てきに接しておられますが、殿下が触れてくださる手や指はいつもとても優しい力加減で、決してわたしを傷つけないように気き遣づかってくださっています。最初にお会いした時、手の甲に触れた唇くちびるは、傷を癒いやしてくださるようにとてもお優しくて……。それに」

「あー、……もういい」

「え、まだあるので言わせてください。『守護富貴華石』の件でも……」

「もういい、と言った」

　イヴァンはセラフィーナの口を、そっと指先で塞ふさいだ。

　見上げれば、大変不ふ機き嫌げんです、というように、眉間にしわを寄せ、唇は引き結ばれている。だが、目の縁ふちがうっすらと赤らんでいることに気づいて、そんなイヴァンを見たことは一度もなかったから、セラフィーナは見間違いかと何度も瞬まばたきをした。

　と、イヴァンの背後に控ひかえているグレンが俯うつむき、ぶるぶると肩かたを震ふるわせているのが視界に入った。

　グレンはしばらくそうしていたが、どうにもこらえきれなかったらしく、盛せい大だいに噴ふき出した。

「……っグレン！」

「……すみませ……っ」

「中ちゆう途と半はん端ぱにこらえるくらいなら笑え！」

　イヴァンが叫さけんだ瞬間、グレンは容よう赦しやなく腹を抱かかえて大笑いした。

「……グレンさんはどうして笑っていらっしゃるのです？」

「知るか」

　ぷい、とそっぽを向いたイヴァンは、以前に見たように、少しだけ子どもっぽい。
















「あの、それで」

「……ん？」

「実際のところ、どうなのか、と」

　イヴァンは表情をあらため、セラフィーナを見つめた。そして、やっぱり優しい力加減で、頰ほおをさらりと撫なでた。

「おまえがそう思っているのなら、それを信じていればいい」

　はっきりとした言葉はもらえなかったが、つまり信じていていい、と言われたのだと、セラフィーナは判断する。だから、はい、とうなずいた。

　信じていていいのならば、もうひとつ確かめておきたいことがあった。

「もうひとつうかがいたいことがあるのですが」

「なんだ？」

「アンドリュー殿下は『壊しの王』とうかがいました。どうしてアンドリュー殿下が『守護富貴華石』を壊さないのか、不思議に思ったので……」

　言葉を思わず途切れさせてしまうほど、イヴァンの目が急に鋭するどさを増した。

　セラフィーナの腕をぐっと摑つかみ寄せる。急な動きに足はもつれ、イヴァンの胸に、トン、と身体からだがぶつかった。

「それを誰に聞いた」

「え。あの、……？」

　つい先刻の表情とは正反対の、まるで敵が目の前にいるかのような強い双そう眸ぼうだ。

　セラフィーナは戸と惑まどう。どうしてこんな眼まな差ざしをするのか。自分は何か悪いことを言ったのか。

「イヴァン、殿下……？」

　囁ささやくように名を呼んだ声は、イヴァンに届いただろうか。

　突然大きな音を立てて、部屋の扉が開けられた。

「……っ!?」

　室内にいた四人の目が一いつ斉せいに入り口へと向かう。

　真しん紅くの軍服を着た男らが、簡単には数えきれないほど、部屋に押し入ってきた。

「な……」

　真紅の軍服は、王直属の近この衛え兵へいのものだ。

　セラフィーナはイヴァンに腕を取られたまま、近衛兵らを見つめる。

「アランデル男だん爵しやくの長子、セラフィーナ・アランデル。『王おう妃ひの間』にて国宝『赤あか色いろ富ふ貴き華か石せき』を破は壊かいした罪にて捕とらえる。来い」

「──はい？」

　わけが分からなくて、セラフィーナはきょとんと首を傾げる。

「なんだって？」

　イヴァンもまた、胡う乱ろんに目を細め、近衛隊長を睨にらみつけた。

「本日未明、『王妃の間』の壇だん上じように据すえられた『富貴華石』が粉こな々ごなに壊されているのが発見されました。その際、『王妃の間』を管理している者が、この男爵令嬢の姿を見たと証言しているのです」

「わたし、『王妃の間』がどこにあるのかも知りませんけれど」

「言い分はのちほど聞く。来い！」

　近衛兵たちに取り囲かこまれ、さらには方々から拘こう束そくしようと腕が伸びてくる。

　だがひとりが触れる寸前、イヴァンが目にも止まらぬ速さで剣を抜き、手首に剣先を押しつけた。

「……！　殿下……ッ!?」

「俺の将来の妻を、その程度の証言で本気で連つれてゆこうとしているのか？」

　底光りがしそうなほど凶きよう悪あくな眼差しで、近衛兵らを睥へい睨げいする。

「し……しかし……！」

「仮にも俺の妻となる娘を犯罪者扱いしたんだ。間違いだったとしたら、謝罪じゃ済まされんぞ。貴様らもそれなりの覚かく悟ごがあってのことだろうな？」

「覚悟、……とは」

　イヴァンはにやりと笑った。

「近衛兵全員、首を刎はねられるくらいの覚悟、だ。当然しているんだろうな。まあ今俺がこの場でそうしてやっても構わないが？」

　イヴァンは素す早ばやく近衛隊長の喉のど元もとへ剣を突きつける。

「……ッ！」

　ひ、と小さく声を漏もらす近衛隊長に、イヴァンは無む造ぞう作さに歩み寄ってゆく。もちろんそれに合わせて、隊長以下近衛兵は、扉へと退しりぞいていった。

「イ、イヴァン殿下……！　わたくしたちも、このまま何もせずに戻るわけには参りません！」

　汗をダラダラ流しながらも、隊長は声を振り絞しぼるようにそう叫んだ。

「ではこれでどうだ。まず俺が出向いてやろう。その話を聞いて、なるほどこれは俺の将来の妻の仕し業わざだと確信したら、セラフィーナを寄越す。どうだ？」

「は……」

「決定だ。──行ってくる」

　イヴァンは振り返るとセラフィーナを見、そうしてついでのようにグレンにも視線を滑すべらせると、剣を近衛隊長の首筋に突きつけたまま、部屋の外に出ていってしまった。

「──セラフィーナ様。ご帰郷の準備を」

　扉が閉まるなり、低い声でそう言ったのはグレンだ。

「……え？」

「とりあえず、殿下が慣なれない小こ細ざい工くをなさっている間に、宮殿を出ましょう」

「殿下を置いてですか？」

「殿下はそれを望んでおられます」

　え、いつ？　とセラフィーナが首を傾げると、グレンは苦笑した。

「以い心しん伝でん心しんというやつですよ。先刻、ちらりとわたしの方を見たでしょう？」

「ですがわたしがいなくなったら、イヴァン殿下のお立場が悪くなりましょう」

「それならご心配なく。力ちから業わざであの者たちを納なつ得とくさせ、ついでにこんなあざとい企くわだてをした首しゆ謀ぼう者しやも、漏れなく突き止めるでしょう」

　グレンはそう言って笑う。

　セラフィーナはそれでも迷った。だが、

「嬢様、帰りましょう」

　パメラが囁く。

「殿下がいらした時、話されたことをお忘れですか？」

　──明日アランデル領にゆこうと思う。

　そうだ。イヴァンは確かにそう言っていたのだ。

「分かりました。今はアランデルに戻ります」

「箱馬車を用意いたしますので、出発のご準備を。殿下とわたしも、あとから追いますから、安心なさってください」
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　それに気づいたのは、アランデルに向けて馬車が宮殿から出た、翌朝のことだった。

　膝ひざの上で丸くなって眠るカシュカシュの、首のリボンに、何かが通されていた。

「……これは？」

　セラフィーナは親指ほどの大きさのそれをじっと見つめ、指を伸ばす。だがすんでのところで、触るのをやめた。

「パメラ。……パメラ」

　向かい側の席でうとうとする侍女をそっと呼ぶと、ハッと目を覚ました。

「寝ているところをごめんね。これ、見て」

「は？　ええと、なんですこれ」

「パメラがつけたのではないのね？」

　パメラはカシュカシュのリボンにつけられたそれを、マジマジと見つめる。

「いいえぇ。こんなけったいなもの、あたしの趣しゆ味みじゃありませんし」

「え、素す敵てきじゃない？」

「……嬢様とは趣味が合いませんものね。ていうか、どっかで見たような配色ですよね」

　楕だ円えんの形をしているそこには、小さな凸でこ凹ぼこがあり、赤、緑、黒と色がついている。

「これ、アンドリュー殿下のからくり研究室の、制御箱コントロールボツクスと同じ色だわ」

　ああ！　とパメラもポン、と手を打った。

「確かにそうでした。じゃあこれ、アンドリュー殿下がおつけになったんでしょうか」

「どうなのかしら。なんだかからくりみたいだとは思うけれど」

　小さな突とつ起きは、いかにも押してください、という感じの出っ張り具ぐ合あいだ。

「パメラ、適当に押してみて」

「え。なんであたしが、……あ、壊れないようにですね」

　パメラはすぐに納得して、カシュカシュのリボンを解ほどいた。

　そしてまず、黒い突起を押す。

　変化はない。

　次に赤い突起を押す。

「あっ、なんだか、上の方が緩ゆるくなったような……？」

　パメラは突起を押したり、引っこんだものを引っ張ってみたりと、何度も繰くり返かえしてみた。

　しばらくして、ようやくカチッと小さな音がした。

　上部が開く。

「……なんでしょう、これ」

　膝の上に、コロン、と転ころがす。

　中に入っていたもの、──それは。

「『守護富貴華石』だわ……」

「えっ、これが!?　なんかショボくないですか？」

　パメラはツンツン、と『守護富貴華石』を指先でつつく。

「……これはイヴァン殿下がカシュカシュにつけたのね」

「からくりは間ま違ちがいなくアンドリュー殿下の手によるものですよね。ということは、おふたりの不仲説は外はずれってことでしょうかねえ」

　パメラは納得したように、何度もうなずいた。

　自分では触ることができない、黒い種のような『守護富貴華石』を、セラフィーナはじっと見つめた。

　イヴァンがカシュカシュに持たせたということは、セラフィーナにこれを預あずかっていてほしい、と願っているということだ。

　価値があるというだけではない。これは、イヴァンにとってとても大事なもの。それをセラフィーナに預けたのだ。

　──もう『守護富貴華石』をおまえに触れさせられない。

　イヴァンはそう言った。

　けれどセラフィーナからしたら、ほんの一日程度動けなくなるだけで、この国を救うことができるのならば、どんどんこの『壊し手』を使ってくださいと言いたい。

　躊躇ためらってくれるイヴァンの、その気持ちはありがたいが、セラフィーナはこのままやめてしまいたくはない。

　何よりも、イヴァンがそう望むのなら、セラフィーナも手伝いたいのだ。

　アランデルにも聖堂があるとイヴァンは言った。だが場所は分かっていないようだった。

　あるとすれば、エーヴリー島で見たようなひと気のない場所だろう。

　セラフィーナは、国境近くにある森林の中以外はくまなく歩いた経験があるから、あるとしたらそこしかない。

「ねえ、パメラ」

「なんです？」

「あのね、お願いがあるの」

「──なんですか」

　パメラの顔にも声にも、ちょっと怯おびえが入る。

「付き合ってほしいところがあるのよ」

「どこ、です……？」

「アランデル領内の、あの森──宵よい裂ざきの森よ」

　ひ、とパメラは顔を引きつらせ、嫌いやです～～、と全力で首を振った。










　宵裂きの森とは、ひとが足を踏み入れることを頑かたくなに拒こばんでいるところだ。

　その森に生はえている木は、ほかの場所より倍ほども高く成長していて、地面にはほとんど日の光が差しこまない。そのため地表は苔こけで覆おおわれ、さらにその森で暮くらしているのは、吸血生物、危険なガスを放出する植物などといった、物ぶつ騒そうな動植物ばかりだった。

　それゆえアランデルに住むひとびとは、滅多なことでは森の奥に入らない。

　それでも絶対に入らないわけではないのは、この森には薬草がたくさん生えているからだ。中には万能薬と言われる植物もある。

　セラフィーナは幼おさない頃、この森に単身足を踏み入れたことがあった。

　病に倒れた祖そ父ふのためにと、万能薬になる植物を取りに入ったのだ。

　もちろんすぐに迷まい子ごになり、自分こそが命を落としそうになった。おとなたちを大たい層そう心配させたし、あとで大目玉を食らった。

　おとなでさえ、森に分け入ろうとする時には万全の準備をしてゆくのに、と。

「嬢様、考え直しましょうよ。まずいですよ。絶対迷子になりますって！」

　アランデルへ向かう間、毎朝毎晩、パメラにそう訴うつたえられ続けていた。

　だがセラフィーナの決意は固い。

「要するに、迷子にならないよう、ちゃんと準備をしていけばいいのよ。ね？」

「あたしが恐こわいのは迷子だけじゃないんですけど……！」

　生まれた時から一緒にいるパメラに泣きつかれても、心は変わらなかった。

「では、イヴァン殿下とともに行くわけにはいかないんですか？」

「殿下がいらっしゃる前に行きたいの。いえ、行かないとダメなのよ」

『守護富貴華石』が安置されている聖堂を見つける。そしてイヴァンが来ないうちに、古い『守護富貴華石』を壊し、預かっている新しいものに変える。

　自分が手にしては、『富貴華石』は壊れてしまう。

　だからなんとしても、パメラには来てもらわなければならなかった。

　古い『守護富貴華石』を壊したあと、自分は倒れるだろうがどうにかなるだろう。

「どうにかしなくちゃいけないのはあたしってことじゃないですか……！　なんですかその穴だらけの作戦は。嬢様、まずは旦だん那な様に応接を頼みましょうよ」

「宵裂きの森から家まで半日かかるわ。いつ殿下がいらっしゃるのかわからないのだから、その戻る時間も惜しいのよ」

　パメラは、はああ、とため息をついた。

「いつからそんな情熱家になっちゃったんです？　いっつもぽやぽやのほほんしてる嬢様が」

「情熱。……これが、情熱？」

「そうですよ。はた迷めい惑わくな情熱です。まあ、嬢様の我わが儘ままなんて滅多にないですから、お付き合いさせていただきますけどね」

　アランデルに到着する前日、ついにパメラが折れた。

　そうして二年ぶりに故郷に戻ってきたにもかかわらず、セラフィーナは実家を素す通どおりし、宵裂きの森へと、馬車を直行させたのだった。

　御ぎよ者しやには森の入り口で待っていてもらい、万が一、夕方になっても戻ってこなかったら、誰かを呼んで来てほしいと頼んでおいて。










　宵裂きの森へと、足を踏み入れる。

　迷子防止にと、セラフィーナは自みずからのショールの編あみ目を解ほどいて、目安の木に括くくりつけてゆく。時間はかかるが確実に進みたい。

　たまに動物の鳴き声や悲鳴が聞こえてきて、そのたびにパメラは怯え、半なかば涙ぐんでいる。

　セラフィーナはといえば、ほぼ十年ぶりに入る森の中を、興味深く見回していた。

　するとしばらく歩くうちに、奇妙なことに気づく。

　ところどころ木の幹みきに、赤い印がつけられているのだ。

　セラフィーナは首を傾げつつ、まるで導みちびかれるように、その印を追った。

「え、嬢様、印は？」

　お守りのようにカシュカシュをぎゅっと抱きながら、パメラは首を傾げる。

「これ、見て」

「……あ」

「この印を辿たどってみましょう」

　誰がつけたんでしょうねと、パメラは気味が悪そうに首を竦すくめたが、反対はしなかった。

　さらに歩き、やがてセラフィーナは、目的の聖堂を見つけることができた。

「これ、聖堂ですか？」

「そう」

　エーヴリー島の聖堂と同じく、木々に囲まれた尖せん塔とう型がたの建物だ。

　慎しん重ちようにぐるりと周囲を回って、正面に向かったセラフィーナは、小さく声をあげた。

「……どうしたんです？」

「扉が壊されているわ」

　石造りの聖堂の、やはり扉だけは金属製だ。その扉の中央に、ぽっかりと穴が空あいていた。

　ふたりは顔を見合わせた。

「行きましょう」

「帰りましょう！」

　同時に正反対のことを口にしたふたりは、しばし無言で対立し、やはり侍女が主あるじに屈くつ服ぷくした。

「扉が壊されているってことは、中に誰かがいるかもしれないんですよ。慎重に行動をするって約束なさってください」

「約束するわ」

　即答するセラフィーナに、パメラは、うう、まったく信頼できない～とひっそり嘆なげいた。

『守護富貴華石』を落とさないよう、カシュカシュの首に再度リボンを巻まきつけると、ふたりはそろりそろりと聖堂に近づいた。

　やはり近づけばあの、甘い匂においが漂ただよってくる。

　パメラは初めて嗅かぐその匂いに、鼻をうごめかしている。カシュカシュもだ。あまり好きではないらしく、鼻の頭にしわを寄せていた。

　扉の手前まで来て、まじまじと穴を観察してみた。

「剣や斧おので切り裂いた傷ではないですね」

　穴の周囲はなめらかで、それがとても奇妙に思える。

「腐ふ食しよくさせているようだわ。……金属が溶とける薬品をかけたのかしら」

「そんなのあるんですか」

　セラフィーナは穴の内側を覗のぞきこんだ。

「……あ」

　そのまま、中の様子に目がくぎづけになる。

「どうしたんです、中、どうなってるんですか？」

　後ろのパメラもまた恐る恐る顔を近づけてきた。途と端たんに、小さな悲鳴をあげる。

　聖堂の中は、広いひとつのホールとなっていた。

　ガランとしているその中にある、異質なもの。

「『守護富貴華石』だわ」

　巨岩のような見た目と、青黒くぬめる表面は、エーヴリー島と同じだった。

　だが大きさはといえば、こちらの方が小さい。それに、甘い匂いも眩暈めまいを起こすほどきついものではなかった。

　エーヴリー島の『守護富貴華石』は瀕ひん死しの状態であったのに対し、アランデルのそれは、不ふ思し議ぎな言い方だが、まだ健全な生命力を感じさせた。

　だが、

「嬢、様……、嬢様。あの輩やからはなんです？」

　その『守護富貴華石』を、奇妙な出いで立たちをした者たちが、取り囲んでいた。

　黒い長衣に、すっぽりフードを被かぶり、顔には面をつけている。

　赤、青、黄色、紫といった、カラフルな色が螺ら旋せんを描えがいていて、まるで呪じゆ術じゆつでもおこなうかのような、おかしな仮面だ。

　その者たちは、手にした剣や斧で『守護富貴華石』に打ちかかっていた。

　だが剣では『守護富貴華石』は壊せない。

　ひとりが、何か液体のようなものをふりかける。──と、ジュウッ、と音を立て、嫌な匂いと『守護富貴華石』の匂いが、押し寄せるように漂ってきた。同時に、彼らのおこないに怒ったのか、

　──キィィィィ──ン……ッ！

　耳の奥が痛むほど、鮮せん烈れつな音を立てる。

「きゃ……っ」

　パメラがたまらず声をあげ、セラフィーナもまた、ぎゅっと耳を塞いだ。

「誰だ!?」

　中にいた者たちがふたりに気づき、一斉にこちらへと走ってくる。

「嬢様、逃げましょう！」

　パメラに手を取られ、逃げようとしたが、遅かった。

　仮面をつけた者たちに、ふたりはあっさり捕つかまってしまい、そのまま『守護富貴華石』の近くまで引き摺ずられてゆく。

　ふたりが近づくごとに、『守護富貴華石』は悶もだえるような、嫌な音を発する。

　カシュカシュの首にある新しい『守護富貴華石』に、古いそれが反発しているのだろう。

「──」

　総勢で二十人近くいるだろうか。背せ丈たけも体格もバラバラで、男も女もいるようだ。

「これはとんだところにやってきたものだ」

　大柄な人物が、最初に声をかけてきた。

　仮面をつけているから、声はくぐもっている。だがその人物が男であり、さらにこの声を、どこかで聞いたことがあるような気がしたセラフィーナは、懸けん命めいに耳を澄すます。

　だが、『守護富貴花石』の立てる音が大きくて、はっきりとは分からない。

「いかがします」

　別のひとりが、問うように首を傾げた。

「ふん、そうだな。……おお、いい考えを思いついたぞ」

　男は巨体を揺ゆらしながらセラフィーナに近づき、乱暴に腕を取った。

「嬢様に触らないで！」

　咬かみつくパメラを見向きもせず、男はセラフィーナを強ごう引いんに立たせ、ぐいと引き寄せた。

「この小娘にはおかしな力がある。その力で『富貴華石』を壊してもらおうか」

「──っ」

　仮面の中で、にぃ、と笑う気配を感じて、セラフィーナは背筋を強こわ張ばらせた。

　セラフィーナが『富貴華石』を壊せることを明確に知っている者は、ごくわずかしかいない。

　イヴァン、グレン。

　薄々気づいているであろう、アンドリュー。

　そしてヴァレリア。

　四人の中に、この男に繫つながっている者がいるのだろうか。

　混乱と危機感に、鼓動の速度がどんどん増してゆく。

『守護富貴華石』を壊したあと、すぐに新しいものを据えなければ、どうなってしまう？

　──国の守護が、失われてしまうのではないの？

「『守護富貴華石』を壊す前に、聞いておきたいことがあります」

「……なんだ」

「貴方あなたがたは『守護富貴華石』を壊して、何がしたいのですか？」

「ああ？」

「もし貴方がたがこの国の者でないのなら、『守護富貴華石』を壊して、攻め入ろうとしているのだと想像できます。ですがこの国の者だとしたら、どうして我が国をずっと守ってくれた『守護富貴華石』を壊そうとするのか、意味が分かりません」

「御ご託たくはいい。早く壊せ」

「ですから壊す前に聞いておきたいと言っているのです」

「きゃっ」

　パメラの叫び声に、ハッと我に返る。

「パメラ……！」

　見ればパメラの首筋に、鋭えい利りな剣が突きつけられていた。

「この娘を死に追いやりたくなければ、さっさと言うことを聞け。『富貴華石』を壊すんだ」

「……っ」

　セラフィーナは、ぎゅっと唇を引きしめて、男を見上げた。

「ですが壊したあと新しい『守護富貴華石』を据えなければ、どうなってしまうか分かりません！」

「この国は生まれ変わらなければならんのだ」

　セラフィーナは瞠どう目もくする。

　この声、確かに聞いたことがある。

「閉へい鎖さ的てきで他国との貿易も最小限。いつまで経たっても小さいままで、発展も成長もない。儂わしはな、つまらんこの国を壊して、新しくしたいのだよ。儂の手で……！」

　──クレメンツ侯こう爵しやく……！

　セラフィーナを『化け物』と罵ののしった彼ならば、『守護富貴華石』を壊せると思っていても、納得できる。

「王子ふたりを操あやつり、いずれはこの国を牛ぎゆう耳じってやろうと思っていたんだが、あやつらなかなか甘かん言げんに乗らん。まったく陛へい下かより扱いづらい」

　クレメンツは独り言のように呟つぶやくと、セラフィーナの背をドンと押した。

「早くしろ小娘。おまえの侍女の首を今すぐに刎ねてもいいのだぞ」

　ぐっ、と唇を嚙かみしめる。

「早く！」

　大声で急せかされ、セラフィーナはゆっくりと『守護富貴華石』を見上げた。

　──キィ、……ィ……

　金属をこすり合わせたような、音……、いや、これは声だ。『守護富貴華石』の。

『守護富貴華石』は、十段ある大階段の、一番上に据えられていた。

　セラフィーナが近づくたびに、強い嘆きの声をあげる。

　耳の奥が痛い。それ以上に、心がずくずくと軋きしむ。

　長い長い間、ずっとここに据えられ、植物とも鉱こう物ぶつとも生物とも分からない姿になりながら、この国を守ってくれていた。

　ヴァレリアが見せてくれた本にあった、詩のような一節を思い出す。

　神の御み手てによりつくられし富貴花の種を蒔まき、富貴華石を咲かせ、そうして聖なる七つの地に据えれば、このうつくしき国ハミルトンはうつくしいまま、永く栄さかえるであろう──。

　この国の平へい穏おんは、『守護富貴華石』によって齎もたらされていたのだとしたら。

　事実を知っているひとは、そして『守護富貴華石』があることを知っているひとは、もうほとんどいない。

　宮廷にいる高官ですら、『守護富貴華石』などないと笑ったという。

　この手で触れれば、壊れる。

　壊してもいいのだろうか。本当に。

『守護富貴華石』を間近に見据えながら、セラフィーナは迷った。

　──おまえは迷うことがあるのかな。

　ふと、先夜に聞いたイヴァンの声を思い出す。

　迷っている。

　今、まさに。

　イヴァンに、ここにいてほしいと、セラフィーナは切に願った。

　迷う自分を、あの真っ直ぐな目で見ていてほしい。そして、壊すのか残すのか、どちらが正しいのか一方を選択できるように支えていてほしい。

　──イヴァン殿下……。

「早くしろ！」

　苛いら立だったクレメンツ侯爵が、パメラに剣を振り上げた。

「……！」

　刹せつ那な、思い惑まどう間もなく、セラフィーナは『守護富貴華石』に掌てのひらを押し当てた。

　──アァァァァァ──……ッ！

　頭の芯しんをグラグラと揺すられるような強い衝撃と、身体中を駆かけ巡めぐる強きよう烈れつな痛みが、セラフィーナを襲った。

「あ、ああぁぁぁ……！」

　全身から力が抜ける。

　ずるり、と座りこみ、そのままその場に動けなくなる。

『守護富貴華石』に亀き裂れつが走る。それはみるみるうちに全体に広がり、ガラガラと崩くずれ落ちていった。

　焦しよう点てんの合わない瞳で、必死になって壊れた『守護富貴華石』の最さい期ごを見届ける。

　瓦が礫れきとなった『守護富貴華石』は、少しずつ色が褪さめてゆき、やがて『富貴花』の種のような、漆しつ黒こくへと変わった。

「ふっ、ははははっ、やったぞ。この国の守護を壊したぞ……！」

「嬢様ぁぁ──！」

　クレメンツ侯爵の歓かん声せいも、パメラが呼ぶ声も聞こえる。

　意識がまだあるのはどうしてだろう。

『守護富貴華石』の大きさにもよるのだろうかと、もやもやと濁にごる頭の中で考える。

　全身を襲う痛みと倦けん怠たい感かんで、わずかしか動くことができない。

「この娘がいれば、ほかのすべての『富貴華石』を壊せるぞ。そうすればこの国は生まれ変われるのだ！」

　クレメンツ侯爵の高らかな声が、聖堂内に響ひびき渡る。

「さあ娘。一緒に来てもらうぞ。ほかの『富貴華石』もすべて壊せ！」

　クレメンツ侯爵はぐい、と腕を摑み、無理やり立ち上がらせようとする。だが、そんな力はセラフィーナには残されていなかった。

［カシュー！］

　クレメンツ侯爵の顔目がけて、果か敢かんにもカシュカシュが飛びかかった。

　咬みつき、爪で引ひっ搔かくと、奇妙な仮面が床に落ちる。

「うお……っ、この獣けものが……！」

　クレメンツ侯爵は、カシュカシュを振り払おうと躍やつ起きになり、セラフィーナの手を離した。

　とその時。

　グラリ、と石造りの床が、微かすかに揺れるのを、その場にくずおれたセラフィーナは感じる。

「……ぇ？」

　揺れは、気のせいではなかった。

　少しずつ少しずつ、床の揺れは激しくなってゆく。

　聖堂内にいた者たちは皆、戸惑うように辺りを見回した。

　刹那、ガンッ！　と下から突き上げてくるような、大きな揺れが襲いかかってきた。

「きゃあっ！」

「うわぁ……っ」

　歩けないほどの揺れに、全員がその場にしゃがみこむ。

　セラフィーナは胸に飛びこんできたカシュカシュを引き寄せながら、きつく目を閉じた。

「嬢様、上……！」

　パメラの叫び声に、ハッと目を開けた。だが、いまだ自由にならない身体では、上を向くこともうまくできない。

　ゴウゴウと不ふ吉きつな音がする。

　石造りの天井が壊れ、セラフィーナに降ふり注そそいできた。

「……ッ！」

　動けない。このままでは落ちてきた瓦礫に押おし潰つぶされる。

　力の入らない腕で、それでもカシュカシュを精いっぱい抱きしめながら、セラフィーナはその場に身を丸めた。

　死を覚悟した、次の瞬間、セラフィーナの身体がふわりと浮いた。

　え、と思ったのと、目を開けたのは、同時だった。そして開いた双眸に映うつる姿に、セラフィーナは小さく声をあげる。

「……イ……イヴァン殿下……？」

　イヴァンはちらりとセラフィーナを見たが、無言だった。

　イヴァンはしっかりとセラフィーナを抱きかかえて、『守護富貴華石』が安置されていた壇上から駆け下りる。

　やがて聖堂の隅すみにまで移動すると、そっとセラフィーナを床に下ろした。

「イヴァン殿下、どうしてここに？」

　思わず訊たずねるセラフィーナを、イヴァンはキッと睨み据えてきた。

「どうして？　それは俺の方が訊きたい。どうしておまえがここにいるんだ！」

「アランデル領に『守護富貴華石』が据えられているのならば、古いものを壊して、殿下から預かった新しいものに替えようとしたのですが」

　イヴァンは厳きびしい眼差しでセラフィーナを見つめていたが、すぐに、ため息を零した。

「あれはそんなつもりで渡したんじゃない。……ただ、おまえに、この国の宝を持っていてほしかっただけだ」

「え？」

「昔から王家に嫁とつぐ者には『富貴華石』を渡すんだ。だがおまえには直接渡せないだろう」

　だからカシュカシュに持たせたのだと、セラフィーナは気づいた。

「……イヴァン殿下」

「おまえは、俺の妻になるんだろうが」

「あ……。はい」

「だったらこんなところにひとりで乗りこむようなことはするな。……胆きもが冷えた」

　ふ、と息をついた瞬間を、隙すきと見たか、

「やああ──ッ！」

　揺れる地に足をぐらつかせながらも、仮面をつけた者たちが襲いかかってきた。

　イヴァンは立ち上がりざま剣を抜いた。

　セラフィーナを背に庇かばいながら、間合いに飛びこんできたふたりを、凄すさまじい速さで斬きりつけた。

「グ……ッ」

「ウ、ウウッ！」

　さらにひとりが剣を振り上げる。

　イヴァンはふたりを斬った剣をそのままゆるりと下方へ向け、下からばっさりと斬った。

　イヴァンの剣技を初めて見たが、圧倒的な強さ、速さだ。

「……すごい」

「セラフィーナ、歩けるか？」

「あ、……は、い」

　床に手をつきよろよろと立ち上がろうとするが、まだ身体に力が戻ってきていない。するとイヴァンの腕が、ぐい、とセラフィーナを抱き寄せた。

　その様子を見ていたのか、敵が数人がかりで押し寄せてきた。

「イヴァン様……！」

　お放しください、と叫んでも、イヴァンはセラフィーナを離さなかった。

　一方の手でしっかりとセラフィーナを抱きながら、もう一方は剣を握にぎり、襲いかかってくる者たちをあっという間に斬きり伏せる。

「イヴァン様、わたしは置いていってください！」

　イヴァンの剣の腕は相当だと分かっているが、自分を腕に抱いたままでは、簡単には動けないだろう。

　だがイヴァンの答えは素そっ気けなく、それでいてセラフィーナの鼓動を跳ねさせるものだった。

「大事な将来の妻を、こんな危険な場所に放置などできるわけがないだろう」

「は、え……、で、ですが！」

「『守護富貴華石』は？」

　突然、まったく関係ないことを訊かれ、思わずカシュカシュのリボンに、と答えてしまう。

「カシュカシュ、来い」

［カーシュッ！］

「新しい『守護富貴華石』を安置する。そうすればこの地揺れは収まるはずだ」

　次々にやってくる敵の攻撃をかわしながら、あるいは受け止め、斬り伏せながら、イヴァンは瓦礫が落ちる壇上へと走った。

「きりがないな。──グレン！」

「はーい、いきますよ！」

　声のした方に、首を巡らせる。

　イヴァンの従者、グレンは、パメラを背に庇いながら、見たことのある大きな筒状のものを肩に担かついでいた。

「発はつ射しや！」

　パヒュー、という間の抜けた音もまた、聞いたことがある。

　アンドリューが発明したという、網あみ発射装置だ。

　だが以前見たものよりさらに網は大きく、その場にいた仮面の者たちを、文字どおり一いち網もう打だ尽じんにしてみせた。
















　ほとんどの仮面の者たちはその網に捕らえられ、身動きができないでいる。

　イヴァンはその様子を見ることもなく、壇上に進み入った。

　仮面が外れたクレメンツ侯爵が、隅で丸くなっていた。

「……あ、……ああ……」

　クレメンツ侯爵はイヴァンを見上げた途端、ガタガタと震えた。

「まったくろくなことをしない。そんなにこの国を壊したいか」

「イ、イヴァン、殿下……、わたくしは、わたくしは騙だまされて……！」

「弁解は司法の場でたっぷりすればいい。逃げられると思うなよ」

　クレメンツ侯爵は、ひ、と喉を鳴らし、今にも卒倒しそうに目を剝いた。

「──セラフィーナ」

「はい」

　からくりには触れないよう、慎重にカシュカシュのリボンを解き、イヴァンに手渡す。

　イヴァンは『守護富貴華石』を、祭壇と思おぼしき場所の中央に据える。

　──キィン……

　澄んだ高い音が響く。美しい音……『守護富貴華石』の声だ。

　次第に地揺れも収まってゆく。

　新しい『守護富貴華石』が無ぶ事じ機能した瞬間だった。
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　クレメンツの件が片付いたら連絡する。それから宮殿に戻ってこい。

　イヴァンはそう言って、グレンとともに先に王都ハミルティアに戻っていった。

　両親や妹弟たちは、イヴァンとのことをとても驚いたが、王家に嫁とつぐことに関して、反対意見はほとんどなかった。

　家族の中で一番のしっかり者で心配性の二番目の妹だけは、本当に大丈夫なの、と浮かない顔をしていたが、両親は高価なものに限って壊こわす娘を、物好きにももらってくれる人物がいたなんてと喜ぶ始末だった。

「一生嫁がなくても別に構わなかったけれど、外の世界を見るのも楽しいわよ。殿でん下かとならば、いろんなことが経験できるのではないかしら」

　母親はセラフィーナがアランデル領にいる間、時間があれば娘の部屋に出向き、自身が結けつ婚こんをした当時のことを話して聞かせた。

「王家に嫁ぐのと他家に嫁よめ入いりをするのとでは、意味合いが違うと言うひともいるでしょう。けれど違うのはほんの少し。普通の夫婦のように、相手を信じて敬うやまい、思いやりを持って接する。たまには喧けん嘩かをしてもいいから、ちゃんとお互いの想いを伝え合って。そうやって殿下とともにいれば、大抵のことは乗り越えられるわ」

　そう言ってにっこりと笑った。

　母の言葉を胸に、イヴァンのもとへと嫁ぐ決意を新たにしているうちに、イヴァンから便たよりが届いた。

　アランデル領内での『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』騒さわぎから、ひと月が経たっていた。

　セラフィーナはパメラとカシュカシュを連つれて、ハミルティア宮殿に向かった。

　北の翼よく棟とうへ到着したふたりは、グレンと、以前世話をしてくれた侍じ女じよたちに出で迎むかえられた。

「イヴァン殿下ですが、ただいま留る守すにしております。夜には帰られるかと」

　また『守護富貴華石』の様子を見に行ったのだろうと、セラフィーナはうなずいた。

　北の翼棟には、本来の主あるじではない殿下が来ていた。

「おかえり、セラちゃん！　カシュカシュー、元気だった？」

『サイラスの間』では、アンドリューが両手を広げて待ちかねていた。

　嫌いやがるカシュカシュに無理やりキスをし、あわや引ひっ搔かかれそうになるというハプニングのあとで、アンドリューはにっこり笑った。

「セラちゃんが『王妃の間』の『富貴華石』を壊こわしたっていうの、あれクレメンツが画かく策さくしたんだって」

　娘をイヴァンのお嫁さんにしたかったから、セラちゃんが邪じや魔まだって思ったんだねと、アンドリューは肩かたを竦すくめる。

　アンドリューはそれから、アランデル領内の聖堂の件を詳くわしく聞きたがった。

「無ぶ事じで何より。でもセラちゃん、イヴァンもいないのによく聖堂に行ったね」

「イヴァン殿下は、わたしに『守護富貴華石』はもう触らせたくないと仰おつしやったので。でもわたしがやらないと、と思ったんです」

「そう」

「でも、あの、アンドリュー殿下、わたしずっとうかがいたかったことがあるのです」

　ん、何？　と首を傾かしげるアンドリューに、そっと声を潜ひそめ、訊たずねた。

「アンドリュー殿下は、『壊しの王』ではないのですか？」

「──それは、誰に？」

　セラフィーナは少し言いよどみ、だがヴァレリア姫の名を告げた。

「アンドリュー殿下が『富貴華石』に傷をつけるところを見た、と仰ったのです」

　するとアンドリューは、ああ、と苦笑した。

「まあ、傷をつけたことはある。確かに」

「では」

「でもセラちゃんみたいに、触さわっただけで完かん膚ぷなきまでに粉こな々ごなに壊したことはない。というか、したくても僕にはできない」

「え」

　セラフィーナは、目を見開いた。

　では、自分の勘かん違ちがいだったのか。

　ヴァレリア姫に、アンドリューが『富貴華石』に傷をつけたと聞いて、自分はてっきり壊すこともできると思いこんでいた。

　イヴァンから、『守護富貴華石』は、剣で斬きりつけても傷ひとつできないと聞いていたから。

「だから『壊しの王』って言われるほどの力はないよ。僕にはね」

「……そうだったのですか」

「実は、父上からそれは秘密にしておけと言われている」

　なぜです、と首を傾げたら、アンドリューはひょいと肩を竦めた。

「将来王になる身で、国の宝である『富貴花』を傷つけるなんて体てい裁さいがよくないらしい」

「あ」

　なるほど、確かにそう言われるだろうと、セラフィーナはうなずいた。

「『壊しの王』はむしろ僕ではなく君だね、セラちゃん」

　優しい声でそう言われ、ふと、『守護富貴華石』を壊した感触が、掌てのひらに甦よみがえった。

　あの時の、断だん末まつ魔まも。

「……どうしてわたしは『壊し手』なのでしょう」

　自分の両手を見つめ、セラフィーナは呟つぶやいた。

「それは分からないけれど、でも、やっぱり意味があるんじゃないかな」

　アンドリューは、あのね、と悪いた戯ずらっぽく笑った。

「君が『富貴花』から作り出した『富ふ貴き華か虫ちゆう』と土もどき、科学省で引き取ったのは知っている？」

「あ、はい。わたしも調べたかったのですが」

「あの『富貴華虫』、君、最近見ているんだよ」

「え？」

「君を助けた網あみ発はつ射しや装置。あの網の周囲に、ちょっとした仕掛けをしているって言ったの覚えている？」

「はい。あれは重石おもしをつけていたのでは？」

　違う違う、とアンドリューは得意そうに笑った。

「あそこに改良した『富貴華虫』をつけたんだよ。あれ、凄すさまじい勢いで飛んだだろう？　あの推すい進しん力りよくを使わない手はないって考えたんだ」

『富貴華虫』は、一度、何をしても飛ばなくなったが、科学省がコントロールできるように改良したのだという。

「それから今年できた土もどき」

「あ、はい」

「あれ、すごい臭いだったけど、千倍くらい希き釈しやくしたら、いい薬になるようなんだ」

「え、あれがですかあ!?」

　パメラが信じられない、というふうに叫さけんだ。

「これまで『富貴花』を咲かせることのみに情熱を傾かたむけていて、咲かない『富貴花』には価値がないと思われていたけれど、そうではなかったんだね」

　アンドリューはにこりと笑った。

「『壊しの王』というのは、『富貴花』や『富貴華石』だけでなく、それらが使われたものを、触ふれただけで壊してしまう手の持ち主のことなんだ」

「……ではわたしが今まで壊してきたのは、すべて『富貴華石』が加工されたものだったのでしょうか」

　幼おさない頃に祖そ母ぼからもらった宝石箱や、北の翼棟の部屋のドアノブやボードが、脳のう裏りを過よぎる。

　アンドリューはそうだねとうなずいた。

「『壊しの王』は、もともとは『枯からしの王』と呼ばれていたんだ。枯らすということは死を与えるってことだけど、枯れた……壊れたものからは新しいものが生まれた。素す敵てきな手だと、思ってあげるといいよ」

　これまで壊すばかりで、何も生みださないと思っていた自分の手。

　けれどそうではないのだと言ってくれるアンドリューに、セラフィーナは心からホッとした。

「イヴァンのこと、頼むね、セラちゃん。あの子ああ見えて実は照れ屋で不ぶ器き用ようで馬ば鹿か正しよう直じきなところがあるから」

　イヴァンがいないのをいいことに、アンドリューは言いたい放題だ。

　パメラなど、兄の弟評に目を白黒させているし、グレンは笑い上じよう戸ごなのか、またも肩を震わせて噴ふき出すのをこらえている。

「大体周まわりがうるさいからって、兄である僕まで遠ざけようとしなくてもいいと思わない？　北の翼棟に行けば、周囲に僕があれこれ言われるし、南の翼棟にイヴァンが来れば『すわ暗殺か』、なんて騒さわがれるから面倒だなんてさ」

　唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎするアンドリューに、セラフィーナは、あとでそう伝えておきますと笑った。
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「今夜はもうお戻りにならないのかしら」

　ひと月ぶりの、北の翼棟の自室で、セラフィーナは開かない扉とびらをじっと見つめた。

　初めてこの部屋で休んだ時にも、やっぱりイヴァンは現れなかった。

　イヴァンには、この宮殿は窮きゆう屈くつに感じられるのかもしれない。『守護富貴華石』のことがなくても、きっとあちこち飛び回っていたのではと、セラフィーナは想像した。

　すでにパメラにも休んでもらっている。セラフィーナも、今日はもう眠ろうと、長なが椅い子すから立ち上がった。

　だが、抜ばつ群ぐんのタイミングで、扉が開く。

　待ちかねていた人物──イヴァンだ。

「遅くなった」

「いいえ。でもお待ちしておりました」

　そう言って微び笑しようすると、イヴァンは黒衣の裾すそを翻ひるがえし、近くまで歩んできた。

「悪かったな。外に誘さそいたいが、いいか？」

　いずこへと問うと、花はな庭にわに、とイヴァンは告げた。










　王家の『富貴花』の花庭は、王庭から外はずれた、木こ立だちの中にある。

　セラフィーナがイヴァンと初めて会った場所だ。

　かなり歩くが、と言われて、大丈夫ですとうなずいた。

　アランデル領では毎日よく歩いていたセラフィーナは健けん脚きやくなのだ。

「どうして王家の『富貴花』の花庭は、あの場所にあるのですか？」

　北の翼棟からずいぶん離れているし、貴族の花庭に比べてとても小さい。

「あそこはもともと『富貴花』を咲かせるためじゃなく、俺の母親が自分の楽しみのために作った花庭だったんだ」

　セラフィーナは、微かすかに目を瞠みはった。

「俺は貴族の娘たちのように、花庭につきっきりではいられないからな。あの大きさくらいがちょうどいい」

　イヴァンにとってあの花庭は、『富貴花』を咲かせるためだけではなく、亡なき母の面おも影かげを偲しのぶ場所でもあるのだろう。

　やがて到着した『富貴花』の花庭を見た途と端たん、セラフィーナは、あ、と声をあげた。

「殿下、花が……！」

『富貴花』の蕾つぼみが、今にも開きそうだった。

　だがイヴァンは首を振った。

「今日は収しゆう穫かくはなしだ」

「え？」

「『富貴花』がただ開くところを見るのも、たまにはいいだろう？」

「それは、大変な贅ぜい沢たくですね」

　だろう、とイヴァンはうなずいた。

　触れれば宝となる『富貴花』が咲くところを、ただ見る。

　その時間は、宝を手に入れるのと同じくらい貴き重ちようだ。

　それからしばらく、ただ黙だまって、花が咲くところを見ていた。

「セラフィーナ」

　手を、と言われ、小首を傾げながら手の甲を差し出すと、逆、と掌を上にされる。

「？」

　その掌の上に、コロン、と小さなものが落とされた。

「あ」

　慌あわてて落としかけたところを、上から重ねられたイヴァンの手が、それ以上の動きを封ふうじる。

「イヴァン殿下、これは『守護富貴華石』ではありませんか!?」

「当たり」

「壊れてしまいます！」

「見てみるか？」

　イヴァンはそっと手を外はずした。

　セラフィーナの髪の色によく似た金に光る指ゆび輪わが、掌の中にあった。台座に据すえられた、黒い石は──壊れていない。
















「え。……あの、これ、『守護富貴華石』なのでは……」

『富貴華石』だったら、必ず壊れるはずと混乱するセラフィーナに、イヴァンは楽しげに笑った。

「確かに『守護富貴華石』だ。役目を終えた、な」

　あっ、とセラフィーナは叫んだ。

　そしてまじまじと、指輪を見つめる。

　石は、色も光こう沢たくも、新しい『守護富貴華石』にそっくりだ。

「おまえに『富貴華石』をやりたいが、普通のものでは壊れてしまうからな。だが役目を終えた『守護富貴華石』ならどうかと思って、作ってみた」

「あの、では……」

　これは、エーヴリー島かアランデル領で、セラフィーナが壊した『守護富貴華石』か。

　役目を終えた『守護富貴華石』は一度生を終え、『富貴華石』ではないものへと生まれ変わった、ということか。

「何年生きた『富貴華石』だろうな。この国を守ってくれた大切な宝だ。それをおまえに贈おくりたい」

　イヴァンは掌を掬すくい上げ、指輪の上から唇を落とした。

　優しい感触に、胸の鼓こ動どうが小さく跳はねた。そしてどんどん速くなってゆく。

　身体からだの芯しんがぐずぐずととろけてしまいそうな、甘い何かが、全身を駆かけ巡めぐる。

「あらためて言おう。俺の妻になれ。セラフィーナ・アランデル」

「あの。……わたし」

　鼓動が速すぎて、声が震ふるえる。

　こんなことは初めてだ。

　イヴァンは手を握にぎったまま、セラフィーナを近く覗のぞきこんでくる。

「今夜はキスを返してくれないのか？」

　からかうような口く調ちようにも、笑顔にも、ドキドキする。

　息が止まりそう。

　どうしよう。

　セラフィーナは喘あえぐように、小さく息をする。

「返事は、セラフィーナ？」

　目の前に、キラキラと星が降ふってきているようだ。眩暈めまいがする。

　顔が熱く、目は潤うるんで、今にも涙が溢あふれてきそうだった。

　まるで病やまいに罹かかってしまったかのような症しよう状じように、セラフィーナは戸と惑まどい、怯おびえる。

　だがその時、セラフィーナは己おのれに突然訪おとずれた、病の正体に気がついた。

　──それは。

「イヴァン殿下」

「ん？」

「わたし……」

　いまさらと、笑われるだろうか。

　それとも、優しく抱だきしめてくれるだろうか。

　セラフィーナは囁ささやくように、初めての想いを、そっと告げた。

「わたし、貴方あなたに恋をしてしまったようです」





了
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　はじめまして、あるいはごぶさたしております、香こう月づき沙さ耶やです。

　このたびは本作をお手に取っていただきまして、本当にありがとうございます♪

　無ぶ事じ本作が発刊されてとても嬉うれしく、けれど同時に、やはり新作……『初』というのは、何度経験しても緊きん張ちようしてしまいます。




　今回、主人公のセラフィーナやイヴァンはもちろん、出番の少ない脇わき役やくにいたるまで、実に楽しく書くことができ、キーボードを打つ指は最初から最後まで大変なめらかかつ軽かろやかでした。

　これだけ人数がいると、少しくらいは書きづらいキャラがいるものですが、そういうことがなかったんです。

　特に書いていて楽しかったのは、アンドリューとカシュカシュです。

　カシュカシュが喋しやべれたら、きっとアンドリューに対し罵ば倒とう三ざん昧まいではないかと。

「ヘンなとこ触さわるな咬かむなチューするなぁぁぁッ！」

　みたいに。

　アンドリューは、好きな子を構かまい倒しすぎて嫌きらわれちゃう典型ですね。

　あとは主あるじに振り回されっぱなしの苦労性のセスや、意外とイヴァンより腹黒そうなグレンといった従者たちも結構気に入っています。

　女子ではリリとシャシャの双ふた子ごでしょうか。

　ふたりがいちいちくるくる回るのは、ダンスが得意で回るの大好き♪　という裏設定です。エメリー国独自の挨あい拶さつというわけではありません。

　脇役ばかりを挙あげてしまいましたが、もちろん主人公たちも書き甲が斐いがありました。

　天然のほほん令れい嬢じようとツンデレオレサマ王子は、個人的にドストライクです。

　今回アンドリューとヴァレリアの会話を書くことができなかったのですが、かみ合っているようで微び妙みように食い違っている、けれどふたりとも気にしない、という感じかもしれません。




　ではこの辺りで、お世話になった方々へお礼を言わせてください。

　今回初めてお仕事をご一緒させていただきました、羽は鳥どりまりえ先生。

　偶ぐう然ぜんにもこの本の発売日がお誕たん生じよう日びとのことで、うかがった時にはびっくりしました。

　おめでとうございます。心よりお祝いわい申し上げます。

　表紙はセラフィーナとイヴァンのふたりとうかがっていましたが、裏表紙に三人が……！

　見た途と端たん、きゃー♪　と浮かれてしまいました。

　ふわりと香りがしそうな可か憐れんな花々や可か愛わいらしい衣い装しようも素す敵てきでしたし、主人公脇役問わず、キャラクター全員を魅み力りよく的てきに描いていただき、とっても嬉しかったです。ありがとうございました！

　前担当のＵさま。

　Ｕさんからのお誘いがなければ書けなかったであろう、このジャンル。本当に本当にお世話になりました。

　新担当のＹさま、しょっぱなからタイトル含ふくめ、いろいろご迷めい惑わくをおかけしました……。

　これからもご指し導どうくださいますよう、お願いいたします。がんばりますね！

　また、この本の制作に携たずさわっていただいたすべての方へ、お礼を申し上げます。

　最後に、お知らせをひとつ。

　エンターブレインさんの携けい帯たいサイト「ぽけっとB's‐LOG」にて、今作の番外編を配信していただきます。興味のある方は、ぜひアクセスしてみてくださいね。

　それでは、またお会いできますよう、心より願っています。





香月　沙耶　拝












※携帯サイト『ぽけっとB's‐LOG』のサービスは終了しております。

















著者

香月沙耶

Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

お久しぶりの方もはじめましての方も、

お手に取っていただき、

ありがとうございます♪

花に囲まれた本作、

楽しんでいただけたら嬉しいです。










イラスト

羽鳥まりえ

Marie Hadori




はじめまして、羽鳥まりえと申します！

挿絵のお仕事は初めてな上に、はじめからこんな素敵な作品に関わらせて頂けるなんて、奇跡ってあるんだな～と、大好きなパセリを嚙みしめながらしみじみと…１枚でも心に残るイラストがあれば嬉しいなあと思います。

９月14日生まれの乙女座Ｂ型。

近所に牛と馬がいます。




http://eggnut.fc2web.com/
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～壊こわしの聖せい女じよと赤せき炎えんの王おう子じ～
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本電子書籍はビーズログ文庫『ハミルティアの花庭～壊しの聖女と赤炎の王子～』（2009年9月25日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先
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